
 

 

某住宅新築工事 

 

 
設計者：玉井 正博 



・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・ 印と※印のついた場合は、共に適用する。

特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

項目は番号に   印のついたものを適用する。

特記仕様書（１）

３

中間

完成引渡時

完成引渡時

完成引渡直後

工事記録写真 ３

３ 完成引渡時

完成引渡時

３ 完成引渡時

完成引渡時

１ 完成引渡直後

完成引渡時３

（注１）作図および製本（施工図・製作図を含む）

４）内外仕上表

１）質問回答書

関係諸法規の他、発注者の定める安全諸規則を守り、安全工事を期する。

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

１

毎週提出

週、月

週、月

週、月

※ 但し、請負業者は会場設営・進行等に協力のこと。

２

２

緊急連絡表

下請業者一覧表

工事施工要領書

工事検査願

工事出来高

施工図、製作図

各種試験成績表

竣工図面 完成引渡直後３

各工事保証書

取扱い説明書

打合せ議事録

各種引渡書類

各種報告書類

官庁届出書類

竣工図の原図

工事完成引渡時に提出する書類

竣工届

竣工引渡書

竣工受領書

鍵引渡書,受領書

下請業者一覧表

（議事次第共）

完成検査記録書

官公庁検査済証

色彩計画書類等

二つ折製本:背表紙にﾀｲﾄﾙ入(原図に、竣工図印及び監理者印)

フィルム（ネガ・ポジ）を含め提出のこと。

※ 当該建築物の撮影成果品に関する著作権は全て、設計監理者に譲渡するものとする。

※ その他の図書の提出および書式は監督職員の指示による。

原則として建築施工業者の責任と負担において行う。

汚損・騒音・振動等で迷惑のかからないよう十二分に検討、注意、配慮しなければならない。

１章

一般共通事項

打ち合わせの上、その位置を予め定め、それを建築施工図に記入し監督職員の承諾を受ける。

公害防止対策および仮設物の配置計画

請負契約書（写）

工事着手届

施工計画書

工事前

（３０日前）

各工事着工前

各工事着工前

施工図提出工程表

実施全体工程表

主要資材一覧表

主任技術者届

現場代理人届

工事報告書

（仮設工事、安全計画書、諸官庁提出書類控等）

夜間、休日の緊急連絡表

推薦理由等…

経歴、経験年数等…

経歴、経験年数等…

ネットワーク工程表、出来予定（％）

その都度…

提出及び承諾予定日（施工要領書提出時の記載）

杭、鉄筋、鉄骨、型枠、防水、塗装、その他指示

自主検査結果報告書添付

３

３

３

３

３

工事前

工事前

工事前

月報の提出（各月５日まで）

工事進行状況、毎月：１ヶ月先工程表

工事検査記録、工程写真、工事労務日誌

月報の提出（各月５日まで）

出来高予定表、予定対比実績表、

チェック用

下記（注１）参照。

工事前

工事前

着工前

着工前

各工事着工前

各工程終了時

建築工事、設備工事、その他指示

Ａ３版縮少二つ折製本

下記（注１）参照。

月報の提出（各月５日までに提出）

監督職員の指定する撮影者とする

防水、屋根、塗装、設備関係、植樹、その他指示

リスト添付

定例会議時に提出（毎回：二週間先工程表）

リスト添付

建築確認,衛生,消防,電力その他一覧表

杭記録、鉄筋圧接、鉄骨溶接、コンクリート強度

竣工写真

３

２

３

３

３

３

３

３

（建築確認,消防署、その他）

（建築,設備関係：色番号、製品番号）

竣工図書（A4版）製本…別紙様式有

リスト添付

自主検査

建築確認完了検査消防完了検査

施主検査（議事次第共）設計監理者の検査

（登記申請に必要な書類全て）

３

６章
コンクリート
        工事

建物工事完了引渡証明書

登記関係証明申請書

印鑑証明書

※ 但し、請負業者は折衝・調整等に協力のこと。

（机、椅子、書棚、寒暖計、作業服、保護帽、安全靴、ステンレス尺：50cm、雨カッパ）

請負業者負担にて行う。

費用負担は建築主。（直会共）

設備機器・植樹工事 保証期間は引渡し後 １年間

３年間

５年間

１０年間

保証期間は引渡し後

保証期間は引渡し後

保証期間は引渡し後

シール材・外壁塗装工事

屋根・樋工事

防水工事

種類

高低測量

敷地測量

境界確定

備考範囲

敷地境界線内全て

敷地境界線内で監督職員の指示する箇所

施主側の責任

（前面道路、隣地現状地盤の高さ）

※ 設計ＧＬは、図示による。

（監督職員の指示、承諾による）

場所

敷地境界線内で

監督職員の指示

する箇所

H=1,800㎜

寸法種類 備考

ｹﾞｰﾄ（車両進入口）

万能鋼板 SOP塗養生壁

ｼｰﾄｹﾞｰﾄ

種類 備考面積

監督職員

 事務所
敷地境界線内で監督職員の指示する箇所 ２号程度

・監督職員事務所は、特記なき限り施工業者事務室と兼用できる。

備考種類

敷地境界線内で監督職員の指示する箇所

※ 設計･監理者名称の看板設置(900*600…別紙様式有)

種類 備考既存施設の利用

・有償

・有償

・有償

・有償

・無償

・無償

・無償

・無償

・無償・有償

・できない

・できない

・できない

・できない

・できない

便所

仮電源

工事用水

作業所用地

駐車場

※ 監督職員立ち会いの上、設計グランドマークを設定し周辺地盤と調整して設定する。

２章仮設工事

（監督職員との協議して、根切り土の中の良質土を使用することが出来る）

４章地業工事

（上記数値以上の増減があった場合は別途精算する。）

（ポリエチレンフイルムｔ＝０．１５㎜(重ね=250㎜以上)…30.0㎜ 砂敷き下地）

(タッチアップ塗料を現場に準備の事)

施工箇所

・仕上兼用型枠

（注３） 一般部：全般にわたり断面中央に

排水溝部：断面中央に

溶接金物

下記（注３）参照。

設計規準強度・スランプ

一般地域

駐車場

φ6.0 @100mmを入れる

φ2.6 @50mmを入れる

種類

床：こて仕上…A種

普通コンクリート

建築工事仕様書

※標準仕様書

※安全作業

※設備工事等

  との関係

※提出書類

※保証書提出

※予備品の

   納入

※工事表示板

・式祭典

※近隣対策

※敷地測量

※ＧＬの設定

※仮囲い

※仮設小屋

※仮設通路

※仮設の設備

３章土工事

・杭地業

・土間コン

・床下断熱

・床下防湿

・一般事項

５章鉄筋工事

・構造躯体

・防水押え

コンクリート

・骨材等

・細骨材塩分

・塩化物

・アルカリ総量

・混和材料

・セメント量

・スランプ

・単位水量

・空気量

・水セメント比

・細骨材率

・気温による

  温度補正

・目地部分の

  シーリング

・パラペット

・コンクリート

  の仕上がり

・型枠工事

・特殊型枠

・一般型枠

・スリーブ

７章鉄骨工事

・一般事項

（試験個所  第三者検査：溶接部の５０％以上…社内検査は１００％行う）

部位・耐火被覆

※ ２．設計図面に記載された特記仕様事項を含むものとする。

※ ４．設計図書間に相違がある場合の優先順位は、下記の順番のとおりする。…1.1.8（疑義・協議）

※ １．夜間・火気作業・その他工事現場の取締り、安全衛生災害防止等については、

※ １．建築の仕上面に露出設置する設備機器については、すべて設備業者から図面提出を受けて、

※ ２．建築躯体を貫通するスリーブ・補強筋挿入・埋設物または埋設のための穴あけ、はつり等は、

※ ３．別途工事については、相互の連絡を遅延なく行い、充分な協議の上、工事の円滑な進行に努める事。

※ ４．建屋および敷地内外の清掃は、建築施工業者が最終責任を負う。

※ １．形状寸法の単位は、特記無き限りミリメートル（mm）とする。

※ １．工事用諸材料の搬出入・掘削・杭打ち等のため、周辺道路埋設物及び、近隣の建屋等を、

万一、これらに損害を与えた場合の一切の補償（原形復旧）は、施工者の責任と負担とする。

※ ２．１年及び２年後の「かし」検査による復旧工事は、施工者の責任と負担とする。…（１、２年検査）

※補償問題

※寸法の単位

※ １．下記工事の保証書は、請負業者および施工業者連名で署名押印の上、提出する。

１．監督職員の指示により消耗品、予備品を納入する。

１．設置（工事名称・施主名称・施工業者名称を記入）確認・認可番号事項の表示。（2700×900程度）

１．費用負担：建設計画に伴うものは施主の負担。（電波障害・日影・プライバシー）

Ａ．地鎮祭

Ｂ．竣工式

※地ならし

※埋戻し盛土

※山留め

  の設置

※残土処理

※ １．敷地内にある障害物の処理、および地ならしの範囲、工法は監督職員の指示による。

※ １．構外搬出適切処分

※ １．Ａ種…埋戻し・盛土に使用する土は、監督職員の承諾を得る。工法は、水締め、機器による締固め

※ １．構造図面「構造一般事項」による。

※ ２．杭打試験の結果、杭長に増減があっても１ｍ未満の場合は精算しない。

※ １．構造図面「ＲＣ配筋規準図」による。（打継ぎ補強：５．８．３．ｃ，ｄ）

※ １．30.0㎜ 硬質ウレタンフォーム敷き込み。

※ １．直接土に接する床コンクリートの下には、特記なき限りポリエチレンフィルム敷き込み

※ ３．異形鉄筋  ※ＳＤ２９５Ａ（D10～D16） ※ＳＤ３４５（SD19～D29）

※ ４．継手：Ｄ１９以上は、ガス圧接とする。（※引張試験：公的試験場にて行う）

※ ５．鉄筋のかぶり厚さ及び間隔（表５．３．６に１０mmを加えた数値を標準とする。）

※ ６．はり貫通補強は、リンブレン又はウェブレン（認定品）同等品とする。

※ ７．杭頭処理（Ａ形）、帯筋（Ｈ形）、壁開口補強（一般壁：Ａ形、耐力壁：Ｂ形）

※ ８．溶接金網…φ6.0×100×100（JIS G3551）

※ １．構造図面「構造一般事項」による。…その他下記特記仕様による。(床：こて仕上…Ａ種)

※ ２．レディーミクストコンクリートの種別：Ⅰ類（JIS A5308によるJIS表示許可工場）

※ １．細骨材の塩分…塩分含有量(０．０４％以下)

※ １．単位セメント量の最小値は、２７０㎏／m3とする。    

※ １．所要空気量    （・４．５ %以下    ・２．０ %以下）

※ １．計画調合で １８５㎏/m3 以下とする。

※ １．水セメント比の最大値は、６５％とする。（※５５％  ・６０％）

※ １．監督職員の指示による。

※ １．コンクリート壁のひびわれ誘発目地およびスリット目地に用いるシーリング材は、

※ １．型枠の材料…「コンクリート型枠用合板の日本農林規格」の規格品とする。

※ ２．特記無き限り…１２mm合板(・１種：表面加工品  ※１種：表面加工品以外  ・２種）

※ ３．特記無き限り…打増し厚さ（・１５mm  ※２０mm  ・２５mm）

※ １．構造図面「構造一般事項」による。

※ ３．鋼材の種別：材質はＪＩＳ規格品（・ＳＳ400 ・ＳＭ490Ａ ・        ）

※ ４．高力ボルト：トルシア形高力ボルト（認定品セット：２種 Ｆ１０Ｔ）

５）設計図書

２）現場説明書

６）共通仕様書（最新版）

３）特記仕様書

※ 共仕３．３．１～３．３．３…災害防止対策要綱提出

※ ２．（共仕５．１．１～５．１１．１０）に基づき施工計画書を監理職員に提出し承諾をうける。

※ １．構造図面「鉄筋種類の記号、構造一般事項」による。（共仕５．１．１～５．１１．１０）

※ １．（共仕６．２．５）に基づき施工計画書を監理職員に提出し承諾をうける。

※ １．（共仕６．９．３（２）…表６．９．１）

※ ２．やむを得ず紙チューブを使用する場合…共仕６．９．４（２）に準じる。

型枠程度（共仕６．９．３）

※ ２．（共仕７．１．１～７．１２．７）に基づき施工計画書を監理職員に提出し承諾をうける。

※ ５．溶接部の検査：超音波探傷試験（非破壊試験専門業者による）…共仕７．６．１０～１２

メーカー材料名性能

※ １．骨材は、「骨材のアルカリシリカ反応性試験(化学法)建設省法」又は、「セメント骨材の

アルカリシリカ反応性試験(モルタルバー法)建設省法」により安全と認められた骨材を使用する。

(試験成績表提出の事) (※判定…無害のものを使用する)

※ １．コンクリート中の塩化物量…０．３０㎏/m3以下(塩素イオン量換算…計算書提出の事)

※ １．コンクリート中のアルカリ総量…３．００㎏/m3以下(総量…計算書提出の事)

※ ４．構造体コンクリートの強度は、現場水中養生による供試体の材齢２８日強度≧設計基準強度＋３Ｎ／mm2

※ １．混和剤   ・AE剤又はAE減水剤標準形  ・高性能AE減水剤  ・コンプラスト：ＲＰ２６４(遅延型)    

（ひびわれ誘発目地およびスリット目地の位置・形状・寸法等は設計図による）

(注意…最適プライマーを選定する事)２成分形ポリサルファイド系を使用する。

２

※ ２．打放し仕上げの種別（※Ａ種  ・Ｂ種  ・Ｃ種）

・加工工場

　のグレード

※ １．所要ｽﾗﾝﾌﾟ(㎝)   （・１５    ※１８  ・２１）…基礎部分は15㎝以下

※ １．注意事項…パラペットについて､それを支持するコンクリート躯体と一体打設の事｡

      (打継いではならない｡)

※化粧コンクリート打放シ部分

※ ３．設計基準強度＝（※２１Ｎ／mm2  ・２４Ｎ／mm2  ・２７Ｎ／mm2）

１８Ｎ／mm2（１５cm）

２１Ｎ／mm2（１２cm）

内訳明細書他を含む（監理者用）

※ 設計図製本２部提出（建築主・監理者用）

検 図年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名 製 図
Ａ－01

※ ３．適用基準等…国土交通省大臣官房官庁営繕部監修：建築工事標準詳細図、配筋基準図、鉄骨設計標準図

※ ７．アンカーボルトの設置（共仕７．１０．３ ※Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種）

※ ８．柱底均しモルタル（共仕７．１０．３ ※Ａ種 ・Ｂ種）無収縮モルタル使用

※ ６．錆止塗料（１８章塗装工事）屋外はＡ種JIS K5622、屋内はＢ種JIS K5621 ２回塗（工場1回、現場1回）

・溶融亜鉛

  めっき工法

※ 溶融亜鉛めっき工法 7.12.1～6を参照

　 溶融亜鉛めっき(Ａ種)…共仕14.2.3→（表14.2.2 溶融亜鉛めっきの種別）

　 溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する。

※ Ｈ グレード以上…(全構連) 建設省告示第1103号の認定工場

（工事着手前に溶接工事作業計画書を提出する事）

（注２）「監督職員の指示」により写真撮影を行い、（撮影業者：現場指示）

「竣工写真…キャビネ版サイズ：撮影枚数  20枚」により写真アルバム製本を作成し、

※ 塗装(ウレタン樹脂)合板…１種：表面加工品（・１５mm ・１２mm）

↑…細骨材率≒45程度

※ １．細骨材率（Ｓ／Ａ）≒４５程度とする。（砂／砂+砂利）

提出図書 部数 提出時期 備考 提出確認欄

※ １．本工事の仕様は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修：建築工事共通仕様書(最新版)

（以下「共仕」という）及び、下記に掲げる特記事項とする。

設 計 者 　 玉 井  正 博



・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・ 印と※印のついた場合は、共に適用する。

特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

項目は番号に   印のついたものを適用する。

特記仕様書（２）

施工箇所

屋根

防水押え

有り

工法・材料

施工箇所 形状・寸法

施工箇所 種類・名称・品番 工法施工箇所 種別 厚さ（ｍｍ） 備考

施工箇所 製品名

Ｃ種 ・１００   ・１２０   ・１５０

基準を越した場合にはブロック同厚のコンクリートの小壁を設ける。

９章防水工事

(注意…最適プライマーを選定する事 )

表面塗装なしの場合

表面塗装有りの場合

・ポリサルファイド系

※ポリウレタン系 ・アクリル系

※変成シリコーン系

メーカー（保証期間…１０年保証）

田島ルーフィング㈱…同等品以上

種類

※  JIS A9511：押出法ポリスチレンフォーム３種Ｂのスキン付

断熱材の厚さ（ mm）

※  外部は乾式工法を原則の納まりとする。

１１章
タイル工事

松（赤身）、ひのき 松、ひば、米ひば

すぎ、ひば、

米ひば、米とうひ

松、米つが、米すぎ

米つが、米すぎ

（・亜鉛処理鋼材   ※ステンレス鋼材： SUS304）

メーカー・製品名工法

備考施工箇所

備考施工箇所

樹種

樹種

※ 15mm内外

厚さ

厚さ

0.6mm

1.2mm

1.5mm

2.4mm

特記無き限り：ひのき

部材名称 ※  Ｂ種

※  「集成材の日本農林規格」の化粧ばり造作用集成材の１等

※  「集成材の日本農林規格」…見掛りを１等、その他２等とする。

化粧単板表面仕上（Ａ種）

吊り元部材：ひのき

化粧単板の樹脂及び厚さ
   （仕上表参照）

・目地：モルタル詰め

※目地：シーリング（※有   ・無）

付け鴨居、方立

柱、鴨居、長押

・Ｃ種・Ａ種

敷居

・防蟻処理

・防腐処理

・その他

・和室回り

・造作用
  集成材

・化粧張
  造作用
  集成材

・部材寸法

１２章木工事

・一般事項

・内装タイル

・外装タイル

・工法の種類

・陶磁器質
  タイル貼

・石の種類

１０章石工事

・一般事項

・シート防水

・シーリング

・ステンレス
     防水

・塗膜防水

・断熱材

・アスファルト
    防水

・取付種別

・ＡＬＣパネル

・補強
コンクリート
ブロック造

８章
コンクリート
  ブロック
   ＡＬＣ
押出成形 ｾﾒﾝﾄ板

・石の種類

１３章屋根及び
    とい工事

・一般事項

・とい

・波形石綿
スレート葺

・折板葺

・長尺金属
    板葺

メーカー・成形板張り

１４章金属工事

備考（製品名）材質名称

（既製品）

・ステンレス
  表面仕上 （  ※ヘアラインＨＬ   ・鏡面仕上（・＃ 600  ・＃ 800）   ・電解着色   ・エッチング   ・塗装）

・アルミ合金
  の表面処理

（  ※Ｂ－１種：無着色    ・Ｂ－２種：着色）…表１４．２．１

・鉄の亜鉛
   メッキ

（ 4.5・ 3.2・ 1.6）

・軽量鉄骨
  天井下地

・軽量鉄骨
  壁下地

・アルミニウム
     製笠木

・タラップ

・手すり

・帳壁の高さ

・配筋

※  ２．壁配筋…縦、横：Ｄ１０＠４００、隅部はＤ１３をいれる。（縦配筋には、継手を設けない）

※  ３．壁配筋…端部は、１８０度かぎ掛けとする

※  ４．塀…施行令第６２条の８に準じる。

※  １．（・Ａ種   ※Ｂ種   ・Ｃ種   ・Ｄ種）

※  ２．外部目地シーリング材

※  ３．施工は、防水工事組合員による責任施工とする。（東西アスファルト事業協同組合…同等組合）

・１．塗膜防水（・ウレタン系塗膜防水     ・Ｘ－１・Ｘ－２・Ｘ－３）…５年保証

・２．塗膜防水（・ゴムアスファルト系塗膜防水   ・Ｙ－１   ・Ｙ－２）…５年保証

・１．シート防水（・Ｓ－１   ・Ｓ－２   ・Ｓ－３   ・Ｓ－４）…７年保証

・１．ステンレス防水（詳細は１３章屋根及びとい工事参照）…１０年保証

※  １． JIS A5758…有効期間を過ぎたものは使用しない。（保証期間  ３年保証）

※  ２．表９．５．１（被着体の組合せとシーリング材の種類）

※  ４．耐久性区分（・ 10030  ・ 9030G  ※ 9030  ・ 8020  ・ 7020）

※  ３．（・ SR-1 ・ SR-2：シリコーン系   ・ MS-2：変成シリコーン系   ※ PS-2：ポリサルファイド系  ）

※  １．材種・厚さ・表面仕上げの種類は仕上表による。 割り付け・納まりは図面による。

※  ２．外部は乾式工法を原則の納まりとする。（ダブルファスナー形式）

※  ３．シーリング材は石汚染防止のためポリサルファイド系とし保証書を提出のこと。

※  ４．乾式の場合の下地は下記を使用のこと。

※  １．天然石（※１等品   ・２級品）…但し床材は２級品

・ＫＴ：改良積上げ張り：張り代≒ 8

・ＫＡ：改良圧着張り：小口平以上

・ＭＴ：モザイクタイル張り

・ＳＥ：接着剤張り：内装工事

・ＴＵ：積上げ張り：張り代 10～ 15

・１．目地   ※既製調合目地材を使用 ・２．伸縮目地   ※ポリサルファイド系（・位置は図示）

・２．見本焼（※有り   ・無）…五色程度

・３．タイル接着強度試験（※有り   ・無）…外壁３ヶ所   ≧ 4.0㎏／ cm2 （場所…現場指示）

※  １．木材の含水率（  ※Ａ種…構造材≦ 20％、造作材≦ 18％  但し人工乾燥の場合は、≦ 15％）

※  ３．造作材の等級（※Ａ種   ・Ｂ種）   表面仕上（・Ａ種   ※Ｂ種   ・Ｃ種）

※  ４．床張り用合板は、「普通合板の日本農林規格」の規格品とする。

※  ５．設計図面に記入の造作材の寸法は、特記なき限り、仕上寸法とする。

※  １．不透明塗装とする場合、吊り元枠、水掛りの下枠はひのきの類とする。

※  ２．出入口枠、額縁、巾木は、特記無き限り杉一等とする。

※  ３．沓ずりは、たも、しおじ、ならの類とする。

※  ４．敷居は、松の類とする。

※  １．しろあり防除処理標準仕様書（社団法人  日本しろあり対策協会）による。

※  ２．保証期間５年…専門業者の責任施工とし、報告書を提出する事。

※  １．防腐材は、 JIS K2439によるクレオソート油の２回塗とする。

※  １．屋根金属板工事は原則として、メーカーの屋根葺工法に応じた専門業者の責任施工とする。

・  １．材種（・片面着色亜鉛鉄板   ・ガルバリウム鋼板   ・サビナシルーフ   ・ステンレス   ・銅板）

・  ２．材種の特記（・ＳＲ－ＳＺ   ・ＳＲ－ＳＵＳ   ・ＳＵＳ３０４：２Ｄ   ・ＳＵＳ３１６：２Ｄ）

・  ３．板厚   （・０．３０ mm  ・０．３５ mm  ※０．４０ mm  ・０．６０ mm）

・  １．材種   （※片面着色亜鉛鉄板   ・両面着色亜鉛鉄板   ・ガルバリウム鋼板）

・  ２．山高（・７３ mm  ・８５ mm  ・１５０   ・１７０ mm）

・  ３．山ピッチ（・２００   ・２５０   ・３００   ・４５０）

・  ４．板厚   （・０．６０ mm  ※０．８０ mm  ・１．００ mm  ・１．２０ mm  ・１．６０ mm）

・  ５．屋根葺形式（・重ね型   ・はぜ締め型）   タイトフレームに固定し緊結ボルト間隔＠ 600mm以下

・  ６．軒先見切面戸（※有り   ・無）   軒先フレーム（※有り   ・無）

・  １．種別   屋根（・中波   ・大波   ・リブ波）

・  ２．種別   壁（・小波   ・中波   ・大波   ・リブ波）

・  ３．役物   （※有り   ・無）

・ルーフド
  レイン

・  ４．径   （・７５   ※１００   ・１２５   ・１５０）

・  ５．金物   （・鋼製：亜鉛メッキ   ※ステンレス製）表１３．５．３

・  ６．防露   （・図示    ）

※  １．原則としてコンクリート打ち込み型とする。

・  ２．材種   （  ※鋳鉄製   ・ SUS304製）

・  ３．径   （・７５   ※１００   ・１２５   ・１５０）

・  ２．電気亜鉛めっき（・Ｄ種：２０μ   ※Ｅ種：１３μ   ・Ｆ種：８μ）

・  １．形状、材質は、図示

・ＵＴ：ユニットタイルマスク張り

・Ｍ：密着張り：ヴィブラート

メーカー 備考

※  ２．構造材の等級（※共仕１２．２．１ .（４）に準じる。但し、和室の柱の見掛りは無節とする）

※  素地のまま、又は、透明塗装の場合の樹種（共仕表１２．２．３）

※  ２．屋根及びといは、取合い部を含め漏水が無い事。
       また屋根材は、所定の耐風圧性を有し有害な振動が無い事。

・  １．部材の種類（・ステンレス： SUS304HL  ・溶融亜鉛メッキ： C種）…共仕１４．６．３

・  １．部材の種類（・２５０形   ・３５０形）…共仕１４．８．３

・  ２．表面処理（  ※Ｂ－１種：無着色    ・Ｂ－２種：着色）…共仕表１４．２．１

・  ２．形状は、図示

※  １．「日本建築学会コンクリートブロック帳壁構造設計規準」による。
（Ｈ≦２５Ｔかつ  3,500mm以下）

（コンクリートに接する部分はすべて施工…共仕１２．２．８）

※  １．保護コンクリート（厚さ８０ mm以上  溶接金網φ 6.0 ＠ 100mm）

※  １．．帳壁の配筋は特記なき限り、重ね継手長さ４５ｄ、定着長さ４０ｄとする。

（Ｈ =1,200mm以上  2.200mm以下の場合は、 3,400mm以下ごとに控え壁を設ける）

ＰＸ－３５０Ｒ

※  ２．伸縮目地（成形伸縮目地  巾＝２０ mm 縦横間隔＠ 3,000mm 、立ち上り部は全て巾＝２５ mm以上）

・  ３．ニッケルクロムめっき（・２０μ   ※１０μ   ・５μ）

溶融亜鉛めっき

（特記なき限り、すべて耐水１類とする。）共仕１２．２．３  →ノンホルムアルデヒド

検 図年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名 製 図

・  ３．材種   ・硬質塩ビ製　・配管用鋼管   ・ステンレス鋼管

・  １． JIS A6517  屋内（※１９形   ・２５形）   屋外（・１９形   ※２５形）…共仕１４．４．４

・サイディング ・メーカー：厚さ

・ＰＣパネル ・強度      ｋｇ／ｍ２

・Ｂ：ベースネット工法
 （カーボン樹脂ネット）

・  ４．屋根葺形式
　　（・心木なし瓦棒葺   ・一文字葺   ・段葺   ・横葺   ・菱葺   ・竪はぜ葺   ・シーム溶接工法）

Ａ－02

・  １． JIS A6517  スタッド（・５０形   ※６５形   ・９０形   ・１００形）…共仕１４．５．４

形状・寸法

表面仕上の種類ニッケルクロムめっき

（ 5級・ 4級・ 3級）

電気亜鉛めっき

・  １．溶融亜鉛めっき（・Ａ種： 550g／㎡   ・Ｂ種： 450g／㎡   ※Ｃ種： 350g／㎡）

製品種別

・板厚≧ 4.5mm

・板厚≧ 3.2mm

※板厚≧ 1.6mm

※  １．縦樋材種   ※硬質塩化ビニル管（※ＶＰ   ・ＶＵ）

・  ２．硬質塩化ビニル軒樋（・Ｐ型   ・Ｖ型   ・Ｆ型）

詳細は外部仕上表参照

※ 4 0   ・ 3 5

・３．塗膜防水（パラテックス：大関化学工業）
 （※Ａ－１・Ａ－２・Ａ－３     ・Ｃ－１・Ｃ－２・Ｃ－３  ）…１０年保証

詳細は外部仕上表参照

ポーチ 2 0 0× 1 0 0 ＩＮＡＸ：セラバーン

和室回り 図示
詳細図・展開図参照

図示
詳細図・展開図参照

※　 S U S製：外部仕上表参照

※　外部仕上表参照

床タイル張り

設 計 者 　 玉 井  正 博



・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・ 印と※印のついた場合は、共に適用する。

特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

項目は番号に   印のついたものを適用する。

特記仕様書（３）

塗り厚 メーカー・製品名

種類 メーカー

１５章
左官工事

・亀裂防止

開口部廻りの補強は、幅 100mm、長さ 600mm程度のメタルラスを隅角部に伏せ込む。

ＡＬＣ版は、５～６枚毎、及び入隅に伸縮目地を設ける。

Ａ種コンクリートブロックは、 2,000mm内外、 B、Ｃ種コンクリートブロックは、 3,000内外に設ける。

コンクリートの柱、梁とコンクリートブロックとの境に設ける。

形式

形式

形式

形式

開口部廻り枠、壁の出隅、入り隅には、メタルラス又は、補強材
（寒冷紗、ビニロンメッシュ、ジョイントテープ等）巾 300mmを張り込む。

メーカー・製品名
・仕上塗材
  仕上げ

呼び名 パターン種類・工法

複層仕上塗材

施工箇所

・ロック
  ウール
  吹付け

施工箇所

・その他

１６章
建具工事

・メーカー
  の指定

アルミ建具

・一般共通事項

（但し、係員、施主と打合わせのうえ最終決定する。）

※  熱線スイツチ（天井埋込型）

・  ＩＤカード対応（ＩＤ装置別途）

・  電気錠（ 24時間タイマー制御）

・  タッチスイッチ

・  フットスイッチ

・  電磁（電子）マットスイッチ

・  ゴムマットスイッチ

※  安全光線スイツチ（竪枠埋込型）

・  レーダー（電波）スイッチ

・共通付属金物

但し、機構上必ず付属するもの（ふれ止め、ふさぎ板、機密材など）は本工事に含む。

※  開き戸

引違い戸

片引戸・引分け戸

※  引戸

外開き戸

内開き戸

内倒し・外倒し

突出し

すべり出し・縦すべり出し

横軸回転

縦軸回転

片開き

引違い・片引き・バイパス

・マスターキー無

※マスターキー（３本）

・グランドマスターキー（３本）

戸車（フラッター戸車）・とつ手（引手）

レール（・フラッターレール   ・上吊りの場合はハンガーレール）

グラビティヒンジ・スライドボルト・フック付戸当り

ラバトリーヒンジ・表示付ボルト・ラバトリーストライク

片開き戸

両開き戸 握り玉・錠前・丁番・床付戸当り・ドアチェック・フランス落し

※  １．木製扉の吊元及び枠は、すべて「ひのき」とする。

※  ２．表面仕上げは特記なき限り、合成樹脂調合ペイント塗装とする。

※  ４．ペイント仕上のフラッシュ戸合板の表板は、しな合板：厚さ 4.0mmとする。

※  ５．材料の含水率は、Ｂ種とする。

※  １．プラスター塗り及びモルタル塗りの場合

・  目地（巾は、現場指示とする）

・  ラス（亜鉛メッキメタルラス）

※  ２．石膏ボード下地

※  ３．プラスター塗り壁の出隅には、コーナービードを取り付ける。

※  １． JIS A6909（建築用仕上塗材）…有効期限を経過したものは使用しない。

※  １．セルフレベリング材の標準塗り厚さは、１０ mmとする。

※  ２．プラスターは、特記なき限りドロマイトプラスターとする。

※  １．マスターキーは下記による。

※  ２．各建具の鍵本数は原則として各組３本とする。

※  ３．鍵の納品は、下記による。

・  各鍵ごとに室名を記入したプラスチック製の名札を取付け、収納箱に整理したものを一括納入する。

※  ４．寸法はすべて枠の有効寸法を示す。

※  ６．建具金物は特記なき限りステンレス製ヘアライン仕上げとし、見本品提出により決定する。

※  ７．握り玉、レバーハンドルの高さは、特記なき限り、床仕上げ面から  1,000mmとする。

※  ８．引手、押板の高さは、特記なき限り、床仕上げ面から  1,100mmとする。

※  ９．排煙窓オペレーターの高さは、床上  1,500mm以下とし、特記なき限り床上  1,200mmとする。

※  １０．ガラススクリーン、風除室廻りには、ガラス面に衝突防止マーク
（φ 30mm 1.5mm SUS304鏡面シルバー）を＠ 450mm間隔で取付ける。

※  １１．外部に面するガラリには、雨よけカバー（ステンレス SUS304： 1.5mm）
及び、防鳥網（ステンレス SUS304： 15mm目）を設ける。

※  １３．防火戸に取付くフロアヒンジ、ドアチェック、オートヒンジはストッパーなしとする。

※  １４．防火区画シャッター（防火・防煙）は、手動閉鎖装置付とする。

※  １５．両開き防火戸は、両扉に閉鎖装置及び閉鎖順序装置を設ける。

※  １６．シリンダー錠は原則として片面シリンダー、片面サムターン付きとする。

※  １７．特記なき限り、扉厚さは  40mmとする。

※  １９．ガラス押えは特記なき限りポリサルファイド系シーリングとし、目地幅 6.0mm以上とする。

※  ２１．排煙オペレータはワンタッチ隠ぺい式とする。

※  ２２．ガラリの有効開口率は特記なき限り、吸気用（４０％以上）排気用（４０％以上）とする。

※  ２３．外気に面するガラリでダクトと接続する場合は、ダクト取付補強枠を設ける。

※  ２４．自動ドアの種別は下記仕様による。

・  ２６．窓廻り額縁は、特記なき限りアルミ製とする。

※  １．「付属金物一式」は下記による。

※  ２．材質はステンレス製ヘアラインを標準とする。

※  窓、ガラリ

※  トイレブース扉

※  共仕１５．１．１～１５．８．４

戸車・レール・クレセント・締り金物・引手・ストッパー

ピポットヒンジ・カムラッチハンドル・あおり止め調整器

ピポットヒンジ・カムラッチハンドル・あおり止め調整器

ピポットヒンジ・カムラッチハンドル・すべり出しアーム

丁番・カムラッチハンドル・あおり止め調整器

丁番類・カムラッチハンドル・開閉調整器

丁番類・トップラッチ・角度調整器・ストッパー

※  １．ロックウールは、 JIS A9504…不燃第 1022号（ロックウール保温材）の認定品

握り玉・錠前・丁番 orピボットヒンジ・床付戸当り・ドアチェック

※  ５．建具工事に該当する範囲はキープランに明示する以外に、
　　　  パーティションの建具、トイレブース及び造作類の扉を含む。

※  １８．全サッシュ窓部分には、原則として結露受（材質アルミ）を取付け、
　　　　  水抜穴付又は、自然蒸発タイプとする。

※  ２０．丁番はステンレス製： SUS304HLとする。
　ドア寸法  2,000× 850以上の鋼製は、 153mm３枚吊・木製は 127mm３枚吊とする。
　ドア寸法  2,000× 800以下の鋼製は、 127mm３枚吊・木製は 102mm３枚吊とする。
　（木製丁番は、ギボシ丁番：ナイロンリング入りとする）

※  ３．便所、手洗い、湯沸、シャワー室、脱衣室等、水掛り部フラッシュ戸に用いる合板は、
　　　  耐水１類、その他は、２類とする。

※  ６．フラッシュ戸の工法（共仕１６．７．４）
　　　  縦框は、３枚はぎ以上かつ見付幅７５ mm以上とする。
　　　  上下框は、４枚はぎ以上、かつ見付幅１００以上とする。
　　　  錠前当りは、使用金物に応じて増し骨とする。
　　　  中骨は、見付幅 12mm以上を横方向（間隔＠１００ mm以下）に配置する。
　　　  上下框及び中骨には、３ mm角程度の空気穴を設ける。

※  １２．網戸用防虫網は（・ステンレス製  ※グラスファイバー製）１６メッシュとする。

※  ３．床コンクリート直均し仕上は、３工程を標準とする。（共仕１５．５．３）
　　  （沈みひび割れ防止のタンピング後、下ずり、中ずり、仕上ずり）

Ａ－03

・共通事項

・共通事項 ※  ２．気密性（※Ａ，Ｂ種： A-3 ８ m3／ H㎡   ・Ｃ種： A-4 ２ m3／ H㎡）

※  ３．水密性（※Ａ，Ｂ種： W-4 35㎏／㎡   ・Ｃ種： W-5 50㎏／㎡）

※  ４．枠見込寸法（※Ａ，Ｂ種：７０ mm   ・Ｃ種：１００ mm）

※  アルミニウム製建具の性能及び構造は、建具表に特記がなければ、下記による。

・木製建具
    工事

・アルミニウム
    建具工事

・耐震ドア、サッシ

・防音ドア、サッシ

※  ５．表面仕上げは特記なき限り  無着色陽極酸化９μ以上  アクリル樹脂系塗料７μ以上焼付とする。

※  ６．上記以外のパネル及び枠材が
　　　  コンクリート・モルタルなどのアルカリ性材料及び異種金属と接する面は、
　　　  ウレタン樹脂系又は、エポキシ系塗料等の絶縁塗料（７μ以上）で防蝕処理を行う。

※  ３．外部に面する扉で庇のない場合は、上枠に水切り（ 1.5mmステンレス SUS304）を取り付ける。

※  ４．外部に面する扉は、原則としてステンレス丁番吊りとする。

※  １．表面仕上げは、建具表に特記がなければ、合成樹脂調合ペイント塗装とする。

※  ２．外部に面する扉は原則として外開きとし、四方枠廻りにネオプレンスポンジゴム入りとし、
　　　  ゴムタッチ部分は、 1.5mmステンレス SUS304を折り曲げ取付けとする。

※  ５．機械室などの通常遮音を必要とする室の防音戸は、扉厚４５ mm・内部グラスウール充填、
　　　  四方枠にネオプレンスポンジゴム取付、扉エッジ部分に 1.5mmSUS304を折り曲げ取付の事。
　　　  金物：グレモン錠三点締り（遮音値 30デシベル以上）

・共通事項

・鋼製建具

※  ６．防火戸において電気配線、配管、煙感知器などは電気工事とし、電気用の建具切込みの
　　　  自動閉鎖装置、リミットスイッチ等の取付けは建築工事とする。

※  １．ステンレス鋼材は一般部分は、 SUS304とし、塩害等の影響受ける場合は、 SUS316を使用する。

※  ２．表面仕上げは、特記なき限り、ヘアライン仕上げとする。

※  ３．曲げ加工は、特記なき限り、角出し曲げとする。…１６．５．５

※  １．表面仕上げは特記なき限り、合成樹脂調合ペイント塗装とする。

※  ２．操作方法は特記なき限り、個別操作方式とする。

※  ３．特記なき限り、施錠付とする。

※  ５．幅８ｍ以上の外部シャッターには、耐風補強装置（はずれ止め）をつけること。

※  ４．押しボタンケース、ハンドルケースの高さは特記なき限り、
　　　  床上  1,200mmとし材質は、ステンレスＨＬ仕上とする。

・シャッター

・共通事項

・共通事項

・ステンレス
    製建具

・ガラスとガラス…シリコン系

・ガラスと金属建具  …ポリサルファイド系

・ブチルテープ

・無酢酸シリコン

※エポキシ樹脂塗料

※  １．不定形シーリング材の種類は、下記を原則とする。

※  ４．網入りガラスの小口錆止め処理…共仕１６．９．４（ a）（ 3）

※  ２．網入り、線入り、複層ガラスを装着する建具の下端硝子溝には、
　　　  径 6.0mm以上の水抜き孔を２ヶ所以上設けること。…共仕１６．９．３（ b）

※  ５．開口部の安全設計指針…建設省通達（昭和 61年住指発第 116号）
　　　  上記の適用対象とする建築物の用途は、安全な硝子の選定を行う。
　　　  特記無き限り、原則として条件が、割れても安全な硝子を選定する。

※３．  硝子の切断、小口の処理…共仕１６．９．４（ a）（ 1,2）
　　　  板硝子の切断は、形状及び寸法を正確に行い、原則として切断は、クリアカットとする。
　　　  切断面に欠け、つの等不良部分のある場合は、 #１２０以上のサンダー掛けにより修正する事。
　　　  硝子端部が枠にのみ込まない部分は、小口加工（こば磨き：ラウンドエッジ）とする。

・一般事項

・硝子工事

※  ６．電気用建具切込み、電動シャッターの駆動スイッチ、リミットスイッチ、制御盤、押しボタン
　　　  及びその配線は、建築工事とし、一次側配線、配管及び煙・熱感知器等は、電気工事とする。

１７章
カーテン
ウオール
  工事

・性能及び
   計算書

・工作図

・金属及びプレキャストコンクリートを主材とする外装カーテンウオール工事に適応する。

・製作に先立ち、工作図を作成して監督職員の承認を受ける。

・工作図の作成に先立ち、特記により指定された各種性能の計算書、
  又は、性能を証明する資料を監督職員に提出し承諾を受ける。

※  共仕１７．１．１～１７．３．９

※  ２５．地下二重壁部分には下記の点検口を設置のこと。
　（５００角：スチール SOP塗…配置間隔＠ 6,000mm程度）

引戸錠（・シリンダー本締錠   ・鎌錠）・戸当りゴム

「付属金物一式」に含むもの

「付属金物一式」に含むもの

「付属金物一式」に含むもの（施錠は非常開装置付）

「付属金物一式」に含むもの（鎌錠は誤動作防止ボルト付）

※  １．耐風圧性（・Ａ種： S-4 200㎏／㎡   ※Ｂ種： S-5 240㎏／㎡   ・Ｃ種： S-6 280㎏／㎡）

検 図年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名 製 図

※　表面仕上は、建具表を参照

スチール建具

シャッター

自動扉

スライディングドア

・ＹＫＫ  ＡＰ

・東洋シャッター

木製建具 ・松下電工

設 計 者 　 玉 井  正 博



・ 印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

・ 印と※印のついた場合は、共に適用する。

特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

項目は番号に   印のついたものを適用する。

特記仕様書（４）

・一般事項

・一般事項

※  ４．施工個所、下地、塗装の種類の詳細は、仕上表による。

※  ５．メーカー・製品名（※ JIS規格品   ・ JIS規格品外）

※  ７．鉄面の素地ごしらえ（・Ａ種   ・Ｂ種   ※Ｃ種）

※  ６．木部の素地ごしらえ（・Ａ種   ※Ｂ種）

※  ８．亜鉛メッキ面の素地ごしらえ（・Ａ種   ※Ｂ種   ・Ｃ種）

※  ９．モルタル、プラスター面の素地ごしらえ（・Ａ種   ※Ｂ種）

※  １０．コンクリート、ＡＬＣ面の素地ごしらえ（・Ａ種   ※Ｂ種）

※  １１．コンクリート、押出しセメント板面の素地ごしらえ（・Ａ種   ※Ｂ種）

※  １３．鉄面錆止め塗料（※屋外：Ａ種   ※屋内：Ｂ種）…１回目塗料：１種、２回目塗料：２種

※  ３．ここには現場塗装工事のみを記載し、焼付け塗装、粉体塗装などについては個別に記載する。

※  ２．各塗装別、色別に塗装見本板（ 100× 250程度）を作成し監督職員の承諾を受ける。
（塗装下地は、その実物に塗装した見本を作成する）…しなベニヤ、スチール… etc…）

※  １４．亜鉛メッキ面錆止め塗料（・鉛酸： JIS K5629）…鋼製建具：２回塗、その他：１回塗

・塗料記号
    種別

※  １．主要な材料は必要に応じて見本を監督職員に提出して承諾を受ける。

※  ２．設計図により、不燃・準不燃・難燃などの指定がある場合は、規格証付きのものとする。

・ビニール
床シート張り

材料 形状・種類 工法厚さ

※ 2.5mm

・ 2.0mm

メーカー・製品名

長尺シート
JIS A5705

ビニール床シート ※熱溶接工法

・突付け工法

※  接着剤： JIS A5536（・エポキシ樹脂系   ※共仕表１８．２．１）

材料 形状・種類 工法厚さ メーカー・製品名

※  接着剤： JIS A5536（・エポキシ樹脂系   ※共仕表１８．２．１）

・ビニール
床タイル張り

※突付け工法

・ 3.0mm

※ 2.0mm
ビニル床タイル
JIS A5705

ビニール床タイル

・ビニール
    巾木

※  １．材種（※軟質   ・硬質）   厚さ（※ 2.0mm  ・       ）

※  ２．高さ（・６０   ※７５   ・１００）

張り方材料 備考種別 厚さ

※ 12.5mm

・ 9.5mm

・下張り

・石膏ボード
その他ボード

※  １２．石膏ボード板面の素地ごしらえ（※Ａ種   ・Ｂ種）…クロスの場合は、Ｂ種

・合成樹脂
   塗り床

※  １．材種（・弾性ウレタン塗   ・エポキシ樹脂塗）

・目透し工法

・継目処理工法

※突付け工法

※ 12.5mm

・ 9.5mm

※継目処理工法

・突付け工法

・目透し工法
・ペンキ下地

・クロス下地

・目透し工法

・継目処理工法

※突付け工法
・下張り※ 12.5mm

・ 9.5mm

※継目処理工法

・突付け工法

・目透し工法
・ペンキ下地

・クロス下地・上張り

・直張り

※ 12.5mm

・ 9.5mm

※ 9.5mm

※ 9.5mm
木目模様
（裏桟付）

トラバーチン
    模様

※目透し工法

※突付け工法

・直張り

・直張り

※ 6.0mm

・ 8.0mm

・ 12.0mm

・突付け工法

・継目処理工法

※目透し工法

・下張り

・上張り

・直張り

・下張り

・上張り

・直張り

※突付け工法

※ 19.0mm

・ 12.0mm

・ 15.0mm
※上張り

・直張り

※突付け工法

材種 樹種 厚さ 工法・合板張り

普通合板

普通合板
生地のまま、透明塗料の場合

※ラワン

※しな

不透明塗料の場合

※ 5.5  ・ 9.0  ・ 12.0

・ 4.0  ※ 6.0  ・ 9.0

※  特記無き限り、押入及び物入は、しな合板張りとする。

※（・織じゅうたん   ・タフテッドカーペット   ・ニードルパンチカーペット   ・タイルカーペット）

※  消防法に定める防炎性能を有するものとし、認定表示のあるもの。

・カーペット
     敷き

※  メーカー：商品名（・上代￥：      ）

・壁紙張り ※  JIS A6921…防火性能の級別（・１級   ※２級   ・３級   ・４級   ・５級）

※  素地ごしらえ：モルタル、プラスター（・Ａ種   ※Ｂ種）

※  素地ごしらえ：石膏ボード面（・Ａ種   ※Ｂ種）

・フローリング
      張り

・  単層フローリング（・フローリングボード   ・フローリングブロック   ・モザイクパーケット）

※  樹種（・ひのき   ・さくら   ※なら   ・まつ）

※  根太間隔（※３００程度）…（・下張り有   ※下張り無）

※  複合フローリング   ※釘止工法（・Ａ種   ・Ｂ種   ※Ｃ種）  

・接着工法（※エポキシ樹脂系２液形  600g／㎡）  （・複合フローリング   ・単層フローリング）  

・断熱・防露

・硬質ウレタンフォーム： JIS A9514…※保温板１種２号（・２０ mm  ・２５ mm  ・３０ mm）

・ポリスチレンフォーム： JIS A9511…※保温板Ｂ類２種（・２５ mm  ・３０ mm  ・５０ mm）

・グラスウール保温板… JIS A9504：密度 32㎏／㎡（・２５ mm  ※５０ mm）

・現場発砲…吹付け砲硬質ウレタンフォーム… JIS A9526（・１０ mm  ※１５ mm  ・２０ mm）

・特殊内装材

・天井

・壁面

・壁面

・天井

・天井

・天井

・天井

・天井

※天井

・壁面

・壁面

・上張り

・直張り

・石膏ボード

・化粧石膏
   ボード

・石綿ケイ酸
カルシウム板

・木毛
セメント板

・岩綿吸音板
・フラット

※立体模様

・断熱木毛

・難燃木毛

・設備の機械基礎は本工事（・コンクリート製基礎   ・その他）

（・キュービクル架台   ・受水槽架台   ・高架水槽架台）

（・エレベータ   ・エスカレーター   ・ダムウェーター）

（・機械駐車場架台   ・機械目隠架台   ・耐火金庫架台）

ＳＯＰ

ＦＥ

ＥＰ１

ＥＰ２

ＶＥ

ＣＥ

ＡＥ

ＣＬ

ＬＥ

ＣＰ

ＯＳ

ＯＳＷ

ＡＢＥ

ＭＢＥ

ＵＣ

ＵＥ

ＦＵＥ

ＳＯＰ

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

（※つや有  ・半つや有  ・つや消）

アクリル樹脂焼付

メラミン樹脂焼付

合成樹脂調合ペイント…屋内は１種（・Ａ種  ※Ｂ種）

合成樹脂調合ペイント…屋外は２種（・Ａ種  ※Ｂ種）

クリヤラッカー（・Ａ種  ※Ｂ種）

フタル酸樹脂エナメル(中油性)（・Ａ種  ※Ｂ種）

塩化ビニル樹脂エナメル（・Ａ種  ※Ｂ種）

アクリル樹脂エナメル（・Ａ種  ※Ｂ種）

（・つや有  ・半つや有  ※つや消）

（・つや有  ※半つや有  ・つや消）

（常温乾燥形）フッソ樹脂エナメル（共仕17.10.1）

合成樹脂エマルション（アクリル系）（・Ａ種  ※Ｂ種）

合成樹脂エマルション（酢ビ系）（・Ａ種  ※Ｂ種）

（２液形）ポリウレタン樹脂エナメル（共仕17.9.1）

オイルステイン（２回塗）

ポリウレタン樹脂クリヤ（・Ａ種  ※Ｂ種）

ラッカーエナメル（・Ａ種  ※Ｂ種）

塩化ゴム塗料(耐塩水)（３回塗）

カシュー樹脂エナメル（３回塗）

オイルステインワックス（２回塗）

ＭＡＲ （※つや有  ・半つや有  ・つや消）マスチック塗材：ローラー工法（共仕17.17.1）

（・Ａ種  ・Ｂ種  ・Ｃ種） 凸面処理（・行う  ・無）

※不燃第1003号
12.5石膏ボード

※準不燃第2015号
9.5石膏ボード

・不燃第1004号
9.5不燃ジプトーン

・準不燃第2016号
9.5化粧石膏ボード

※不燃第1021号

※不燃第1061号

※準不燃材
JIS A5404

・Ａ種   ※Ｂ種

ノンホルムアルデヒド

・Ａ種   ※Ｂ種

ノンホルムアルデヒド

検 図年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名 製 図

・直張り

（壁の補強材）
金物取付下地

・収納ボード

Ａ－04

１８章
塗装工事

※  １．（共仕１８．１．１～１８．１８．２）

（※鉛丹： JIS K5622  ・亜酸化鉛： JIS K5623  ・塩基性クロム酸鉛： JIS K5624  
  ・シアナミド鉛： JIS K5625  ※Ｂ種一般用： JIS K5621）

１９章
内装工事

※  ２．工法（・共仕１９．４．１～４による）

※  小ねじ、釘等は、特記無き限り、ステンレス製とする。
  張り付けは、共仕表１９．７．３の（・Ａ種   ※Ｂ種）

※  工法（※共仕表１９．３．２）…下敷き材（・無   ・ 8.0mmフェルト）

・造作家具

・ユニット
  シャワー

・誘導床材

・天井見切縁

・天井点検口

※  メーカー：商品名（：程度）

・階段滑止 ※  材種（・ステンレス製   ※アルミ製   ・真鍮製）  幅（※３５ mm程度）

※  メーカー：商品名（アトラス：ＮＡＲ程度）

・  磁器質タイル製（幅※６０ mm）

・床目地棒 ※  ステンレス製（※  FB-6.0× 12.0）

・フリー
 アクセス
  フロア

※  寸法は図示

・トイレ
  ブース

※  寸法は図示

※  メーカー：商品名（：程度）

・ブラインド

※  スラット形状（※横形   ・縦形）（※Ｃ型   ・Ｓ型）幅（※２５   ・その他）

・カーテン

・黒板及び
  ホワイト
  ボード

※  ひだ（・ 2.5倍   ※ 2.0倍   ・ 1.5倍）メーカー：商品名（：程度）

・鏡貼

・表示

※  寸法は図示（・黒板： JIS S6045  ・ホワイトボード： JIS S6052）

・コーナー
  ビード

・間知石及び
コンクリート
間知ブロック
    積み

※  詳細寸法は図示

※  メーカー：商品名（タチカワ、トーソー：程度）

・煙突
  ライニング

※  詳細寸法は図示

・プレキャスト
  コンクリート

※  詳細寸法は図示

・流し台等

・ユニット
  バス

・敷地境界
    石標

※  詳細寸法は図示

※  詳細寸法は図示

※  詳細寸法は図示

※  （視覚障害者用誘導ブロック  ※厚さ２５ mm  ※磁器質製   ・レジンコンクリート製）

※  カーテンレール（※ステンレス製   ・アルミニウム製   ・鋼製）… 1.0m当り 8個のランナー

※  材種（※アルミニウム製   ・その他）開閉方式（※ギヤー式   ・コード式）

※  材質（※アルミニウム製：押出し形材）（※４５０角   ・６００角）

・フェンス

・物干金物

・避難ハッチ

・トップライト

※  メーカー：商品名（ＴＯＴＯ：程度）

※  メーカー：商品名（松本機工：ユレーヌ USD-R程度）… SUS304製（型式番号：は第６３－２号）

※  （※ステンレス製   ・アルミニウム合金製　※塩ビ製　・亜鉛鉄板製）
　  （床から天井まで取付…取付足 @300程度）

※  共仕２０ .１．１～２０．５．２

※  詳細は、外構図による。

※  共仕２３．１．１～２３．４．７

※  詳細は、外構図による。・一般事項

・舗装

・路盤 ※  共仕表１９．３．１

※  共仕２２．１．１～２２．１１．１

※  詳細は、外構図による。

※  共仕２１．１．１～２１．３．３

※  共仕２０．２．９   厚さ（※ 5.0mm  ・ 6.0mm  ・ 8.0mm）

※  共仕２０．２．１０…（・室名札（面付形＊ヶ所）   ・ピクトグラフ   ・誘導標識   ・案内板）

※  共仕２０．２．１１…

※  共仕２０．３．１～２０．３．４…（※スランプ 8cm  ※鉄筋のかぶり 30mm以上）

※  共仕２０．４．１～２０．４．４

※  共仕２０．５．１～２０．５．２…（・Ａ種   ※Ｂ種）

２３章
植栽工事

・一般事項

２２章
舗装工事

２１章
排水工事

・一般事項

２０章
ユニット
その他の
工事  

・畳敷き ※  種別（・Ａ種   ※Ｂ種   ・Ｃ種   ・Ｄ種   ・スタイロ畳）

※  防虫処理（※防虫紙   ・薬剤処理）    ※  畳へり（※無地：高級品   ・柄へり）

※  メーカー：（仕上表参照）

※  メーカー：商品名（外部仕上表参照）

・郵便受 ※  メーカー：商品名（外部仕上表参照）

※  メーカー：商品名（外部仕上表参照）

※  （・アスファルト舗装   ・コンクリート舗装   ・御影石貼舗装）

※  メーカー：ＩＮＡＸ（寸法は仕上表・平面詳細参照）

※  材質（※塩ビ製   ※木製　・アルミニウム製   ・ステンレス製）

※  合計 8ヶ所、取付位置は現場指示

※  形式（・ネットフェンス（※  アルミ製　・菱形金網   ・溶接金網）・格子フェンス）   

※  メーカー：松下電工、商品名：システムキッチン（仕上表参照）

※  松下電工、商品名：システム家具（仕上表参照）

※  メーカー：フクビ

※  メーカー：商品名（建具表参照）

設 計 者 　 玉 井  正 博



10.6 3 10.6 3

150. 52 150. 52

263. 59 263. 59

263. 59 263. 59

58.9 9

84.0 4

107. 15 107. 15

145. 81 145. 81

49.1 4 52.7 1

214. 45 (1F…145.81m 2=96.6 7m2+49 .14m2)

2

外構工事

屋根工事

建物概要

道路 前面道路

計画道路

幅員

接道長さ

工事概要 主要用途

工事種別

コード番号 （区分

大規模の修繕　・　大規模の模様替

付属建物

工期予定

建築物の数 棟

坪

％

％

％

％

許容

許容

建築概要 階数

最高の軒高

最高の高さ

建築物の高さ

地階の深さ

居室の床高

基準(G.L)

構造種別

基礎・杭

階

階

階

階

駐車対象面積 駐車台数

合計

合計申請部分 申請以外の部分

合計申請以外の部分申請部分

容積対象面積

台 容積率許容

建物概要

階別面積

特記事項

敷地面積

建築面積

延べ面積

建ペイ率

容積率

外部金物

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

地下0階

Ｂ１

Ｆ１

Ｆ２

mm

mm

m2

m2 m2

m2

m2

m2

mm

mm

mm

mm

mm

mm

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2

m2 m2

m2

m2

m2

m2

m2

mm

※

建物概要:外部仕上表

1

北側　500 0東側　645 0

門扉

断熱仕様

保護材料

仕上材料

防水仕様

下地仕様

種別形状

敷地造成

防水仕様：10年保証

断熱材 40mm（押出発泡硬質ポチスチレンフォーム：RBボード）

溶接金網:φ6×100×100

防水仕様：防水保証10年間

塀・柵

なし

新築

なし

150

60+1 0＝70

地上2階

9.57 7

9.57 7

10.6 50

1400

Ｐ１

80m m防水ｺﾝｸﾘ ｰﾄ　20m m伸縮目地≦@30 00

1階配置図の敷地高低差参照

緩和→9.5 77（昇降機塔→建築面積/8以下）

立上部は防水層の保護材：25mmコーナークッション（入隅面取70mm）

255. 18

角地適用

設計ＧＬは前面道路の路面の中心高さ

鉄筋コンクリート造

直接基礎

造園・植栽

(ID電気錠付門扉)

石庭

郵便受

勾配屋根部…塗膜防水（パラテックス C-3）

外部仕上表

屋上緑化：本工事、その他は別途工事

備考

埋め戻し盛土：Ａ種山砂の類

玉砂利敷込工事

玉砂利敷込（白御影石程度）

特記無き限り、80mm程度（現場指示）

スラブ：コンクリート金鏝押え(水勾配) スラブ：コンクリート金鏝押え(水勾配)

防水端末・備考

北側玄関、BM6型：親子開タイプ
XDQ G0612A 1（1400×1400）黒色

東側勝手口、BM6型：片開タイプ 
XDQ G0612A 1（ 700×1400）黒色

柵部：アルミフェンスBF6型（H=1000. W=197 0）黒色

柵腰部：プレックスストーン2(白ミカゲ) 
3段積=450mm（H=140. W=497. D=160）

宅配ポスト：CTN101 1SK
(カメラ付ドアホン子機)390×450×79 0
コンクリート躯体納まり（1F平面詳細参照）

軒先・ケラバ部の防水端末 SUS 304曲げ物 Ｌ－100×40×2.0

物干金物
(2F  バルコニー)

壁付スライド型：SK-500 SLPN- SC×1セット

1/5

Ａ－05

2006/7～2006/12

敷地集水桝・蓋 集水桝：建築工事
360×360 H =450（プレキャスト）
グレーチング蓋（420×42 0×31）

埋設排水管

120×120×60 0：コンクリート境界ブロック
(捨コン60mm、砕石100mm)

地先境界ブロック

埋設排水管：VP管φ150

タラップ

樋

飾桝

ルーフドレイン

自然換気孔

（軒樋）

角型換気パイプ VE塗（KS-50*10 0）1スパン：1ヶ所

φ100  ルーフドレイン打込型（KRLA-2 S）

φ100  ルーフドレイン打込型（KXG）

竪樋 φ100 VP管 VE塗（受金物 SUS30 4 TS-2）

竪樋 φ100  VP管 VE塗（受金物 SUS3 04 TS- 2）

勾配屋根部は、アルミ製ガラリ（水返し板付）

タラップ：φ22×400×200 ＠35 0 SUS 304

勾配屋根部の軒樋：ステンレス製

定礎板 30m m 450×450御影石（本磨き）バルチックブラウン

伸縮目地

防水目地

(屋上)

(外壁)

伸縮目地 (外壁)

20m m伸縮目地≦@30 00、立上部25mmコーナークッション

ポリサルファイド系（PS-2）（防水保証3年間）

ポリサルファイド系（PS-2）（防水保証3年間）

外部仕上

外壁

柱・梁型

巾木

特記無き限り、：増打=20mm→外壁部・柱型・梁型

外部梁型の凸部分天端→塗膜防水（パラテックス A-1）、防水モルタル塗（目地切 @900）下地の上に上記仕上

バルコニー 床・立上部分：塗膜防水（パラテックス A-1）、防水モルタル塗（目地切 @90 0）

ルーフ
バルコニー

外壁部：45二丁掛タイル

外壁部：45二丁掛タイル

防水仕様：シート防水

60m m防水コンクリート下地

ポーチ

軒裏

駐車場

アプローチ

床：100×200タイル貼、天井：6mm石綿珪酸カルシウム板　目透し貼 VE塗

勝手口 床：土間コンコンクリート金鏝押え

床段差部：磁器質ノンスリップタイル貼

自然石敷設のまわり：玉砂利敷込（白御影石程度）

庇 コンクリート金鏝押え(水勾配)、塗膜防水（パラテックス C- 3）

自然石敷設：東洋工業…自然石ユニストーン 舗石（300×600/縁石200×600）

外壁部：45二丁掛タイル

外壁部：コンクリート打放・撥水性塗装仕上

一部、ケイカル板(t6)目透し貼 VE塗

室内仕上表による

外壁部：45二丁掛タイル

駐車場部：コンクリート化粧打放透湿・撥水性塗装仕上

防水端末 アルミアングル押え→ゴムアス系シーリング(二重打)

陸屋根部…アスファルト断熱防水

手摺内壁：コンクリート打放・撥水性塗装仕上

　　　　（一部）コンクリート打放し・撥水性塗装仕上

設 計 者 　 玉 井  正 博



サッシ部：内障子

サッシ部：内障子

床柱、床框、落し掛け、長押（別紙参照）
畳敷き
12mm合板捨貼+段差調整材

畳敷き
12mm合板捨貼+段差調整材

壁 (柱･梁形) 備考天井下地天井床 （腰）巾木 Ｈ階

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

ＳＯＰ

アクリル樹脂エナメル

ラッカーエナメル

オイルステイン

ＡＥ

ＣＬ

ＬＥ

ＣＰ

ＯＳ

ＯＳＷ オイルステインワックス

ＪＰ工法

ＭＥ工法

カシュー樹脂エナメル

ＥＰ１ 合成樹脂エマルションペイント

合成樹脂エマルションペイントＥＰ２

（アクリル系）

（酢ビ系）

塩化ビニル樹脂エナメル

ＦＥ

ＣＥ 塩化ゴム塗料(耐塩水)合成樹脂調合ペイント(長油性)

フタル酸樹脂エナメル(中油性)

塗装凡例

ＡＢＥ

ＭＢＥ

アクリル樹脂焼付

メラミン樹脂焼付

ＵＣ

ＵＥ

フッソ樹脂エナメルＦＵＥ

ポリウレタン樹脂エナメル

継目処理工法

目透シ工法

Ｃ

ＲＣ

コンクリート

鉄筋コンクリート

ＦＲＰ 繊維補強プラスチック

ＵＦ ユニットフロア

ＣＢ コンクリートブロック

Ｍ

ＢＭ

モルタル

ＡＬＣ 軽量気泡コンクリート

ＬＧＳ 軽量鉄骨

Ｗ

Ｓ

ＡＬ

ＳＵＳ

木

スチール

アルミ

ステンレス

ＰＢ プラスターボード

ＴＢ テラゾーブロック

ＰＶＣ 硬質塩化ビニル

ＷＢ

ＷＦ

ラワン合板

木床組

石綿セメント板

エフジーボードＨ

ＡＫＢ

ＡＢ

ＦＧ

石綿ケイ酸カルシウム板

材料凡例

クリアラッカー ポリウレタン樹脂クリア

準不燃

不燃

準不燃不燃第1004号：NM-8613

不燃第1027号：NM-8519

準不燃第2027号：QM-9828

準不燃第2016号：QM-9824

不燃第1023号：NM-8601

不燃第1061号：NM-8578

不燃第11122号：NM-8424

不燃第11441号：NM-8460

不燃第1021号：NM-8599

不燃第1001号：NM-8576

不燃第1002号：NM-8577

基材同等第0001号：NM-8585 塗料塗装/不燃材

防火１級無機質クロス

防火２級ビニルクロス

防火１級紙クロス

壁装材料第0005号：NM-9888

壁装材料第0001号：QM-9210

壁装材料第0003号：QM-9393

9.5　プラスターボード

9.5　化粧プラスターボード

6.0 エフジーボードＨ

6.0 ニューアスラックス200

10.0　吹付石綿

石綿スレート類

石綿ケイ酸カルシウム板

岩綿吸音板

浅野セラミックＥ-ＦＡ

12.5　プラスターボード

9.5　不燃ジプトーン

認定防火材料リスト

室名

1 玄関

1

1

1

1

1

1

1

1

※

特記事項

湯沸室

便所

階段

ＥＶホール・裏玄関

勝手口

防水モルタル

防水モルタル下地

防水モルタル下地

ミニキッチン：松下電工（キッチンユニットMKV）

広縁

畳寄：杉柾

畳寄：杉柾

廻り縁

廻り縁：杉柾

廻り縁：杉柾

廻り縁：杉柾

押入

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

中段、枕棚

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様

12. 5化粧PB貼（収納ボード） 12. 5化粧PB貼（収納ボード）

室内仕上表1

防露壁仕様・12.5PB下地

1 浴室
ユニットバス…1116
INA X：BLH- 1116BW E+04. W1

1 雑巾摺 廻り縁：木製

1.2.R

260 0

270 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

フロアタイル貼
サンゲツ　IS-227

ストーンタイル貼
サンゲツ　IS-264

RC下地

1
コンクリート直押え
（目地切仕上）

フクビ
150

和室8帖2

60

60

60

60

60

60

60

60

和室8帖1

12. 5PB下地

防露壁仕様（外壁面全てに適用）
15.0 現場発砲硬質ウレタンフォーム(ｴｱﾛﾝR)
外壁部分・柱型・梁型・スラブ下+300mmまで
12.5 PB貼下地（GL工法）

ＬＧＳは、65形とし50㎜グラスウール充填(32K品)の事。
PB貼のジョイント部分は、テーパーエッジを使用の事。
JP工法：継目処理工法は、ドライウォール工法とする。
塗装下地処理:ジョイントセメントを全面に塗布とする。
全面塗布下地：メイクフォー（関西パテ化学工業）程度

巾木：杉柾

ユニットバス…1116
INA X：
窓付：

玄関ホール

室内仕上表１
Ａ－06

フローリング貼

フローリング貼

フローリング貼

フローリング貼

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

杉柾：目透し貼

杉柾：目透し貼

杉柾：目透し貼

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

駐車場
コンクリート打放し
撥水性塗装

コンクリート打放し
撥水性塗装

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ケイカル板(t6)目透し貼 VE塗

ガラスフイルム：サンゲツ SG- 6594 P .287

システム階段
システム階段：松下電工（Livi Eﾀｲﾌﾟ ﾅﾁｭﾗﾙ ﾊﾞｰﾁ）【提案No.WNC B8M】

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

下足箱：松下電工（玄関収納ｺﾝﾎﾟ ﾘｱ／Liv iEﾀｲﾌ ﾟ ﾅﾁｭﾗ ﾙﾊﾞｰﾁ）【提案No.W NCB8M】

巾木･廻縁･窓枠：松下電工（ﾎｰﾑﾗｲﾝ L iviEｼ ﾘｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊ ﾞｰﾁ）【提案No.WNCB 8M】

　　　　　　　　　　　　2F洗面･ﾄｲﾚのみﾎｰﾑﾗｲﾝ L iviEｼ ﾘｰｽﾞ ｸ ﾞﾚｲﾝﾎ ﾜｲﾄとする

建築物のシックハウス対策：建築基準法 第二十八条の二…居室内における化学物質の発散に対する衛生上の措置（別紙参照：確認申請書）

特記無き限り、内部仕上材は、対応規格…Ｆ☆☆☆☆とする、下地材は、対応規格…Ｆ☆☆☆☆若しくはＦ☆☆☆とする（証明書の提出）

壁下地は、特記無き限り、LGS6 5形・PB12 .5×2両面貼下地、但し和室廻りは、木下地とする

天井下地は、特記無き限り、LGS2 5形・12. 5PB下地とする、但し和室廻りは、木下地とする

和室回りの造作材…特記無き限り、杉柾練付集成材とする（集成材1等）

（柱、鴨居、長押、廻り縁、落し掛け、額縁等、但し、敷居は桧練付）

上り框：松下電工（LiviE ｼﾘｰｽﾞ ﾅﾁｭﾗﾙ ﾊﾞｰﾁ／ﾘﾋﾞｴﾀｲﾌ ﾟ）【提案No. WNCB8 M】

上り框：松下電工（LiviE ｼﾘｰｽﾞ ﾅﾁｭﾗﾙ ﾊﾞｰﾁ／ﾘﾋﾞｴﾀｲﾌ ﾟ）【提案No. WNCB8 M】

杉柾天井：松下電工（新撰数奇屋杉　中小板目赤味）【提案No.W NCB8M】

設 計 者 　 玉 井  正 博



サッシ部：内障子

サッシ部：内障子

床柱、床框、落し掛け、長押（別紙参照）

書院、床脇（別紙参照）

フローリング貼

フローリング貼

壁 (柱･梁形) 備考天井下地天井床 （腰）巾木 Ｈ階

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

LGS下地

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

Ｓ

Ｃ

Ｗ

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

CH= 特記事項

ＳＯＰ

アクリル樹脂エナメル

ラッカーエナメル

オイルステイン

ＡＥ

ＣＬ

ＬＥ

ＣＰ

ＯＳ

ＯＳＷ オイルステインワックス

ＪＰ工法

ＭＥ工法

カシュー樹脂エナメル

ＥＰ１ 合成樹脂エマルションペイント

合成樹脂エマルションペイントＥＰ２

（アクリル系）

（酢ビ系）

塩化ビニル樹脂エナメル

ＦＥ

ＣＥ 塩化ゴム塗料(耐塩水)合成樹脂調合ペイント(長油性)

フタル酸樹脂エナメル(中油性)

塗装凡例

ＡＢＥ

ＭＢＥ

アクリル樹脂焼付

メラミン樹脂焼付

ＵＣ

ＵＥ

フッソ樹脂エナメルＦＵＥ

ポリウレタン樹脂エナメル

継目処理工法

目透シ工法

Ｃ

ＲＣ

コンクリート

鉄筋コンクリート

ＦＲＰ 繊維補強プラスチック

ＵＦ ユニットフロア

ＣＢ コンクリートブロック

Ｍ

ＢＭ

モルタル

ＡＬＣ 軽量気泡コンクリート

ＬＧＳ 軽量鉄骨

Ｗ

Ｓ

ＡＬ

ＳＵＳ

木

スチール

アルミ

ステンレス

ＰＢ プラスターボード

ＴＢ テラゾーブロック

ＰＶＣ 硬質塩化ビニル

ＷＢ

ＷＦ

ラワン合板

木床組

石綿セメント板

エフジーボードＨ

ＡＫＢ

ＡＢ

ＦＧ

石綿ケイ酸カルシウム板

材料凡例

クリアラッカー ポリウレタン樹脂クリア

準不燃

不燃

準不燃不燃第1004号：NM-8613

不燃第1027号：NM-8519

準不燃第2027号：QM-9828

準不燃第2016号：QM-9824

不燃第1023号：NM-8601

不燃第1061号：NM-8578

不燃第11122号：NM-8424

不燃第11441号：NM-8460

不燃第1021号：NM-8599

不燃第1001号：NM-8576

不燃第1002号：NM-8577

基材同等第0001号：NM-8585 塗料塗装/不燃材

防火１級無機質クロス

防火２級ビニルクロス

防火１級紙クロス

壁装材料第0005号：NM-9888

壁装材料第0001号：QM-9210

壁装材料第0003号：QM-9393

9.5　プラスターボード

9.5　化粧プラスターボード

6.0 エフジーボードＨ

6.0 ニューアスラックス200

10.0　吹付石綿

石綿スレート類

石綿ケイ酸カルシウム板

岩綿吸音板

浅野セラミックＥ-ＦＡ

12.5　プラスターボード

9.5　不燃ジプトーン

認定防火材料リスト

室名

特記事項

防水モルタル

廻り縁

防露壁仕様・12.5PB下地

ＬＧＳは、65形とし50㎜グラスウール充填(32K品)の事。
PB貼のジョイント部分は、テーパーエッジを使用の事。
JP工法：継目処理工法は、ドライウォール工法とする。
塗装下地処理:ジョイントセメントを全面に塗布とする。
全面塗布下地：メイクフォー（関西パテ化学工業）程度

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

12. 5PB下地

室内仕上表2

2

2

階段

ＥＶホール

便所

脱衣・洗面

浴室

2

2

2

2

2

2

2

2

台所

寝室

防露壁仕様・12.5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地

廻り縁：杉柾

廻り縁：杉柾

畳敷き

2

R 階段

防露壁仕様・12.5PB下地 12. 5PB下地RC、モルタル下地

ガラスフイルム：サンゲツ SG- 6594 P .287

防露壁仕様・12.5PB下地 12. 5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地 12. 5PB下地

防露壁仕様・12.5PB下地 12. 5PB下地

2

収納 12. 5化粧PB貼（収納ボード） 12. 5化粧PB貼（収納ボード） 中段、枕棚2

ウォークイン
クローゼット 収納パーツ：松下電工（アイ・シェルフ：ノーブルホワイト）

防露壁仕様・12.5PB下地 12. 5PB下地

2

防露壁仕様・12.5PB下地

廻り縁：杉柾

和室一部板貼

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

250 0

縁側

RC下地

ユニットバス…1620
INA X：

防露壁仕様（外壁面全てに適用）
15.0 現場発砲硬質ウレタンフォーム(ｴｱﾛﾝR)
外壁部分・柱型・梁型・スラブ下+300mmまで
12.5 PB貼下地（GL工法） 室内仕上表２

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

和室6帖

居間

廊下・踏込

ユニットバス…1620
INA X：
窓付：

Ａ－07

フローリング貼

フローリング貼

フローリング貼

フローリング貼

フローリング貼

フローリング貼

フローリング貼

フローリング貼（縁甲板）

フローリング貼（縁甲板）

畳寄：杉柾

巾木：杉柾

巾木：杉柾

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

フリーフロア（LL-50　LH-55）

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

ビニールクロス貼
量産品　準不燃 F☆☆☆☆

杉柾：目透し貼

杉柾：目透し貼

杉柾：目透し貼

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品 既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

既製品

ガラスフイルム：サンゲツ SG- 6594 P .287

システム階段：松下電工（Livi Eﾀｲﾌﾟ ﾅﾁｭﾗﾙ ﾊﾞｰﾁ）【提案No.WNC B8M】

巾木･廻縁･窓枠：松下電工（ﾎｰﾑﾗｲﾝ L iviEｼ ﾘｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊ ﾞｰﾁ）【提案No.WNCB 8M】

　　　　　　　　　　　　2F洗面･ﾄｲﾚのみﾎｰﾑﾗｲﾝ L iviEｼ ﾘｰｽﾞ ｸ ﾞﾚｲﾝﾎ ﾜｲﾄとする

建築物のシックハウス対策：建築基準法 第二十八条の二…居室内における化学物質の発散に対する衛生上の措置（別紙参照：確認申請書）

特記無き限り、内部仕上材は、対応規格…Ｆ☆☆☆☆とする、下地材は、対応規格…Ｆ☆☆☆☆若しくはＦ☆☆☆とする（証明書の提出）

壁下地は、特記無き限り、LGS6 5形・PB12 .5×2両面貼下地、但し和室廻りは、木下地とする

天井下地は、特記無き限り、LGS2 5形・12. 5PB下地とする、但し和室廻りは、木下地とする

和室回りの造作材…特記無き限り、杉柾練付集成材とする（集成材1等）

（柱、鴨居、長押、廻り縁、落し掛け、額縁等、但し、敷居は桧練付）

ｼｽﾃ ﾑｷｯﾁﾝ：松下電工（ｵｰﾀﾞ ｰﾒｲﾄﾞ：XIMO/ｴ ｸｼﾓ）【提案No.WNC B8M】

杉柾天井：松下電工（新撰数奇屋杉　中小板目赤味）【提案No.W NCB8M】

既製品

設 計 者 　 玉 井  正 博



求積図

前面道路

道
路

境
界

線

道
路

境
界

線

道路境界線

道路境界線

前面道路

1
7
.
1
8
9

1
7
.
1
8
9

2 3.5 9 0

10
.0
1 8

1 6 .349

1
0
.
6
5
0

6.
37
2

1 1.580

4
.
5
3
4

3 .099

4
.
6
0
0

1.
22

7

7
.
2 7

9

2.393

2.366

隣地境界線

高　さ 倍面積（㎡）

2.3 66 40. 669174

10. 018 236 .32462 0

6.3 72 150 .31548 0

4.5 34 74. 126366

1.2 27 8.9 31333

510 .36697 3

255 .18348 7

255 .183

255.18m2

1/200R階求積図

1/2002階求積図

1/2001階求積図

符号 底　辺

(1) 17. 189

(2) 23. 590

(3) 23. 590

(4) 16. 349

(5) 7.2 79

計

１／２

地積

1/200敷地求積図

Ｎ

真北

1／200

敷地求積 　地番 224-37

市道
石丸675号線

市道
石丸679号線

建築面積求積図 ←建築面積に加算部分を示す

隣
地

境
界

線

( 3 )

(2)

(1)

(4) (5)

1階床面積求積

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 12. 235×5. 460 66. 803100

(2) 0.1 50×1.0 50 0.1 57500

(3)

(4)

計

建築面積求積

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 12. 235×5. 460 66. 803100

(2) 0.1 50×1.0 50 0.1 57500

(3)

(4)

(5) 4.3 70×0.5 00 2.1 85000

(6) 5.6 15×0.4 50 2.5 26750

計

建築面積に加算部分

2,000

3
,
8
6
0

2 , 000

3
,
8
6
0

(1)

(2)

1,820

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

1 2 ,235

5
,
4
6
0

1 2 ,235

5
,
4
6
0

(1)

4,550

8
,
8
6
8

4 , 550

8
,
8
6
8

(2)

高さ（令2条第6項ロ）
階数（令2条第8項）
建築面積÷8＝
150 .52m2÷8＝18.81 m2

R階床面積求積

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 2.0 00×3.8 60 7.7 20000

(2) 1.8 20×1.6 00 2.9 12000

計 10. 632

10.63m2

150.52m2÷8＝18.81m2

2階床面積求積

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 12. 235×5. 460 66. 803100

(2) 4.5 50×8.8 68 40. 349400

計 107 .153

107.15m2

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図
Ａ－09

12,235

5
,
4
6
0

1 2 ,235

5
,
4
6
0

(1)

150

(2)

5
0
0(5)

4,370

4
5
0

5 , 615

(6)

1
,
0
5
0

8
,
8
6
8

(3) (4)

8
,
8
6
8

車庫面積(4)
48. 77≦50m 2

125 .800

125.80m2

1.2 35×8.8 68

5.4 00×8.8 68

10. 951980

47. 887200

1階:住宅面積＝77.91m2
1階:車庫面積＝47.89m2

1.2 35×8.8 68

5.4 00×8.8 68

10. 951980

47. 887200

130 .512

130.51m2

（令2条第1項4号、3項）
延べ面積÷5＝48.72 m2
延べ面積－車庫面積＝
243 .58－47 .89＝195 .69m2
容積率の算出＝
195 .69÷25 5.18＝76 .69％

1,235 5,400

1,235 5,400

敷地面積：255.18m2
建築面積：130.51m2

R階床面積： 10.63m2
2階床面積：107.15m2
1階床面積：125.80m2
 延べ面積：243.58m2

許容建ペイ率…60％
↑…角地適用…70％
（法53条第3項2号）
建ペイ率…51.15％

許容容積率… 150％
（令2条第1項4号、3項）
容積率… 76.69％
延べ面積=195.69m2
車庫面積= 47.89m2

5
,
0
0
0

6,4 50

1
7
,
0
0
0

13,890

1,8 20

1
,
0
0
0

5
0
0

1
,
4
5
0

4
5
0

1
,
0
0
0

1 , 0 00

1
,
5
0
0

設 計 者 　 玉 井  正 博



1／10 0室別の面積

1/100１階求積図 1/100２階求積図

(1)

(2)

1,820

1
,
6
0
0

1
,
6
0
0

3
,
8
6
0

3
,
8
6
0

2 , 000

2,000

階段

EV

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 2.0 00×3.8 60 7.7 20000

(2) 1.8 20×1.6 00 2.9 12000

計 10. 632

階段

EV

1/100Ｒ階求積図

踏込

WC

EV

階段

広縁

押入

玄関

EV

和室8畳2

和室8畳1

R階求積図-室面積1階求積図-室面積

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 0.9 10×0.9 10 0.8 28100

(2) 0.9 10×2.7 30 2.4 84300

(3) 3.6 40×3.6 40 13. 249600

(4) 3.6 40×3.6 40 13. 249600

(5) 4.7 05×1.8 20 8.5 63100

(6) 0.9 10×1.8 20 1.6 56200

(7) 2.0 45×3.6 40 7.4 43800

(8) 2.0 00×3.6 40 7.2 80000

(9) 1.8 20×0.2 20 0.4 00400

(10 ) 0.1 50×1.0 50 0.1 57500

(11 ) 1.8 20×1.6 00 2.9 12000

(12 ) 2.3 25×1.8 20 4.2 31500

(13 ) 1.3 75×1.8 20 2.5 02500

(14 ) 1.1 00×1.8 20 2.0 02000

(15 )

(16 )

計

EV

湯沸室

浴室

WC

露地庭

駐車場

階段 7.8 3

押入

床の間

6,415

2
,
8
5
2

6 , 415

2
,
8
5
2

6 , 865

2
,
6
0
8

6 , 865

2
,
6
0
8

9
1
0

9
1
0

(3) 9
1
0

9
1
0

(4)

3,640

3
,
1
8
0

3 , 640

3
,
1
8
0

9 1 0

4
,
8
4
0

9 1 0

4
,
8
4
0

1 , 000

4
,
7
7
8

1 , 000

4
,
7
7
8

2 , 640

4
,
5
3
6

2 , 640

4
,
5
3
6

9 1 0

5
,
6
2
8

9 1 0

5
,
6
2
8

2 , 640

1
,
8
4
2

1
,
8
4
2

3 , 370

1
,
0
0
8

3 , 370

1
,
0
0
8

1 , 550

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0 2 , 270

1
,
0
0
0

2 , 270 1
,
0
0
0

1 , 600

1
,
8
5
2

1
,
8
5
2

2 , 220

1
,
8
5
2

2 , 220

1
,
8
5
2

2 , 000

3
,
8
6
0

2 , 000

3
,
8
6
0

1 , 820

1
,
6
0
0

1 , 820

1
,
6
0
0

(17 )

2階求積図-室面積

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 6.4 15×2.8 52 18. 295580

(2) 6.8 65×2.6 08 17. 903920

(3) 1.8 20×0.9 10 1.6 56200

(4) 1.8 20×0.9 10 1.6 56200

(5) 3.6 40×3.1 80 11. 575200

(6) 0.9 10×4.8 40 4.4 04400

(7) 1.0 00×4.7 78 4.7 78000

(8) 2.6 40×4.5 36 11. 975040

(9) 0.9 10×5.6 28 5.1 21480

(10 ) 2.6 40×1.8 42 4.8 62880

(11 ) 3.3 70×1.0 08 3.3 96960

(12 ) 1.5 50×1.0 00 1.5 50000

(13 ) 2.2 70×1.0 00 2.2 70000

(14 ) 1.6 00×1.8 52 2.9 63200

(15 ) 2.2 20×1.8 52 4.1 11440

(16 ) 2.0 00×3.8 60 7.7 20000

(17 ) 1.8 20×1.6 00 2.9 12000

計 107 .153

浴室

脱衣
洗面

居間・台所

(1)

(2)

床脇 床の間

1,820 1,820

(5)

和室6帖

(6)

縁側

(9)

廊下
(7) (8)

寝室

ウォークイン
クローゼット

廊下

居間・台所

床脇

床の間

縁側

寝室

5.2 3

(10 )
ウォークイン
クローゼット

(11 ) 踏込

(12 )
WC

(13 )

脱衣
洗面

(14 )
(15 )
浴室

(16 )

階段

36. 20

16. 75

和室6帖

2階-居間・台所+踏込+階段

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 6.4 15×2.8 52 18. 295580

(2) 6.8 65×2.6 08 17. 903920

(11 ) 3.3 70×1.0 08 3.3 96960

(16 ) 2.0 00×3.8 60 7.7 20000

計 47. 316

居間・台所

踏込

階段

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図
Ａ－10

押入

床の間

押入

9
1
0

9 1 0

2
,
7
3
0

9 1 0

3,640

3
,
6
4
0

3 , 640

3
,
6
4
0

3 , 640

3
,
6
4
0

3 , 640

3
,
6
4
0

4 , 705

1
,
8
2
0

4 , 705

1
,
8
2
0

9 1 0
1
,
8
2
0

9 1 0

2,045

3
,
6
4
0

2 , 045

3
,
6
4
0

(7)

2,000

3
,
6
4
0

3
,
6
4
0

(8)

1
,
6
0
0

1 , 820

1
,
6
0
0

2 , 325

1
,
8
2
0

2 , 325

1
,
8
2
0

1 , 375

1
,
8
2
0

1 , 375

1
,
8
2
0

1 , 100

1,100

8
,
8
6
8

(2)

(1)

(6)

和室8畳1

(3)

和室8畳2

(4)

玄関 階段

150

1
,
0
5
0

(10 )

2
2
0

(9)

1,820

EV

(11 )(12 )

湯沸室浴室

(13 )

WC

(14 )(5)

広縁

8
,
8
6
8

(15 )

露地庭

(16 )

駐車場

8
,
8
6
8

1 , 235 5,400

1,235 5,400

1.2 35×8.8 68

5.4 00×8.8 68

10. 951980

47. 887200

125 .800

設 計 者 　 玉 井  正 博



AW
2

AW
1

AW
3

AW
2

AW
3

工事名称

室名 床面積 Ａ/ 7 Ａ/ 20 Ａ/ 50

（階） Ａ（㎡） 建具符号 建具符号 建具符号

和室8帖 35.89 5.135.135.135.13 AW－1 1.791.791.791.79 AW－1 0.720.720.720.72 AW－1
和室6帖 3.6 2.31 8.316 1.8 2.31 4.158 1.8 0.53 0.954
広縁

（1階）

駐車場 78.85 AW-16 AW-16 1.581.581.581.58 AW-16
露地庭 5.1 1.65 8.415 2.55 1.65 4.208 2.55 0.75 1.913
（1階）

和室8帖 19.29 2.762.762.762.76 AW-3 0.960.960.960.96 AW-3 0.390.390.390.39 AW-3
広縁 3.4 2.31 7.854 1.7 2.31 3.927 1.7 0.53 0.901

（2階）

寝室 16.75 2.392.392.392.39 AW-13 0.840.840.840.84 AW-13 0.340.340.340.34 AW-13
（2階） 1.8 1.95 3.510 0.9 1.95 1.755 0.9 0.71 0.639

居間 29.82 4.264.264.264.26 AW－2 1.491.491.491.49 AW－2 0.600.600.600.60 AW－2
台所 3.6 2.34 8.424 1.8 2.34 4.212 1.8 0.49 0.882

（2階）

（採光面積・換気面積・排煙面積のチェック）

Ｗ×Ｈ＝開口面積 Ｗ×Ｈ＝開口面積 Ｗ×Ｈ＝開口面積

有効採光面積 有効換気面積 有効排煙面積

 　Ｍ－１邸　新築工事

AW
1

1／10 0法規チェック図

1/1002階求積図

1階-駐車場＋露地庭

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1)

(2)

計

1階-和室8帖×2＋広縁

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 0.9 10×0.9 10 0.8 28100

(2) 3.6 40×3.6 40 13. 249600

(3) 3.6 40×3.6 40 13. 249600

(4) 4.7 05×1.8 20 8.5 63100

計 35. 890

35.89m2

6,415

2
,
8
5
2

6 , 415

2
,
8
5
2

(1)

6,865

2
,
6
0
8

6 , 865

2
,
6
0
8

(2)

2階-居間+台所

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 6.4 15×2.8 52 18. 295580

(2) 6.8 65×2.6 08 17. 903920

計 36. 200

36.20m2

1,000

4
,
7
7
8

1 , 000

4
,
7
7
8

(1)

2,640

4
,
5
3
6

2 , 640

4
,
5
3
6

(2) 2階-寝室

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 1.0 00×4.7 78 4.7 78000

(2) 2.6 40×4.5 36 11. 975040

計 16. 753

16.75m2

台所部分の開口面積≧3m2

3,640

4
,
0
9
0

4
,
0
9
0

(1)

910

4
,
8
4
0

9 1 0

4
,
8
4
0

符号 計　算　式 面積（㎡）

(1) 3.6 40×4.0 90 14. 887600

(2) 0.9 10×4.8 40 4.4 04400

計

(2)

和室6帖

床の間
3,640

台所

居間

寝室

2階-和室6帖＋縁側

19. 292

19.29m2

引違い窓建具表 引違い窓引違い窓

縁側

FIX

引違い窓

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図
Ａ－11

1階求積図 1/100

(1)
3,640

3
,
6
4
0

3 , 640

3
,
6
4
0

(2)
3,640

3
,
6
4
0

3 , 640

3
,
6
4
0

(3)

4,705

1
,
8
2
0

4 , 705

1
,
8
2
0

(4)

9
1
0

9
1
0

9 1 0

910

(2)

床の間

和室8帖2和室8帖1

広縁

8
,
8
6
8

8
,
8
6
8

8
,
8
6
8

(1)

露地庭 駐車場

(2)

1,235

1,235

5,400

5,400

1.2 35×8.8 68

5.4 00×8.8 68

10. 951980

47. 887200

58. 839

58.84m2

3,6 00

1
0
0

1
,
7
8
5

2
,
4
1
5

5
3
0

8
5

1
0
0

1
,
8
5
0

3 , 6 00

2
,
4
4
5

4
9
5

5
5

C
H
=
2
,
5
0
08
0
0

3 , 4 00

1
0
0

1
,
7
8
5

2
,
4
1
5

5
3
0

8
5

C
H
=
2
,
5
0
08
0
0

1 , 8 00

3
6
0

6
0
0 1
0
02
,
0
5
5

1
,
3
5
5

8
5

7
1
5

8
5

5
5

8
5

A W
1 3

AW
13

AW
13

設 計 者 　 玉 井  正 博



±０

+75 0

±０

±０

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3

1／10 0配置図・１階平面図

押入

障子

広縁

アプローチ

＋200

隣地側塀

＋300

＋300

和室8畳1

EV

ホール

UP

手
摺

付

隣地側塀

ポーチ

玄関

収納

＋400

下
足

箱

勝手口

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

洗濯

湯沸室

和室8畳2

ふ
す

ま

＋700

＋730

＋20

スロープ
680/7 2 0 0≒1/1 0. 6

＋400

＋450

＋150

障子
押入

床

押入
隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

浴室

1116

WC

＋250

石庭

＋150

＋750

冷蔵 集水桝：建築工事
360×360 H =450（プレキャスト）
グレーチング蓋（420×42 0×31）

１階平面図 1/100

設計ＧＬは前面道路
の路面の中心高さ

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図
Ａ－12

Ｎ

真北

軽量鉄骨造 65形（和室以外）

木造間仕切（和室廻り）

24H機械換気設備（給気等別紙参照）

図面の凡例

鉄筋コンクリート造 壁厚150

フェンス H1450（CB積450＋柵100 0）

火気使用室なし
1階：湯沸→電気コンロ
2階：台所→電気コンロ

屋内階段
階段巾

踏  面

蹴  上 200

手摺付

800

230

＋50

地中埋設管
(VPφ150)

地中埋設管
(VPφ150)

地先境界ブロック…駐車場出入口
120×120×60 0：（プレキャスト）
(捨コン60mm、砕石100mm)

特記無き限り
φ100ルーフドレイン（打込型）
φ100フロアドレイン（打込型）
φ100縦樋 ：VP管 VP塗

埋設排水管：VP管φ150

CB1 20
2段積み

駐車場

電柱

450側溝

450側溝
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X1

Y1

Y2

Y3

X2 X3

1／10 0２階平面図

バルコニー

EV

収
納

屋外機

寝室

WC

浴室
UB

1620

庇

台所

開口面積
≧3m2

居間

洗面
脱衣

平
書

院

床の間

和室6帖

板貼

片引き窓+fix

床脇

庇ホール踏込

縁側

ウォークイン
クローゼット

廊下

２階平面図 1/100

収納

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図

ルーフ
バルコニー

Ａ－13

Ｎ

真北

道路境界線

隣
地

境
界

線

軽量鉄骨造 65形（和室以外）

木造間仕切（和室廻り）

24H機械換気設備（給気等別紙参照）

図面の凡例

鉄筋コンクリート造 壁厚150

フェンス H1450（CB積450＋柵100 0）

火気使用室なし
1階：湯沸→電気コンロ
2階：台所→電気コンロ

屋内階段
階段巾

踏  面

蹴  上 200

手摺付

800

230

特記無き限り
φ100ルーフドレイン（打込型）
φ100フロアドレイン（打込型）
φ100縦樋 ：VP管 VP塗

UP

手
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X1

Y1

Y2

Y3

X2 X3

1／10 0Ｒ階平面図

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図
Ａ－14

軽量鉄骨造 65形（和室以外）

木造間仕切（和室廻り）

24H機械換気設備（給気等別紙参照）

図面の凡例

鉄筋コンクリート造 壁厚150

特記無き限り
φ100ルーフドレイン（打込型）
φ100フロアドレイン（打込型）
φ100縦樋 ：VP管 VP塗

Ｎ

真北

屋内階段
階段巾

踏  面

蹴  上 200

800

230

EV

手
摺

付

D N

勾配
屋根

勾配
屋根

軒樋

ホール

1/100Ｒ階平面図

勾配屋根部
塗膜防水工事

パラテックス C-3

タラップ
φ22×400×200
＠350  SUS304

屋上

伸縮目地巾=20㎜ @300 0㎜以下
立上面より≒400㎜内外に設置

天窓

屋根

屋根平面図 1/100

90
°

8
,
8
6
8

6
0
0
.
4

5
,
8
1
0

3
5
0

1
,
4
5
0

7
,
2
6
0

6 5 5

3
,
8
6
0

1 2 , 235

6,3 70

4,5 50 1,8 20

1,8 20180

5,8 65 6,3 70

2,0 004,3 70

1
,
6
0
0

5
,
4
6
0

7 , 0 45

425

1,8 20

5
,
4
6
0

6
0
0

2
,
6
6
0

6
0
0

3
,
8
6
0

1
,
6
0
0

2 , 0 00

600 800 600

5
,
4
6
0

8
,
8
6
8

設 計 者 　 玉 井  正 博



み
な

し
境

界
線

道路斜線
6.8 7×1.25
＝8.5 87

6,8 74

424

第二種15Ｍ高度→真北
5+5×1.25＝11.25

道
路

境
界

線

5
,
0
0
0

1.25

1.0

市道
石丸679号線

5,0 00

1
1
,
2
5
0

6 , 4 50

1,4 50

道
路

境
界

線

真北←第二種15Ｍ高度
5+5×1.25＝11.25

5
,
0
0
0

1.25

1.0

市道
石丸679号線

5,0 00

道路斜線
6.4 5＋0.42 5×2＝7.3 0
7.3 0×1.25＝9.125

み
な

し
境

界
線

▼ GL+ 9125

425

道
路

境
界

線

市道
石丸675号線

425 6,4 50

1.25

1.0

道路斜線

1.25

1.0

市道
石丸675号線

▼GL+ 9.662

道路斜線
0.4 2+6.45＋0.86= 7.73

7.7 3×1.25 =9.662

道路斜線

み
な

し
境

界
線

道
路

境
界

線

道
路

境
界

線

6 , 4 50425

1／10 0立面図

隣
地

境
界

線

仕上材の凡例

隣
地

境
界

線

東立面図 1/100 北立面図 1/100

1/100西立面図 1/100南立面図

隣地斜線＝20+1.25 L
最高の高さ＝10.65
建物の高さ＝9.577
10. 65M≦20 .0M

▼1FL

▼2FL

▼RF水下CON

▼GL-道路

▼1FL

▼2FL

▼RF水下CON

▼GL-道路

▼最高の高さ
▼建物の高さ

▼最高の高さ
▼建物の高さ

▼GL+ 10650

▼GL+ 10650

設計ＧＬは前面道路の路面の中心高さ

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

▼GL+ 9577

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

C1 コンクリート化粧打放し 透湿・撥水性塗装仕上
C2 コンクリート化粧目地付打放し 透湿・撥水性塗装仕上
C3 コンクリート直押え 塗膜防水（パラテックスC-3）
AW 開口部 アルミサッシ建具表参照
ST 開口部 ステンレスサッシ建具表参照
SS 開口部 軽量シャッター 建具表参照

隣
地

境
界

線

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

▼1FL

▼2FL

▼RF水下CON

▼GL-道路

▼最高の高さ
▼建物の高さ

▼GL+ 10650

▼GL+ 9577

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

隣
地

境
界

線

道
路

境
界

線

道
路

境
界

線

施行令2条1項6-ロ
塔屋部分≦建築面積/8
塔屋部分の高さ＝2700
パラペット天 GL+79 50

Ｎ 軒樋：ステンレス製

Ａ－15

C4 4 5二丁掛タイル
KP 自然換気孔 角型換気パイプ VE塗（KS-50 *100）1スパン：1ヶ所
Ｐ 竪樋 φ100 硬質塩ビパイプ VE塗（受金物 SU S304）
Ｍ 伸縮目地・防水目地 ポリサルファイド系（PS-2）
Ｆ 縁石 150×150（御影石：本磨き）
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真北←第二種15Ｍ高度
5+5×1.25＝11.25
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5,0 00

第二種15Ｍ高度→真北
5+5×1.25＝11.25
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線
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市道
石丸675号線

▼GL+ 9.662

道路斜線
0.4 2+6.45＋0.86= 7.73

7.7 3×1.25 =9.662

道路斜線

み
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道
路

境
界

線

道
路
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6 , 4 50425
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1／10 0断面図

隣
地

境
界

線

隣
地

境
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線

1/100 1/100

1/100 1/100

EV

駐車場

東断面図 北断面図

西断面図 南断面図

ピット

居間

隣地斜線＝20+1.25 L
最高の高さ＝10.65
建物の高さ＝9.577
10. 65M≦20 .0M

和室8畳

▼1FL

▼2FL

▼RF水下CON

▼GL-道路

▼最高の高さ
▼建物の高さ

▼1FL

▼2FL

▼RF水下CON

▼GL-道路

▼最高の高さ
▼建物の高さ

▼GL+ 10650

▼GL+ 10650 ▼GL+ 10650

設計ＧＬは前面道路の路面の中心高さ

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

▼GL+ 9577

和室6畳

ホール

ホール

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

▼GL+ 9577

▼1FL

▼2FL

▼RF水下CON

▼GL-道路

▼最高の高さ
▼建物の高さ

▼GL+ 10650

和室8畳

寝室

▼GL+ 10650

ホール

廊下

バルコニー

駐車場

踏込 居間

床和室8畳

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

隣
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線
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隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm
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廊下

床

階段

手摺付
H=8 50

施行令2条1項6-ロ
塔屋部分≦建築面積/8
塔屋部分の高さ＝2700
パラペット天 GL+79 50
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石丸679号線

み
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道路斜線
6.8 7×1.25
＝8.5 87

道路斜線

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図
Ａ－16

道
路

境
界

線

市道
石丸675号線

み
な

し
境

界
線

駐車場

6,3 70

8,8 685,4 60

8,8 68

3
5
0

3
,
4
0
0

3
,
2
0
0

4
0
0

9
,
5
7
7

2
,
2
2
7

1 , 6 00
7
5
0

1
,
9
0
0

1
,
9
0
0

1
5
0

2
,
5
0
0

1
5
0

2
,
5
0
0

1
5
0

3
6
0

2
,
5
0
0

1
5
0

2
,
5
0
0

1
5
0

7
0
0

6
0
0

2
,
7
0
0

6 0 0 .4 14, 328 1,9 99.7

3,8 60 1,5 00 499 .7

424

1
,
8
0
0

2 , 0 00

2
,
5
0
0

1
5
0

6 0 0 .4

2
,
5
0
0

1
5
0

9
,
5
7
7

1 , 5 00571 .6

1
0
0

1
,
8
5
0

1 , 4 501,8 203,6 40

5
0

1
5
0

2
,
5
0
0

1
5
0

5
0

1
5
0

1
,
1
0
0

8
5
0

8
5
0

1
,
1
0
0

2,0 45 2,3 25

5,8 65

2
,
5
0
0

1
5
0

2
,
5
0
0

1
5
0

5
2
0

1
8
0

5
5
0

1 , 3 15 3,6 40 910

655

3
,
2
0
0

3
,
4
0
0

7
5
0

1
0
,
6
5
0

1
,
0
7
3

5
0

5 , 8 65655

5
0
0

1
,
8
5
0 1
0
0

5
0

2
,
5
0
0

1
5
0

3 , 1 80
910

4,7 78

3
6
0

8
5

5
5

4
9
5

1
,
7
8
5

1
0
0 5
3
0

1
,
4
2
5
3
7
5

1
,
4
2
5

7
1
5

8
5

1
0
0

6
0
0

1
,
3
5
5

1 , 7 35

862

5,0 00

1
1
,
2
5
0

6 , 4 50

1,4 50

6,8 74

424

8
,
7
0
0

1
,
9
5
0

8
7
7

1
,
3
5
0

1
,
1
9
0

1
,
3
5
0

6 , 4 50 4256,3 70 3,3 08

設 計 者 　 玉 井  正 博



Y3

1／30

※ 角型換気パイプ VE塗（KS-50*100）特記無き限り１スパン１ヶ所…現場指示（パネル割付）

（特記無き限り→伸縮目地巾＝20mm・防水目地巾＝20mm）

※ 竪樋 φ100 硬質塩ビパイプ VE塗（受金物 SU S304）

印は、防水目地=シーリング材を示す…ポリサルファイド系（PS-２）

▽道路

▽軒高（水下）

換気パイプ
100×50 VE

D13

支柱芯～芯＝@2000m m
支柱埋込長さ＝200mm

道路境界側の塀の仕様
白ミカゲ 3段積=450 mm
ネットフェンスH=1000
（基礎根入深さ≧200）

▼設計GL

▽軒高（水下）
▽軒高（水上）

▽2FL

▽2SL

▽1FL

道
路

境
界

線

D 1 0 -縦@500
D10 -横@300

居間

和室8帖1

畳敷き

敷居

長押

鴨居

断面詳細図１

▼設計GL

広縁

建築物のシックハウス対策のための規制導入！
建築基準法第28条の２に基づく使用建築材料表
上記の搬入材料を現場照合及び写真撮影する事
建築基準法第28条の２に基づく機械換気設備も
上記の搬入材料を現場照合及び写真撮影する事
機械換気設備に伴う内部開戸のアンダーカット
寸法＝10mm以上を再確認すること。

防水モルタル塗
目地切 @9 00
樹脂防水下地
パラテックスA-1

バルコニー

φ50換気パイプ
断熱材敷込：50mm
グラスウール32㎏品

踏み石：御影石
180 0×640×200

石庭

玉砂利敷込工事
特記無き限り

80m m程度

自然石敷設
のまわり

玉砂利敷込
白御影石程度

玉砂利敷込工事
特記無き限り

80m m程度

天井：12. 5PB下地
ビニールクロス貼
防カビ、準不燃
F☆☆☆☆

杉柾：目透し貼
(数寄屋杉：中杢柄程度)

ネットフェンス仕様
アルミフェンスBF6型
H=1 000.W= 1970、黒色
フェンス腰部仕様
プレックスストーン2
白ミカゲ 3段積=450 mm
H=1 40.W=4 97.D= 160

▽パラペット天端▽パラペット天端

水勾配≒1/55

▽防水立上り天端

排水溝（1/100以上）
防水モルタル金ごて押え
 目地切 @600mm程度

居間

防露壁仕様（外壁面全てに適用）
15. 0 現場発砲硬質ウレタンフォーム(ｴｱﾛ ﾝR)
外壁部分・柱型・梁型・スラブ下+30 0mmまで
12. 5 PB貼下地（GL工法）

カーテン
ボックス
120×150

防露壁仕様（外壁面全てに適用）
15. 0 現場発砲硬質ウレタンフォーム(ｴｱﾛ ﾝR)
外壁部分・柱型・梁型・スラブ下+30 0mmまで
12. 5 PB貼下地（GL工法）

防露壁仕様

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図
Ａ－17

フリーフロア
断熱材敷込：50mmグラスウール16㎏品

フリーフロア
断熱材敷込：50mmグラスウール16㎏品

屋上手摺
コンクリート打放
撥水性塗装仕上

パラペット笠木の天端
コンクリート打放
撥水性塗装仕上

和室回り化粧ばり造作用集成材
部材名:単板樹種＝単板の厚さ
柱･半柱：杉(源平)＝2.4㎜
鴨　居:杉(源平)＝1.2㎜
敷　居:ひのき＝1.5㎜
長　押:杉(源平)＝0.6㎜
落掛け:杉(源平)＝0.6㎜
回り縁:杉(源平)＝0.6㎜
畳寄せ:杉(源平)＝0.6㎜
その他造作材:杉(源平)＝0.6㎜
天板:けやき＝1.5㎜:UC塗
地板:けやき＝1.5㎜:UC塗
棚板:けやき＝1.5㎜:UC塗
床框:呂色カシュー塗
床柱:北山杉絞り丸太
　　(目通りφ120)
木工事の無垢、無塗装仕上げ部分は
手垢防止として、ワックス塗とする
（見本を提出し協議後、決定する）

外壁部：特記無き限り
45二丁掛タイル貼

LGSは、65形とし50㎜グラスウール充填(16K品)の事。
PB貼のジョイント部分は、テーパーエッジを使用の事。

宅配ポスト
390×450×79 0
CTN 1011SK
(カメラ付ドアホン子機)
上記取付部分の納まりは
横巾1200×高さ145 0程度
コンクリート打放し
撥水性塗装仕上

ケイカル板　t6.0
目透し貼 VE塗

土間コンクリート：t150
硬質ウレタンフォーム敷込：t30
ポリエチレンフイルム敷：ｔ0.15
砂敷（クッション材）：t30
砂利敷：t120
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柱 廻り縁

目地

えり輪欠き

廻り縁の柱当りは
敷目板廻り縁 吸付桟

@900 @900

目地に深みを見せる場合は板端に接着する3 6
10

1
0

板方向間隔@450

PB12 .5

吊り木受:40×45

105

40

2
0

P B 1 2 .5

10

6

目地底および板小口は天井板と同材を練付

20

20

（チリ寸法＝18～21）

40×45 @303

吸付桟:30×30に接着

端部補強板接着

柱幅×4/1 0

杉柾(OR  杉杢貼)合板天井板

25×35板に接着

合板天井板

105

1
0
5

畳寄

柱面より10㎜

PB12 .5
40×45

6
5

2
0

2
0

2 0 6 5 20

（チリ寸法＝18～21）

40×45 @303

40×45 @303 40×45 @303

天井板

野縁:40×45

回り縁:42×42

天井板

野縁:40×45

鴨居

軸組回り詳細図 1/10

長押 長押

回り縁:45×40

▼2FL

▼1FL

▼2CO N

目透かし天井詳細図 1/10

1/30

40×45
板継手ごと 板継手ごと

吊り木:30×36 45×45

天井高さ天井高さ

1
8
0
0

(
内

法
)

鴨居

敷居

付鴨居
廻り縁の入隅：下端留め

うすべり敷

床の間

断面詳細図３

1階床の間回り詳細図 1/302階床の間回り詳細図

▼2FL

床脇

床脇
地板:けやきUC塗
棚板:けやきUC塗

障子 FIX

年 月 日 図 面 番 号

縮 尺

件名

図名

特記事項 検 図

製 図
Ａ－18

1/302階床の間回り詳細図

床の間

うすべり敷

▼2FL ▼2FL

平書院
組子欄間:七宝組･青海波組程度
横･縦組子見付=4.5㎜(明き@24)

防露壁仕様（外壁面全てに適用）
15. 0 現場発砲硬質ウレタンフォーム(ｴｱﾛ ﾝR)
外壁部分・柱型・梁型・スラブ下+30 0mmまで
12. 5 PB貼下地（GL工法）

防露壁仕様
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電柱

Y1

Y2

Y3

Ｎ

１階平面詳細図

1／50

屋内階段
階段巾 800

踏  面 230

蹴  上 200

手摺付

設計ＧＬは、前面道路の路面の中心高さ

特記事項

南側・西側隣地境界線から外壁面までの
距離は、有効巾≧500mm確保をすること。

防露壁仕様（外壁面全てに適用）
15. 0 現場発砲硬質ウレタンフォーム(ｴｱﾛ ﾝR)
外壁部分・柱型・梁型・スラブ下+30 0mmまで
12. 5 PB貼下地（GL工法）

壁下地は、特記無き限り、LGS6 5形・PB12 .5×2両面貼下地、
　但し和室廻りは、木下地とする
天井下地は、特記無き限り、LGS2 5形・12. 5PB下地とする、
　但し和室廻りは、木下地とする

←印は、シーリング打設を示す（ポリサルファイド系）
　特記無き限り、外部建具四方シール打設とする

＋300

特記無き限り
φ100ルーフドレイン（打込型）
φ100フロアドレイン（打込型）
φ100縦樋 ：VP管 VP塗

スロープ
3600/ 1 2 = 3 00

障子

障子

押入 広縁

＋50

±０

ホール

＋350

有効巾 有効巾

±０

±０

EV

UP

＋550＋750
勝手口の屋外部分
コンクリート直押え（目地切仕上）
段差部：ノンスリップタイル貼

＋150

地先境界ブロック
コンクリート境界ブロック
120×120×600
(捨コン60mm、砕石100mm)

ミニキッチン

手摺付
H=8 50

洗濯

階
段

下
収

納

有
効

巾

2
3
0
×

7

＋400

勝手口

下足箱

襖

宅配ポスト

＋730

＋700

アプローチ：自然石敷設
東洋工業…自然石ユニストーン
舗石：300×600/石柱：200×600

CON躯体

＋400

床の間

押入
隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

床柱目通径120
北山杉絞り丸太

床框：呂色カシュー塗
床：うすべり敷
落掛け:杉柾

和室8畳1 和室8畳2襖

障子

+750

+1040

WC 浴室

UB設置寸法
126 0×1720

111 6

押入

ポーチ
柵部：アルミフェンスBF6型（H=1000）黒色
松下電工…P.186
柵腰部：プレックスストーン2(白ミカゲ) 3段積=450mm
東洋工業…P.177

石庭

＋200

障子

冷蔵

＋250

＋200

＋730

＋450

植栽
別途

踏み石：御影石
180 0×640×200

植栽
別途

植栽
別途

植栽別途

玄関

湯沸室

＋750

玄関ホール

自然石敷設のまわり
玉砂利敷込（白御影石程度）

宅配ポスト：390×450×790
松下電工…CTN1011SK　P.28
(カメラ付ドアホン子機)
上記取付部分の納まりは
横巾1200×高さ1450程度
コンクリート化粧打放し
透湿・撥水性塗装仕上
ダイステンダー拭取工法

EV三方枠：建築工事
1.5mmステンレス HL

駐車場 道
路

境
界

線

道路境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

450側溝

隣地側塀

450側溝

A－19

フリーフロア
断熱材敷込：50mmグラスウール32㎏品

＋50

集水桝：建築工事
360×360 H =450（プレキャスト）
グレーチング蓋（420×42 0×31）

埋設排水管：VP管φ150

CB120：2段積
長さ現場指示
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Y1

Y2

Y3

Ｎ

1／50

屋内階段
階段巾 800

踏  面 230

蹴  上 200

手摺付

隣地境界線から
外壁面までの
有効巾≧500mm

２階平面詳細図

有効巾 有効巾

EV

UP

手摺付
H=8 50

収
納

有
効

巾

2
3
0
×

7

バルコニー

特記無き限り
φ100ルーフドレイン（打込型）
φ100フロアドレイン（打込型）
φ100縦樋 ：VP管 VP塗

庇

EV三方枠：建築工事
1.5 mmステンレス HL

浴室
UB

162 0

WC
洗濯

居間

玄関庇

障
子

防
音

ド
ア

寝室

障
子

床脇

床の間

和室6畳

洗面
脱衣

ホール

踏込

廊下

収納

障子 平
書

院

台所

縁側

板貼

床柱目通径120
北山杉絞り丸太

地板:けやきUC塗
棚板:けやきUC塗

収
納

シ
ス

テ
ム

キ
ッ

チ
ン

床組寸法
一般部床
H=1 50mm
2F水回り
H=2 00mm

A－20

道
路

境
界

線

道路境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地側塀

隣地側塀

ルーフ
バルコニー

バルコニー：床・立上部分
塗膜防水（パラテックス A-1）
防水モルタル塗（目地切 @90 0）
ステンレス製
（SUS 304 H L仕上）
外壁部：コンクリート化粧打放
　　　　撥水性塗装仕上

庇部分の防水工事
コンクリート金鏝押え(水勾配)
塗膜防水（パラテックス C-3）
外壁部（特記無き限り）
コンクリート打放
撥水性塗装仕上

設計ＧＬは、前面道路の路面の中心高さ

特記事項

南側・西側隣地境界線から外壁面までの
距離は、有効巾≧500mm確保をすること。

防露壁仕様（外壁面全てに適用）
15. 0 現場発砲硬質ウレタンフォーム(ｴｱﾛ ﾝR)
外壁部分・柱型・梁型・スラブ下+30 0mmまで
12. 5 PB貼下地（GL工法）

←印は、シーリング打設を示す（ポリサルファイド系）
　特記無き限り、外部建具四方シール打設とする

フリーフロア
断熱材敷込：50mmグラスウール32㎏品

腰壁H=1000・垂れ壁H=750
LSG下地12.5P B貼クロス貼
腰壁天板：ナラ集成材UC塗
↑見付30mm×天端巾135mm

防音ドア

棚　板

システムキッチン

収納パーツ

ウォークイン
クローゼット
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Ａ面

Ｃ面

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

Ｄ面

Ｂ面Ｂ面

Ｃ面

特記事項 件名

図名

年 月 日 検 図

製 図縮 尺

図 面 番 号

1／50

障子 襖 襖

▼石庭

床の間

押入

天袋

引戸

床の間

床柱 床框

欄間格子 欄間格子

和室8帖1 和室8帖2 和室8帖2

和室8帖2 和室8帖1 広縁 和室8帖1

1階：和室8帖1・和室8帖2・広縁

床の間

脇床
床框 床柱

落掛け

落掛け

脇床

2階：和室6帖・縁側

縁側縁側

広縁

押入

天袋

広縁WC

1階：広縁

雪見障子

雪見障子雪見障子

雪見障子雪見障子

廊下
平書院
組子欄間:七宝組･青海波組程度
横･縦組子見付=4.5㎜(明き@24)

FIX

展開図－１
A－21
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検 図年 月 日 図 面 番 号

製 図縮 尺

件名

図名

特記事項

1／100

1/100 1/100

押入 広縁

アプローチ

石庭

和室8畳1

EV

ポーチ

玄関

収納

和室8畳2

押入

床

押入

浴室

1116

WC

バルコニー

EV

寝室

WC

浴室
UB

1620

庇

台所

居間

平
書

院

床の間

和室6帖

収納

ホール

天窓

屋根

廊下

A－301
建具キープラン

アルミ製マド建具

アルミ製ドア建具

鋼製ドア建具

シャッター建具

木製ドア建具

ふすま建具

障子建具

AW

1

AW

2

AW

3
縁側

AW

4

AW

5

AW

5

AW

6

AD

1

勝手口

AD
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WD
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WD
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WD
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個数・室名

姿  図

記 号

型 式

材 質 仕 上

見 込

ガラス

金　物

備　考

個数・室名

姿  図

記 号

型 式

材 質 仕 上

見 込

ガラス

金　物

備　考

個数・室名

姿  図

記 号

型 式

材 質 仕 上

見 込

ガラス

金　物

備　考

特記事項 件名

図名

年 月 日 検 図

製 図縮 尺

図 面 番 号

建具表(1)
A－302

1/1 00

AW

1

アルミ(カラー:B-2種)

ｸﾚｾ ﾝﾄ 戸車, 標準金物一式

 可動網戸

引違い窓　70

AW

6
2ヶ所

アルミ(カラー:B-2種)

AW

7

アルミ(カラー:B-2種)

標準金物一式

AW

9

アルミ(カラー:B-2種)

AW

11

辷り出し窓　70

アルミ(カラー:B-2種)

 標準金物一式

縦辷り出し窓　125

YKK -SYSTE MA710

YKK -Rs70S -マテリアルアクセント-タイプ1

標準金物一式、上下連結材

YKK -SYSTE MA710 可動網戸（ロール式HUD）

 可動網戸（ロール式HUD） YKK -SYSTE MA710  可動網戸（ロール式HUD） YKK -エクシマ70S

1ヶ所

凡例…(防火設備)：法第2条第9号の二ロに規定する防火設備（20分間炎を遮る性能を有する防火設備）令109条の2

凡例…(特定防火設備)：特定防火設備（1時間炎を遮る性能を有する防火設備）令112条1項

AW

12

AW

アルミ(カラー:B-2種)

ｸﾚｾ ﾝﾄ 戸車, 標準金物一式

 可動網戸

引違い窓+FIX窓　70

縦辷り出し窓+FIX窓　125

FIX窓　125

13

2階・R階 階段

AW
1ヶ所

8

YKK -Rs70S -マテリアルアクセント-タイプ1

防火設備

※特記無き限り、アルミサッシ開口部：ブラック色、下水切り付

1階 湯沸室、浴室、WC3ヶ所

2ヶ所

AW
1ヶ所

アルミ(カラー:B-2種)

ｸﾚｾ ﾝﾄ 戸車, 標準金物一式

 可動網戸

AW
1ヶ所

アルミ(カラー:B-2種)

ｸﾚｾ ﾝﾄ 戸車, 標準金物一式

 可動網戸

AW
2ヶ所

アルミ(カラー:B-2種)

ｸﾚｾ ﾝﾄ 戸車, 標準金物一式

 可動網戸

引違い窓　70 引違い窓　70

YKK -Rs70S -マテリアルアクセント-タイプ1 YKK -Rs70S -マテリアルアクセント-タイプ1 YKK -Rs70S -マテリアルアクセント-タイプ1

1階和室8帖1、2階居間

両袖片引き窓　70

遮音性：T-2

AW

アルミ(カラー:B-2種)

ｸﾚｾ ﾝﾄ 戸車, 標準金物一式

 可動網戸

引違い窓　70

YKK -Rs70S -マテリアルアクセント-タイプ1

2 3 4 5
1ヶ所 1階広縁 1ヶ所 2階居間

遮音性：T-2

2階縁側 2階廊下

AW

アルミ(カラー:B-2種)

YKK -SYSTE MA710

FIX窓　125

10
1ヶ所 R階 階段2階脱衣・洗面 2階浴室

アルミ(カラー:B-2種)

YKK -SYSTE MA710

FIX窓　125

額縁：アルミ押出型材

AW

辷り出し窓　70

アルミ(カラー:B-2種)

 標準金物一式

 可動網戸（ロール式HUD） YKK -エクシマ70S

14

1階・2階・R階 階段

1階・2階 階段2ヶ所
AW

アルミ(カラー:B-2種)

1ヶ所
15

2階和室6帖・寝室 2階和室6帖

FIX窓　70

9ヶ所

遮音性：T-2

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３（ＦＬ３＋ＦＬ３）
旭硝子：セキュレ３

YKK -SYSTE MA710

FIX

FIX

FIX
FIX

FIX

FIX

FIX
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個数・室名

姿  図

記 号

型 式

材 質 仕 上

見 込

ガラス

金　物

備　考

個数・室名

姿  図

記 号

型 式

材 質 仕 上

見 込

ガラス

金　物

備　考

個数・室名

姿  図

記 号

型 式

材 質 仕 上

見 込

ガラス

金　物

備　考

特記事項 件名

図名

年 月 日 検 図

製 図縮 尺

図 面 番 号

1/100

凡例…(防火設備)：法第2条第9号の二ロに規定する防火設備（20分間炎を遮る性能を有する防火設備）令109条の2

凡例…(特定防火設備)：特定防火設備（1時間炎を遮る性能を有する防火設備）令112条1項
建具表(2)

A－303

AD

1
1ヶ所

AD

2

AD

3

AD

4
1ヶ所

アルミ(カラー:B-2種)

YKK -エクシマ70S

片開きフラッシュ戸　70

レバーハンドル錠、丁番、DC

1階玄関

松下電工：グランフォニー断熱ドア：電気錠タイプ

親子開きフラッシュ戸

アルミ(カラー:B-2種)…ファイングレー

シリンダー錠、ハンドル、丁番、DC、IDカード、通電金具

1階勝手口1階駐車場：外部出入口

アルミ(カラー:B-2種)

YKK -エクシマ70S

片開きフラッシュ戸　70

レバーハンドル錠、丁番、DC

防火設備

2ヶ所

アルミ(カラー:B-2種)

AG

1
R階 天井裏

ガラリ　70

 防虫網取付

下部水返し板取付：アルミ曲げ物（水抜きパイプ付）

AD
1ヶ所

AD
1ヶ所1階玄関門扉 1階勝手口門扉

親子開き戸（支柱 75） 片開き戸（支柱 75）

アルミ(カラー:B-2種)…黒色 アルミ(カラー:B-2種)…黒色

松下電工：美テリアシリーズ、BM6型 松下電工：美テリアシリーズ、BM6型

シリンダー錠、ハンドル、丁番、DC、IDカード、通電金具 シリンダー錠、ハンドル、丁番、DC、IDカード、通電金具

ID電気錠付門扉について
松下電工：防犯システム
全て、上記との連動設備

101 102

1ヶ所 R階 階段

アルミ(カラー:B-2種)

 可動網戸（ロール式HUD） YKK -エクシマ70S

片引き戸　70

レバーハンドル錠、丁番

AD

5

下枠：SUS304 下枠：SUS304 下枠：SUS304

2ヶ所

1

AT
R階 階段

アルミ(カラー:B-2種)

立面図平面図 立面図 立面図

YKK -エクシマ70S

※特記無き限り、アルミサッシ開口部：ブラック色、下水切り付

下部結露受：アルミ下枠（水抜きパイプ付）下水切り付

詳細寸法は施工図による

FIX窓　107 (下枠見込150+ 50)

※ AD-2は欠番

1ヶ所

松下電工：XQDZE31 GG
P.5 85

松下電工：XDQG□05
ID電気錠付門扉

P.1 29

松下電工：XDQG□19
ID電気錠付門扉

P.1 12

防犯合せ硝子３(FL3+F L3)
旭硝子：セキュレ３

YKK

防犯合せ硝子３(FL3+F L3)
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３(FL3+F L3)
旭硝子：セキュレ３

防犯合せ硝子３(FL3+F L3)
旭硝子：セキュレ３

防犯複層硝子　PHW6.8 +A6+(F L3+PV B90+FL 3)
旭硝子
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凡例…(防火設備)：法第2条第9号の二ロに規定する防火設備（20分間炎を遮る性能を有する防火設備）令109条の2

凡例…(特定防火設備)：特定防火設備（1時間炎を遮る性能を有する防火設備）令112条1項

1/1 00

A－304
建具表(3)

※特記無き限り、アルミサッシ開口部：ブラック色、下水切り付

SS

2
2ヶ所 1階広縁、2階居間

SS SS SS
2ヶ所

3 4 5
2階広縁1ヶ所 1ヶ所 2階寝室 1階和室8帖、2階居間

SS

1
2ヶ所

SS

6

SS SS

8
2階・R階 階段2ヶ所

7

SS

9

SS
1ヶ所

10
2階洗面・脱衣

※色：グレー
威嚇ブザー付(不正開放センサー)

※色：グレー
威嚇ブザー付(不正開放センサー)

※色：グレー
威嚇ブザー付(不正開放センサー)

※色：グレー
威嚇ブザー付(不正開放センサー)

※色：グレー
威嚇ブザー付(不正開放センサー)

2階和室6帖・寝室2ヶ所
SS

11

1階駐車場

※特記無き限り、窓シャッターの操作方法は、電動式リモコン操作スイッチ(ワンタッチ式)

※窓シャッターの1階回りは、ホームコントローラー設置、集中スイッチ装置とする
※ SS-6.9は欠番

特記無き限り、
窓シャッターの操作方法
電動式リモコン操作装置
※スイッチワンタッチ式

05. 02.17…修正

※色：ブラック ※色：ブラック ※色：ブラック

電動式アルミシャッター

ガイドレール、座板：アルミ製(ブラック)

スラット：アルミ製

東洋シャッター：Ｒ２型(守護神付)

電動開閉装置、HR型無線装置(送信機２個付)、
障害物感知装置、標準金物一式

電動式アルミシャッター

ガイドレール、座板：アルミ製(ブラック)

スラット：アルミ製

東洋シャッター：Ｒ２型(守護神付)

電動開閉装置、HR型無線装置(送信機２個付)、
障害物感知装置、標準金物一式

電動式アルミシャッター

ガイドレール、座板：アルミ製(ブラック)

スラット：アルミ製

東洋シャッター：Ｒ２型(守護神付)

電動開閉装置、HR型無線装置(送信機２個付)、
障害物感知装置、アルミ製形材ケース、標準金物一式

電動式窓シャッター

メーカー仕様

メーカー仕様

電動開閉装置、無線装置、標準金物一式

東洋シャッター：マドンナⅡ(電動式)ＴＭＤ・単窓

電動式窓シャッター

メーカー仕様

メーカー仕様

電動開閉装置、無線装置、標準金物一式

東洋シャッター：マドンナⅡ(電動式)ＴＭＤ・単窓

電動式窓シャッター

メーカー仕様

メーカー仕様

電動開閉装置、無線装置、標準金物一式

東洋シャッター：マドンナⅡ(電動式)ＴＭＤ・単窓

電動式窓シャッター

メーカー仕様

メーカー仕様

電動開閉装置、無線装置、標準金物一式

東洋シャッター：マドンナⅡ(電動式)ＴＭＤ・単窓

電動式窓シャッター

メーカー仕様

メーカー仕様

電動開閉装置、無線装置、標準金物一式

東洋シャッター：マドンナⅡ(電動式)ＴＭＤ・単窓
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凡例…(防火設備)：法第2条第9号の二ロに規定する防火設備（20分間炎を遮る性能を有する防火設備）令109条の2

凡例…(特定防火設備)：特定防火設備（1時間炎を遮る性能を有する防火設備）令112条1項

WD

1
1ヶ所

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

1/1 00

WD
1ヶ所

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

2

明かり窓(採光窓)…4.0m m熱処理硝子

換気口付

WD
1ヶ所

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

3
1階WC1階ホール 1階湯沸室

WD

4

防音ドア

7.0 mmかすみ合わせ硝子

突板 F☆☆☆☆ 抗菌塗装

WD
1ヶ所

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

明かり窓

5

ライトオーク柄ライトオーク柄

WD
1ヶ所

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

2階脱衣洗面2階WC

明かり窓(採光窓)…4.0m m熱処理硝子

換気口付

WD

7

ライトオーク柄

WD

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

8
2階寝室

ライトオーク柄

WD
1ヶ所

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

9

WD
1ヶ所

10

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

和室側扉：襖縁、襖紙貼、襖引手・和室側枠：桧柄シート貼

WD

11

ライトオーク柄

6

WD
1ヶ所

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

明かり窓(採光窓)…4.0m m熱処理硝子

12
2階ウォークインクローゼット

換気口付 ライトオーク柄

バーチ柄：片側
ライトオーク柄 バーチ柄 バーチ柄

780×2040
☆WX- E

164 5×2040
☆WX- E

780×2047
☆WX- E

650×2040
☆WX- E

755×2040
☆WX- E

780×2040
☆WX- E

164 5×2040
☆WX- E

明かり窓付

2階和室6帖

164 5×1830
☆WX- E

164 5×1830
☆WX- E

WD
1ヶ所

樹脂化粧シート F☆☆☆☆ 抗菌塗装

バーチ柄：片側
ライトオーク柄

13
2階廊下

2階居間：一般防音タイプ Z5型
2階寝室：一般防音タイプ P1型

2階居間・寝室2ヶ所

1ヶ所

757×2040
☆WX- E

オーダー寸法

オーダー寸法

オーダー寸法

A－305
建具表(4)

755×2035
☆WX- E バーチ柄

1階階段下

※ WD-7.11は欠番

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

片開き戸（枠共）

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

メーカー仕様

メーカー仕様

松下電工：LiviEｼﾘ ｰｽﾞ ﾅ ﾁｭﾗﾙﾊﾞ ｰﾁ(提案No.WNCB 8M)

片引き戸（枠共） 片引き戸（枠共） 片開き戸（枠共） 片開き戸（枠共） 片開き戸（枠共）

片引き戸（枠共）戸襖引戸（枠共）片開き戸（枠共）片開き戸（枠共）

片開き戸（枠共）
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凡例…(防火設備)：法第2条第9号の二ロに規定する防火設備（20分間炎を遮る性能を有する防火設備）令109条の2

凡例…(特定防火設備)：特定防火設備（1時間炎を遮る性能を有する防火設備）令112条1項

1/1 00

A－306
建具表(5)

1
1ヶ所

F

漆縁

襖取手(赤銅製)

欄間格子：横･縦組子見付=4.5㎜(明き@24)

1ヶ所
F

2
1階和室8帖2

漆縁

襖取手(赤銅製)

引違い襖 21

F

漆縁

襖取手(赤銅製)

引違い襖 21

3
1階和室8帖1 1ヶ所

F

漆縁

1階和室8帖1
4

襖取手(赤銅製)、襖丁番、ローラーキャッチ

両開き襖 21

2ヶ所 1階和室8帖1・広縁

1
1ヶ所 1階和室8帖1

S

組子見付 7.5mm

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

タフトップﾟA(ワーロン)貼

1ヶ所 1階和室8帖1
S

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

2

摺り上げ障子(付子) 組子見付=7. 5㎜

引違い襖（四枚建て） 21

引違い障子　30 引違い障子（四枚建て）30

1ヶ所 1階和室8帖1
S

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

摺り上げ障子(付子) 組子見付=7. 5㎜

3

片引き障子　30

1ヶ所 1階和室8帖1
S

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

摺り上げ障子(付子) 組子見付=7. 5㎜

引違い障子（四枚建て）30

4
1ヶ所

S

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

摺り上げ障子(付子) 組子見付=7. 5㎜

5

引違い障子　30

タフトップﾟA(ワーロン)貼、4mm住宅用強化硝子 タフトップﾟA(ワーロン)貼、4mm住宅用強化硝子 タフトップﾟA(ワーロン)貼、4mm住宅用強化硝子 タフトップﾟA(ワーロン)貼、4mm住宅用強化硝子

1ヶ所
S

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

引違い障子　30

6

タフトップﾟA(ワーロン)貼

組子見付=7.5㎜

1ヶ所
S

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

摺り上げ障子(付子) 組子見付=7. 5㎜

引違い障子（四枚建て）30

タフトップﾟA(ワーロン)貼、4mm住宅用強化硝子

2階和室6帖

2階和室6帖
7

1ヶ所
S

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

タフトップﾟA(ワーロン)貼

横･縦組子見付=4.5㎜(明き@24)

8

引違い障子　30…組子欄間付(七宝組)

1ヶ所
S

ナイロン平戸車 角形引手(木製)

摺り上げ障子(付子) 組子見付=7. 5㎜

引違い障子（四枚建て）30

タフトップﾟA(ワーロン)貼、4mm住宅用強化硝子

2階和室6帖・縁側2階和室6帖・床の間

2階和室6帖・脇床
サッシ
内障子

サッシ
内障子

サッシ
内障子

サッシ
内障子

サッシ
内障子

(平書院)組子欄間
七宝組･青海波組･菱組程度

9

鳥の子仕上 鳥の子仕上 鳥の子仕上 鳥の子仕上

スプルス スプルス スプルス スプルス 杉(源平) 杉(源平)

杉(源平)、 腰板:7.0 杉柾練付合板 杉(源平) 杉(源平)、 腰板:7.0 杉柾練付合板
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検 図年 月 日 図 面 番 号

製 図縮 尺

件名

図名

特記事項

各階エレベーター乗場ユニット取付後の

エレベーター荷重支持用横梁の設置工事

ユニットまわりの壁及び床の仕上工事

エレベーター機器荷揚げ用梁、

１２５mmを超える場合のふさぎ板追加工事

エレベーター受電盤への電源引込み工事

昇降路内への電話線引込み工事

（緑色配線でピット付近）

工事用仮設電源の供給

（配管はφ２５とし、ローゼットは枠付）

試運転用の本設電源の供給工事

（単相２００Ｖ、単相１００Ｖ）

エレベーター専用のＤ種接地工事

乗場側昇降路内壁とルーム敷居先端のすき間が

または荷揚げ用フックの設置工事（吊荷重４９００Ｎ）

昇降路ピットの基礎工事

昇降路の築造と各階出入口の穴明け工事

ピット内防水仕上工事（必要な場合）

エレベーター除外工事

照明・制御用電源

単相１００Ｖ

線引き出し長さ：２m（２本）

電線：単線φ１.６以上、または、より線２.０mm　以上

ブレーカー容量：１０Ａ

器具：モジュラージャック

電話線

電線：単線φ２.６以上、または、より線５.５mm　以上

ブレーカー容量：３０Ａ

駆動用電源

線引き出し長さ：２m（アース線含め３本）

単相２００Ｖアース付き（Ｄ種接地）

２

２

昇降路穴明図 Ｓ＝１／２０

乗場正面図 Ｓ＝１／２０

ＥＶ据付後

手前壁仕上工事

（建築工事）

ＥＶ据付後

手前壁仕上工事

（建築工事）

ＥＶ据付後

手前壁仕上工事

（建築工事）

ＥＶ据付後

手前壁仕上工事

（建築工事）

▽基準線

△基準線

ＢＦ

１、２、ＲＦ

▽床仕上面

 斜線部分は

 ＥＶ据付後

 壁仕上工事

（建築工事）

       部は床仕上がり面より

３０～１００ｍｍ下げてください

（建築工事）

▽基準線

△基準線

据付芯

据付芯

　窓

（網入リガラス 6.8mm）

　吊リフック

（吊荷重4900N）

（建築工事）

斜線部

ＲＣ打増し願います

（Ｈ＝２００以上）

（建築工事）

斜線部

ＲＣ打増し願います

（Ｈ＝２００以上）

（建築工事）

斜線部

ＲＣ打増し願います

（Ｈ＝２００以上）

（建築工事）

ＢＦ

１、２、ＲＦ

P1 P2

T

エレベーター詳細図（１） 1／20

建
築
関
係
の
工
事

電
気
関
係
の
工
事

T

P2

P1

ＥＶ内部開口：展望用窓付
開口寸法：Ｗ300×Ｈ1200

三方枠：建築工事
1.5mmステンレス HL

EV－401

オプション

標準装備

乗場の窓

モーター容量

出入口寸法

ルーム内法

積載質量・定員

定格速度

戸開き形式

停止箇所

制御方式

操作方式

用　　途

駆動方式

単相２００Ｖ，単相１００Ｖ　５．８ｋＶＡ

（非接触形はさまれ防止センサー）

はさまりまセンサー

（バッテリー残量警告ランプ付）

（停電時最寄り下方階自動着床装置）

停電時バッテリー運転

Ａタイプ（ＡＢＳ樹脂・化粧鋼板複合構造）

間口９５０ｍｍ×奥行１０８０ｍｍ×高さ２０００ｍｍ

間口８００ｍｍ×高さ１９００ｍｍ

電話機

２．６ｋＷ

φ８－２本ロープ

ルーム

省エネモード

２０ｍ／ｍｉｎ（分速２０ｍ）

２００kｇ（３名）

インバーター制御方式

単式自動方式（１ＢＣ）

電動式４枚戸　中央開き

巻胴式・昇降路内駆動機設置

４箇所（Ｂ，１，２，ＲＦ）

乗用

二方向出入口

網入りガラス

難燃戸仕様

手すり

換気装置

管理用キースイッチ増設（２Ｆ）

エレベーター用電源

（参考図面・仕様書）

ホームエレベーター仕様

5
0

5
2

2
0

2
0

昇降路平面図 Ｓ＝１／２０
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検 図年 月 日 図 面 番 号

製 図縮 尺

件名

図名

特記事項

照明・制御用電源

単相１００Ｖ

線引き出し長さ：２m（２本）

電線：単線φ１.６以上、または、より線２.０mm　以上

ブレーカー容量：１０Ａ

器具：モジュラージャック

電話線

電線：単線φ２.６以上、または、より線５.５mm　以上

ブレーカー容量：３０Ａ

駆動用電源

線引き出し長さ：２m（アース線含め３本）

単相２００Ｖアース付き（Ｄ種接地）

２

２

T

P2

P1

昇降路縦断面図 Ｓ＝１／３０

+20 3B昇降路は外から人または物が

  昇降路内の機器に触れないよう

  ピット内や天井裏も含めて隙間の

  ない構造として下さい。

厚さ１２０ｍｍ以上の

ＲＣ造としてください

（建築工事）

ピット防水仕上

（建築工事）

コンクリート設計基準強度

（厚さ２００ｍｍ以上のダブル

　配筋のＲＣ床としてください）

（建築工事）

▽
Ｂ

Ｆ
Ｌ

▽
Ｂ

Ｆ
Ｌ

▽
１

Ｆ
Ｌ

▽
１

Ｆ
Ｌ

▽
Ｇ

Ｌ

▽
２

Ｆ
Ｌ

▽
２

Ｆ
Ｌ

▽
Ｒ

Ｆ
Ｌ

▽
Ｒ

Ｆ
Ｌ

１２５ｍｍ以下に

壁面を仕上げてください

（建築基準法施行令

　第１２９条の７の三号）　

斜線部

ＲＣ打増し願います

（建築工事）

斜線部

ＲＣ打増し願います

（建築工事）
斜線部

ＲＣ打増し願います

（建築工事）

１７６４Ｎ／ｃｍ２
 以上

P2P1 T

エレベーター詳細図（２） 1／30

吊リフック
（吊荷重4900N）
（建築工事）

ＥＶ内部開口：展望用窓付
開口寸法：Ｗ300×Ｈ1200

三方枠：建築工事
1.5 mmステンレス HL

15015050

三方枠：建築工事
1.5mmステンレス HL

EV－402

2,1 002,1 002,1 00

150

2
0 2
0

2
0

200以上200以上200以上

150

30～100

1
0
0

600

ＰＤ 750

150

3400

3200

15030～150

3200

15030～150

Ｈ寸法 2300150

昇降行程 7200ＯＨ 2450

昇降路ノ地上部高サ 9800

5
6
0

100

昇降路全高 10400

穴明高サ 2200

150

穴明高サ 2200

9
0

1
6
0
0

6
7

6
5

天井高サ 2000130

300 出入口高サ 1900

300 出入口高サ 1900

2200

2
0
0

500

穴明高サ 2200

300 出入口高サ 1900

穴明高サ 2200

300 出入口高サ 1900

ＴＣ 320

3400

30～150

600

設 計 者 　 玉 井  正 博



（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること

接合部の検査（５）

（６）防錆塗装

（７）耐火被覆の材料

（１）コンクリ－ト

（３）型　枠

鉄　筋（２）

８． その他

７． 設備関係

鉄骨工事６．５． 鉄筋コンクリ－ト工事

４． 地業工事

地　盤３．

２．

１． の建築物 構造内容

構造設計標準仕様

使用構造材料

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの

以上とする。

以下とし管の間隔を

鋼材倶楽部

製作要領書 工作図 施工計画書製作工場

号による認定工場（大臣認定 ランク）グレードまたは都登録建設省告示第

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト スタッドボルト

材料規格証明書または試験成績書

社内検査表

印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること

（

現寸検査 組立・開先検査 製品検査

建方検査

日本建築学会 鉄骨工事技術指針

東京都アーク溶接工事管理規準 建築構造設計指針第（ 章）

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱 建築構造設計指針第（ 章）

日本建築学会

％
個

％
個

％
個

個

％ ％

個 個

％

社　内 第三者

検査率又は検査数

工事監理者
検査方法検査箇所

その他マクロ試験 ・

検査外観 目視（ ）

超音波探傷試験突合せ溶接部

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を
代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

注）

鉄骨精度検査基準

高力ボルトは を標準とする。摩擦面の処理は黒皮な

倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて

現場溶接部については原則として第三者による全数検査を行うこと。

の高力ボルト

どを座金外径

除去した後、屋外に自然放置して発生した、赤さび状態であること。ただし、シ

ョットブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが

合は、赤さびは発生しないままでよい。

以上である場

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものを使用し、締付けの順

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは原則として 度締め

とする。

溶接部の検査 （検査結果は後日工事監理者に報告すること ）

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は

、の部分とする。錆止めペイントは、 回塗りを標準とする。

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し 回塗りとする。

第三者検査機関名 ＣＩＷ 認定機関とする

建築鉄骨工事施工指針

溶接工作規準、同解説

締付け後の検査は　、 。各締付け工法別に適切な締付けが行なわれているか検査する

（１９９７年度版ＪＡＳＳ５使用）

上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。注）

注） 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注） 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注） 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

行わない。

注） 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

注） 片持ばり、庇、スパン　　　以上のはり下は、工事監理者の指示による。

支　　　柱せ　き　板

スラブ下、はり下 はり下スラブ下基礎、はり側、柱、壁位
部

類種

メ

ン

セ

種
類

ト

期

間

置

の

平

均

気

の

材

の 早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

早強ポルト

ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

Ａ種

シリカセメント

ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

早強ポルト

ランドセメント

Ａ種

シリカセメント

温

ン
ク
リ

ト

コ 以上

以上

圧縮強度

コンクリートの
設計基準強度の

設計基準強度の

存

令

（・）日

を標準とする。材料　　合板厚

型枠存置期間

コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する

　　試験機関名

東京都取扱要綱」第　条の試験機関で行うこと。

　　代行業者名

代行業者名とは、試験、検査に伴なう業務を代行する者をいう。

の加工方法は、 　型　　タガ型　 　型　溶接型 　型　スパ

とする。イラル型

柱の帯筋

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと

箇所ごと に　回行い、　回の試験は　本以上とする。箇所を超えるときは、

外観検査 有 有引張試験 超音波探傷試験 無有 無、 無、

造配筋標準図 による。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長

をガス圧接とする場合は、

さは「鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図　　　または「壁式鉄筋コンクリ－ト構

日本圧接協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

鉄筋は　　　　　の規格品を標準とする。

未満は、すべて重ね継手とする。継手 以上

１／３

５ ｃｍ

１２

ＪＡＳＳ６

２

５０Ｓ

２

Ｂ１１８６ＪＩＳ

ＪＩＳ

１２

Ｉ ＩＩ ＩＩ Ｖ ＶＩ ＶＩＩ ＶＩＩＩＩＶ ＩＸ、 、 、 、 、 、 、 、Ｉ

建築場所

（１） 工事名称

（２） 工事種別

（３） 構造種別

（４） 階　数

（５） 主要用途

（６） 屋上付属物

増築計画（７）

付帯工事（８）

（９） 特別な荷重

（１０）構造計算ルート

地盤調査資料（１）

地盤調査計画（２）

（３） 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある

（４） ボーリング標準貫入値、土質構成

適用は 印を記入する。

（１）コンクリート

（ＣＢ）（２）コンクリートブロック

鉄　筋（３）

（４）鉄　骨

ボルト（５）

（６）屋根、床、壁 使用箇所

Ｋ５６２１

（１）直接基礎

（３） 石・割栗・捨てコンクリート地業

（２）基礎杭

（劣３－１）

（構１－５）

（構１－６）

６

５

４

３

２

９．０ｍ１

３

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１６

８

１２

１５

１７

２８ ２８

２８

２８

２５

２

℃・５

５

１５℃

℃ ℃１５～

５

ｍｍＮ／ ％５０
％８５ １００％

２
５０

ｍ／
ｍ１２

４

３

（ＨＯＯＰ （Ｈ ） （ ）Ｗ （Ｓ）

）

２００（

） １１ ５２００

３１１２

（１）（２）」

（１）（２）」

　　ＧＪＩＳ

Ｄ１９ ）Ｄ１９（

Ｍ－１邸　新築工事

福岡市西区石丸 近隣）敷地内（

無 有 ）無（調査予定

ボーリング調査 水平地盤反力係数の測定

ボーリング調査 静的貫入試験

平板載荷試験

平板載荷試験物理探査

（基礎・杭の位置を明記すること）

土質試験

標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定

有

増築 増改築 改築

鉄骨造（Ｗ） （ＣＢ）

プレキャスト鉄筋コンクリート造

（Ｓ）

（ＲＣ）

（ＳＲＣ）

新築

地下 塔屋階 階

木造

広告塔

（ＰＲＣ）

ｔｏｎ

有 （ ）

煙　突

擁壁門塀

倉庫積載床用

ｔｏｎエレベータ

無

（　）（　）

ｋｇ／ｍ

＝ＣＦ Ｎ
２

設計基準強度 ｍｍ スランプ 備　　考ｃｍ

捨コンクリート 、 １６

土間コンクリート １８ ２１、

基礎、基礎梁 １８ ２１、 、

２１、 比重

３０ ３３、 比重

１３．５、 １６ １８、 比重

１００

１００

３０

３０

適用箇所

丸　　鋼

溶接金網

径 使用箇所 継手工法

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

ＳＲ２３５

ガス圧接継手

特殊継手

重ね継手

～Ｄ１９

（ ）

Ｄ１０ ～ Ｄ１６

Ｄ１０ ～ Ｄ１６

～Ｄ１９

種　　類

種　　類 使用箇所 現場溶接 設計溶接強度

異形鉄筋

鋼　　材

備　　孝

ＳＤ２９５Ａ

ＳＳ４００Ａ ＳＳ４００Ｂ

ＳＭ４９０ＢＳＭ４９０Ａ

ＳＳＣ４００

無

有 無

有 無

有 無

有 １．０Ｆ０．９Ｆ

１．０Ｆ０．９Ｆ

１．０Ｆ０．９Ｆ

１．０Ｆ０．９Ｆ

ＳＳ４００

Ｆ１０Ｔ Ｓ８Ｔ Ｓ１０Ｔ Ｍ１２、 Ｍ１６、（ Ｍ２２ ）

＝

認定品 Ｍ２０、

要 否中ボルト ＝ 高力ボルトすべり係数試験

ナット（シングル、ダブル）Ｌ＝ ｍｍ

＝ ｍｍ

アンカーボルト

頭付スタッド

高力ボルト

ＡＬＣ 版

折　版 型式

Ｌ＝

厚

厚

厚

厚

型式デッキプレート

型式キーストンプレート

３０

３０

２

１３．５

２４

２４

、

、２７

ｔｏｎキュービクル 高架水槽

（ロープ式　油圧式　リニア式） ｔｏｎ

ｔｏｎ

ホイスト

受水槽

リフト

地上

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

補強コンクリートブロック造

Ｘ方向ルート Ｙ方向ルート

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造 （ＷＰＲＣ）

中高層壁式ラーメン鉄筋コンクリート造 （ＨＦＷ）

ＳＴＫＲ４９０ ＳＴＫＲ４００

布基礎 独立基礎 有 無試験掘

無

ベタ基礎

杭施工結果報告書施工計画書承認

有（ 無） （ 打ち込み ）載荷

有載荷試験

杭仕様

・・試験杭

基礎下

基礎梁下・基礎スラブ下

土間コンクリート下

備　考捨てコン割　栗

地業厚さ （ｍｍ）

施工箇所 　石

深さ 支持層 長期許容支持力度

Ｄ２９

＝ Ｌ＝ ｍｍ

※１水・ｾ・ﾒ・ﾝ・ﾄ比 　５５％以下

種　類

普通

普通

普通

普通 軽量、

普通 軽量、

普通、 軽量

１６

ＢＣＲ２９５

ｍ
２ＫＮ

ナット（シングル、ダブル）Ｌ＝ ｍｍ

材　　料 施工法 備　考

ＰＨＣ

鋼材

ＰＣ Ａ 種 種Ｂ Ｃ 種（ ）

種Ｂ Ｃ 種（ ）Ａ 種

ＳＳ４００ ＳＴＫ４００

年 月 日

コンクリート杭

場所打ち コンクリート

スランプ

セメント量

鉄筋

ｃｍ

ｋｇ／ｍ

主筋

ＨＯＯＰ

打ち込み

オールケーシング 拡底杭

リバースサーキュレーション

アースドリル

深礎

ミニアース
手掘
機械掘

大臣認定第　号

拡底杭

第 号

日月年

杭　　種

＝ＦＣ
日本建築センター評定

３

ＢＨ

ＳＴＪ工法

支持層

杭種別 摩擦杭支持杭

コンクリ－トはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはＪＡＳＳ５による。 （１９９７年度版）

コンクリ－トの計画供用期間の級は、 一般 標準 長期とする。

セメントは、ＪＩＳＲ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

混合計画

調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

（）財フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は、原則として工事現場で　　国土開発技術研究センタ－の

術研究センタ－の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を

一回の測定ごとに撮影した写真（カラ－）を保管し承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合、

１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均

値を試験値とする。

構造体コンクリ－ト現場の圧縮強度試験供試体（ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３）は、現場水中養生、また

は現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。また、打込み量が

１５０ｍをこえる場合は１５０ｍごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。一回に採取する

打ち継ぎ部の処理方法は次による。

ポンプ打ちコンクリ－トは、打ち込む位置にできるだけ近つけて垂直に打ちコンクリ－トの自由

間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

落下高さは、コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリ－ト圧送

技士または同等以上の技能の有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間

打ち込み後のコンクリートの養成方法は、次による。

混和剤

ＡＥ減水剤

・打ち継ぎ部の鉄筋は連続している。（ＥＸＰ，Ｊを除く）

セメントミルク注入工法

供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、

供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし　そのうち４週用に３本を用いる。

寒中、暑中、その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、

管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

打ち込み、締め固めの方法は、ＪＩＳ－Ａ８６１０コンクリート棒状振動機を使用し、密実に充

する。

・構造部材の耐力低下が少なく、かく打ち継ぎ部の処理が円滑に行える形状とする。

　行う。

　ランドセメントを用いる場合は３日以上、普通ポルトランドセメントを用いる場合は５日間以上、

　その他のセメントを用いる場合は７日間以上とする。

　込み後、少なくとも１日間は、その上を歩行したり、作業をしてはならない。

・打ち継ぎ部を鉄筋と直角にする。

・スラブのコンクリートは、必要に応じて打ち込み終了後、２４時間シート等により適切な養生を　

・打ち込み後のコンクリートは、散水その他の方法で湿潤に保つ、その他養生時間は、早強ポルト

・硬化中のコンクリートに有害な衝撃、振動及び過大な荷重を与えないように、コンクリートの打ち

９人乗

ＳＳ４００

４．０ｔｏｎ

柱

１６ ８０

設計基準強度 単位水量

空気量

水セメント比 単位セメント量

４～６％

５５％以下

２４Ｎ／ｍｍ ２ １８５ｋｇ／ｍ　以下

２７０ｋｇ／ｍ　以上

階

柱，梁

ＨＦ工法

鋼管

ＲＣ

ＰＨＣ

ＳＣ

摩擦杭

ＰＣ

Ｈ　鋼

ＨＦ－０ＨＡ

杭径（ｍｍ） 許容志支持力 （ｋ／Ｎ本） 杭の先端深さ （ｍ） 杭長 （ｍ）

１．２

１Ｆ柱～ＲＦ床梁

粘土質砂 ５０

Ａ種 Ｂ種 Ｃ種 厚 １２０ １５０ １９０１００ 、 、 、 、

Ｄ２５

１８

１８

１８

１８

１８

１８ １．８

０

Ｃ

Ｄ２５

２．４

２．４

｝

５０

５０

１５０

２

１ １

１５０

１５０

住宅

工事監理者の指定する第　者機関

但し、図面表示のある場合はそれに従うこと。

３ ３

３

３

度

深

値

Ｎ

６０

標準貫入試験土　質

１０ ４０３０２０ ５０

支持地盤、地層及び深さに

位置図

調査地番

ついてのコメント

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

孔内水位

備考

がある

設計地番とは約　　の距離ｍ

近隣データの調査地番と

５０

表土

粘土質砂

砂

シルト質砂

砂礫

３

８

７

４

３

３

１２

１１

１４

１２

２４

４

粘土

２

２

ＧＬ －１．０ｍ

ＧＬ

基礎下端　ＧＬ－１．０ｍ

件名

図名

特記事項

構造設計標準仕様

年月日 図面番号

縮　尺

検　図

製　図
Ｓ－１設 計 者 　 玉 井  正 博



４．

６． 柱

５． 地中梁

２． 鉄筋加工、かぶり

一般事項１．

鉄筋コンクリート構造配筋標準図　（１）

基礎

３．３．３．３． 杭杭杭杭

構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

記号

（１）

（２）

継　　手

（２） 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０°以下

（３） 鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（４） かぶり厚さ

鉄筋末端部の折曲げの形状（１）

（６）

ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う（１）

（２） 現場打ちコンクリート杭

（１） 直接基礎

（２）

（５） 鉄筋のあき

（４）

（１）

（２）

（３）

（４）

（３）

（３） 帯　　筋

（４） 斜め柱・斜め梁

鉄筋のフック

柱

梁

杭頭処理

杭基礎

フック付 フック無し

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

べた基礎

基礎接合部の補強

独立基礎、杭基礎の場合

布基礎、べた基礎の場合

小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋

（５）

加工要領図

せいの高い梁のあばら筋

（５） 絞り （６） 二段筋・寄筋の保持

水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

（１） 柱主筋の継手 （２） 柱主筋の定着

（Ｎ／ｍｍ
２
）

・・・Ｄ 部材の成 ・・・直径・・・異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径

・・・ｒ 半径 ・・・中心線 ・・・部材間の内法距離 ・・・ｈｏ 部材間の内法高さ

・・・ＳＴ ・・・帯筋ＨＯＯＰ Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋 ・・・直径又は丸鋼

２．

３．

４．

５．

継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。

Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

鉄筋径の差が７ｍｍを超える場合は、圧接としてはならない。

あばら筋

１８０° ９０°

６ｄ以上（※４ｄ以上）鉄筋の余長

図

図 所 に よ る 呼 称
鉄 筋 の 径 に よ 鉄 筋 の 折 り 曲 げ

内 の り 寸 法 （Ｒ）
鉄 筋 の 使 用 箇

スパイラル筋

あ　ば　ら筋

上記以外の鉄

筋

帯　　　　筋

ガス圧接形状

９０゜

※ 片 持 ス ラ ブ 上 端 筋 の 先 端

打 ち 込 む Ｔ 形 お よ び Ｌ 形 梁 の キ

の 末 端 部 ま た は ス ラ ブ と 同 時 に

Ｒｄ

余 長

Ｒ

ｄ

Ｒ

余
長

Ｒ

余
長

ｄ
ｄ

ャ ッ プ タ イ に の み 用 い る 。

キ ャ ッ プ タ イ

８ｄ以上（※４ｄ以上）

８
ｄ
以
上

鉄筋の種類

ＳＲ２３５

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

定　着　の　長　さ

４５ｄ フ ッ ク つ き

（Ｌ ）
下ば筋

一般
スラブ

フ ッ ク

つ き

２５ｄ フ ッ ク

つ き

２

１５ｃｍ

フ ッ ク１５ｄ

つ き

２５ｄ ま た は
１０ｄ か つ

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

特別の定着及び

重ね継手の長さ（Ｌ ）３

（Ｌ ）１

３５ｄ フ ッ ク つ き ３５ｄ フ ッ ク つ き

フ ッ ク つ き４５ｄ

フ ッ ク つ き
ま た は３０ｄ

２０ｄ

３５ｄ
２５ｄ フ ッ ク つ き

ま た は

フ ッ ク つ き
ま た は４０ｄ

３０ｄ

３５ｄ
２５ｄ フ ッ ク つ き

ま た は

フ ッ ク つ き
ま た は４０ｄ

３０ｄ

フ ッ ク つ き
ま た は

フ ッ ク つ き
ま た は

フ ッ ク つ き
ま た は

フ ッ ク つ き
ま た は

フ ッ ク つ き
ま た は

３５ｄ
２５ｄ

４０ｄ
３０ｄ

４５ｄ
３５ｄ

４０ｄ
３０ｄ

４５ｄ
３５ｄ

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

る 区 分

１６
Ｄ１６

以下

以下
１６
Ｄ１６

１９ ２５～
Ｄ２５Ｄ１９ ～

～
～

２８ ３２
Ｄ２９ Ｄ３８

１９
Ｄ１９

以上

以上３ｄ

以上

以上８ｄ

４ｄ

ＳＲ２３５、ＳＤ２９５Ａ

ｄ

Ｒ

Ｒ

ｄ

０

１５ｃｍ 以 上

３ 以 下

ｄ

以上６ｄ

圧接面

ｄ １．４ｄ以上

圧接面 圧接面

ｄ／５以下

以下ｄ／４
以上２ｄ１．

約 ５０． Ｌ

Ｌ

５Ｌ１．

０

≧４００ａ

重ね継手（下図のいずれかとする）

以上

位部
設計かぶり厚さ 最少かぶり厚さ

ｍｍ

（ｍｍ）

厚 さ が 部 分 的 に 減 少 す る 箇 所 に つ い て も

最 少 か ぶ り 厚 さ を 確 保 す る 。

小　梁

ひ び わ れ 誘 発 目 地 部 な ど 鉄 筋 の か ぶ り 、

床 ス ラ ブ
屋 根 ス ラ ブ 屋 　 　 内 ３０

３０（２０）４０屋 　 　 外非 耐 力 壁

柱 屋 　 　 内 ４０ ３０

屋 　 　 外耐 力 壁 ５０ （３０）４０
は 　 り

壁擁 ５０ ４０

土 に 接 す る 部 分
柱 ・ は り ・ 床 ス ラ ブ ・ 耐 力 壁 ５０ ４０

・基 礎 擁 壁 ７０ ６０

［注］ （１）

と す る こ と が で き る 。３０ｍｍ

耐 久 性 上 有 効 な 仕 上 げ の あ る 場 合 、 工 事 監 理 者 の 承 認 を 受 け て

と す る こ と が で き る 。ｍｍ

（２）

４０

と す る こ と が で き る 。を 受 け て

（３） コ ン ク リ ー ト の 品 質 お よ び 施 工 方 法 に 応 じ 、 工 事 監 理 者 の 承 認

ｍｍ４０

（４）

（５） 内 は 仕 上 げ が あ る 場 合 。（ ）

増 し の 値 と す る 。軽 量 コ ン ク リ ー ト の 場 合 は 、

改 定 に よ り 標 準 か ぶ り 厚 さ は 増 し

ｍｍ１０

１０

土 に 接 し な い 部 分

かぶり厚さ

（ｍｍ）
（単位：　）ｍｍ

鉄筋の種類

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

折 ま げ 角 度 　 　 は ス ラ ブ 筋 ・ 壁 筋

・・・＠ 間隔

ｂ．あばら筋、帯筋 ｃ．煙突の鉄筋ａ．

ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ．

ｆ．

単純梁の下端筋

その他、本配筋標準に記載する箇所

折曲げ角度

ＨＯＯＰ

補　強　筋

杭　　　径 ４００ ４５０ ５００ ６００

１３５°

３００　、３５０

６－Ｄ１３ ８－Ｄ１６ １０－Ｄ１６８－Ｄ１３ １０－Ｄ１３

Ｄ１０－＠１５０

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

丸鋼

１． 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない。

１．

２．

３．

４．

）（ ａ ～ ｆ に 示 す 鉄 筋 の 末 端 部 に は フ ッ ク を 付 け る 。

ｄ

間 隔

あ きｄｏ ｄｏ

間 隔

あ き

丸 　 　 鋼

ｄｄ

丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上
図の　印の鉄筋の重ね継手の

　　　末端にはフックが必要

所定の位値に止まった場合

異 形 鉄 筋

＞８０゜

所定より低く止まった場合

り 部 分

余
盛
コ
ン
ク
リ
ー
ト

杭 間 隔 は ２ ＋１０００か つ 以上
杭
主
筋
４
０
ｄ

重
ね
継
手

４
５
ｄ

筋 の 継 手 は 片 側 溶 接ＨＯＯＰ

又 は 重 ね 継 手１０ｄ ４０ｄ

（各 ４ ケ 所）

０００．＠

ス ペ ー サ ー

フ ラ ッ ト バ ー ３

鉄 筋 の か ぶ り は

へ り あ き

ｂ

Ｄ

４５゜

ｄ

ＬＣ

以 上 と す る１００

斜 め 筋 ３―Ｄ１３ 以 上

捨 フ ー プ ベ ー ス 筋

ａ Ｄ＝ ＋ の 範 囲２ｄ

ｂ の 範 囲

主 筋 間 隔 は

１ ５． 倍 か つ

以 下２００

以 下３００

圧接継手

ｂ

ＬＣ

以
上

１
０
０

ＬＣ

か ぶ り 厚 さ

以
上

２
０
ｄ

２０ｄ （両側） ４０ｄ （片側）

以
上

２
０
ｄ

余長 ４ｄ

ＬＣ

ＬＣ

耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し上筋と下筋を読みかえる

２の鉄筋は　　以上Ｄ１３

ａ

ａ

４ｄ以上

≧
１
５
ｄ

Ｌ
２
ｏ
ｒ

３
Ｌ

４
０

７
０

１

２

１

Ｌ２

２

Ｌ

Ｌ

Ｗ

４５ ～゚

Ｈ＜ ≦５００ Ｈ

※ ※ ※

※
※

４０７０埋戻し土のある場合は　を　とする

Ｄ１０―＠２００とする

Ｈ≦

Ｌ

は※印筋は不用とする

の三角壁厚さは、 以上又は地中梁幅とし、

５００

Ｗ１

２

※

（定着、継手）

（定着、継手）

耐 久 性 上 有 効 な 仕 上 げ の あ る 場 合 、 工 事 監 理 者 の 承 認 を 受 け て

内端部

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ

Ｌ
２

外端部

（継手範囲）
※

※

外端部

２０ｄ ２０ｄ

内端部

※

１５ｄ

１５ｄ１５ｄ

※

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ

下 端 筋 継 手 範 囲上 端 筋 継 手 範 囲 上 端 筋 継 手 範 囲

２Ｌ

２Ｌ

※印筋は

梁
幅

１０００

４２４

４ ４２

２００以上

Ｌ
２

３．注

注 ２．

主筋の位置をさける

Ｗ型で現場溶接をする場合は

交互とする

Ｌ

Ｄ

１００

１００

〃

Ｐ

Ｐ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

以下

設

計

ピ

ッ

チ

以

下

以下

第１帯筋

第１帯筋

継手の好ましい位置

（Ｓ型 スパイラル型 ）ハ

１５ｄ

６０゜

１
２
ｄ

１
２
ｄ

１５ｄ

Ｌ

ｍｍ

１２ｄ

Ｌ

Ｌ は５０ｄ以上かつ ３０ｃｍ以 上 と す るフックおよび継手の位置は、

Ｄ

かつ 以 上３００

Ｄ： を 超 え る 場 合

イ

イ

６ｄ

６ｄ

Ｄ

Ｄ

１５００

１
０
０

１
０
０

Ｌ
２

Ｌ

６ｄ

ｅ

ａ

ａ

ａ

ａ

ａ

４
ｄ

４
ｄ

４
０
０

６ １０００―＠

６ １０００―＠

ｅ

２ 本又 は 同 サ イ ズ

帯 筋 よ り １サ イ ズ 太 く

注 第１． １ ゛帯筋は、梁つらに入れる

Ｄ ６≦ｅ Ｄ ６ｅ＞

ａ

（１．５ａ＝ ）呼 び 名 の 数 値

の 拡 大 図

※ 一 般 の あ ば ら 筋 と 同 様 の も の を ２ 本 束 ね る

Ｌ
２

Ｄ

ハンチハンチ

１

ハ
ン
チ

梁
幅

※
２
－
Ｄ

２－Ｄ　　　※

地 中 梁 の 主 筋 、 ス タ ッ ド ボ ル ト （ ス タ ッ ド

ジ ベ ル ） に よ る 、 お さ ま り に 注 意 す る

（ 半 固 定 と し て 行 政 指 導 さ れ る こ と も あ る の で 留 意 す る こ と ）
ベ ー ス 下 の 施 工 を 慎 重 に す る

柱

以上

梁幅

地
中
梁

鉄骨柱Ｄ

主筋

主筋

地中梁上端筋

以上
ＨＯＯＰ ２ Ｄ１３以上―

１２５

１２５

ＨＯＯＰ

以上１５０

Ｌ

Ｌ

６～８

３０ ５０～

３０ ５０～

地中梁下端筋

ＬＢ Ｐ． 下端

ＬＢ Ｐ． 下端Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

＠
１
０
０

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

＠
１
５
０

１ ５． 巻 以 上末 端 部 の 添 巻 は

と す る

５０ｄ

３００

以上２ Ｄ１３―

２―Ｄ１６以上

主 筋 間 隔 の

ＳＲ２３５、ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

ＳＤ３９０

Ｄ１９以上は、４ｄ以上ＳＤ３４５のＤ１６以下は、３ｄ以上、

ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、折曲げ内法寸法Ｒは、

ＳＤ３９０は、５ｄ以上

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

（１）

（２）

（３）

（４）

（４）

（１）

１の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

２１

１６

２１

１６

２１

１８

１８

２０

鉄骨柱Ｄ根巻形

埋込形

以
上

か
つ

４０ｄ以上主筋の

形の埋込長さ以上とする

４
０
ｄ
以
上

埋
込
み
長
さ

か
つ

２
Ｄ

４
０
ｄ

２
Ｄ
以
上

以
上

埋込み長さ

以上３Ｄ角形鋼管

以上２．５ＤＨ型鋼

かつ埋込み 注）根巻形柱脚を

採用する場合

には耐力、変

性能などに形、

ついて十分に

注意して設計

されたもの。

型

８
ｄ

６
ｄ

型

４ｄ

６
ｄ

５ｄ

２ｄ２ｄ

１０ｄは 片 面 溶 接

５ｄ　 両 面 溶 接 以 上

型

（ ）タガ型Ｈ型イ

１３５゜

６
ｄ

（ ）ロＷ型 溶接型

以上

以上

５ｄ

１０ｄ

Ｌ は 中 間 部

パ ネ ル 部 分 は

以 上 と す る０．２％

）柱又は梁 幅が同一柱幅と斜材（ 柱幅と斜材幅が異る

．５ ＠ 以下とするＤ１．注

注 ２．

１ 　の範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし

１

１００

　の鉄筋は 本の一段太い鉄筋とする２かつ、

２

Ｌ
２

Ｌ２

２

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

柱 Ｄ

梁
Ｄ

Ｌ

１
．
５
Ｄ

１
．
５
Ｄ

Ｌ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

柱 Ｄ

１

１

１

１

柱 Ｄ

２・Ｄ１３―

柱脚で斜材となる８
０
０

配筋はＤ１３＠２００とする。

２００

１５ｄ

２４

２４

２４

８
ｄ

８
ｄ

３３ ３６

３３ ３６２７ ３０

２７ ３０

５
０

Ｌ

基 礎 下 端

２
．

１
・
５

補 強 筋

Ｎ Ｃ Ｐ ア ン カ ー

Ｌ
．

１
５
０

１５０

基 礎 下 端

３―Ｄ１６

但し ≦ の場合

＞ の場合は工事監理者の指示による

１
・
５

２

４５゜

圧 接 継 手 重 ね 継 手

標
準
１
０
０
０

２
４

２
４

４４

＋
１
５
ｄ

２
＋
１
５
ｄ

２
Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ

鉄 筋 の フ ッ ク は 柱 頭 の 四 隅 の 鉄

筋 並 び に は り の せ い が 小 さ く 、

設 計 応 力 に 対 し て 必 要 な 定 着 長

さ が 不 足 す る 箇 所 に 付 け る

以
上

４
０
０

以上１５０

以
上

４
０
０

１

Ｌ
２
以
下

Ｌ
１

柱 頭 補 強 か ご 鉄 筋

ｏｏ

ｏ

ｏ ｏｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ
ｏ

ｏ

ｏ
ｏ

ｏ

ｏ
ｏ

ｏ
ｏ

補強かご鉄筋

主筋と同径

補 強 か ご 鉄 筋

件名

図名

特記事項

鉄筋コンクリート構造配筋標準図　（１）

年月日 検　図

製　図縮　尺
Ｓ－２

図面番号

設 計 者 　 玉 井  正 博



鉄筋コンクリート構造配筋標準図　（２）

しい位置

は継手の好ま
０Ｌ

０Ｌ ／４０Ｌ ／４

Ｄ ０／４Ｌ ０／４Ｌ Ｄ

Ｄ

ひび割れ防止補強筋を

補強筋の端部は、梁又は柱に

４０ｄアンカ－する。

３－Ｄ１０

２－Ｄ１０

３－Ｄ１０

３－Ｄ１０

スパン　Ｌ≦９ｍ

耐震壁補強筋配筋要領
使用鉄筋ＳＤ－２９５Ａ－Ｄ１０

下
よ
り
二
層

上
よ
り
二
層

中
間
層

， 部スターラップは□－Ｄ１３＠１００以上

又は計算により決定する。

下図の要領にて配筋する。

スパン　Ｌ＞１２ｍ

耐震壁補強筋配筋要領
使用鉄筋

中
間
層

上
よ
り
二
層

下
よ
り
二
層

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

３－Ｄ１０

３－Ｄ１０

３－Ｄ１０

２－Ｄ１０

２－Ｄ１０

ＳＤ－２９５Ａ－Ｄ１０

　．柱、梁増打コンクリート補強

９．壁

（１）定着

（２）梁

　．梁貫通孔補強１１

（１）設置可能範囲

（２）鉄筋標準配筋

（３）既製品

パラペット

（１）柱

（２）ひび割れ防止補強筋

ａ片持床スラブ

（１）定着および継手

（２）屋根スラブの補強

（３）片持ちスラブの出隅部補強

（４）床板開口部の補強

（５）床板段差

（７）釜場（６）土間コンクリート

（８）打継ぎ補強（５）幅止め筋の本数、加工

（４）あばら筋の型

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（２）大梁主筋の継手

（１）定着

１２　．増築予定

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

　　標準図　　の２－　　による（１） （３）

折曲げ起点は中心線をこえる

ことを原則とする

つりあげ筋

（梁主筋を折曲げるとき）ＣＬ

　　がとれる場合でも柱中心線を

　こえて中間折曲げテール長

※　柱幅が大きくて直線部だけで

　以上又は　　フック付とする

ＣＬ

連続端最終端

斜めでもよい

下向きでもよい

斜めでもよい　

ＣＬ

正
　
面

平　面 正　面

に必ず入れること。

片
持
梁
筋
折
り
下
げ

補強あばら筋は小梁主筋側

入れる

平面

あばら筋を

つりあげ筋

×印は幅止め筋

第１あばら筋は柱面より配筋する

つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

鉄筋か、又は、同サイズ２本巻きとする

（イ）原則としてａのフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁でｂ、

（ロ）フックの位置はａにあっては交互、ｂにあってはスラブ側とする。

　　　両側床版付（Ｔ型）梁でｃ又はｂとすることができる。

幅止め筋

腹筋

（ダメ穴打継面について）

ａ

（開口の径５００程度の場合）

を
超
え
る

ｂ 柱に（平面図）

　
か
つ
中
心
線

　かつ中心線を超える

梁、又は床面に一段目を 一本目を配置する。

ａ 梁に

横筋の配置は上下端とも 縦筋は、柱面に

配置する。

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０受筋　　 イ

イＤ１０

１０００

１０００

受筋　　

スラブに上端筋がある場合

イは壁配筋と同じ

ｃ 床に

Ｄ１３

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がない場合

ｄ 壁と壁（平面図）

Ｄ１３

シングル配筋 ダブル配筋

２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠６００

Ｄ１０＠４００

Ｄ１３

Ｄ１０＠６００

Ｄ１０＠４００

注）　ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し、直行方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

注）　ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

注）　継手部は必ずモルタルをてん充すること

ａ及びａ≦２００

※

ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。

２
ハッチ部分の面積Ａ㎝

補強タテ筋

５００≦Ａ１０００Ａ＜５００

３－Ｄ１６ ４－Ｄ１６ ６－Ｄ１６

印は補強筋

※柱と同径、同ピッチとする。

Ｄ１３

　設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２　以上

　無筋部分Ｄ１０＠２００　長さ８００以上６００≦Ｄ＜９００　　　２－Ｄ１０（９φ）　１段

９００≦Ｄ＜１２００　　４－Ｄ１０（９φ）　２段

１２００≦Ｄ　　　　　Ｄ１０（９φ）＠３００以内

Ｄ１０（９φ）＠１０００以内で割り付ける

増打するときは事前に設計者、

及び工事管理者と打合せのこと

Ｄ１０

以
上

以
上

２
５
０

２
５
０

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

□リング型　　　　□パイプ型　　　　□金鋼型　　　□プレート型

Ｄ１０

Ｄ１３

１０００≦Ａ１５００

Ｄ１３

Ｌ

Ｄ１３

５０

≧Ｌ

Ｄ１３

５０

５０

≧Ｌ

≧Ｌ

５
０

≧
Ｌ

５
０

≧
Ｌ

※

（注、床版がない場合は１３５°以上のフックとする）

一般床版配力筋

補
強
筋
の
定
着

出隅部分の補強筋

注 ≧ とする
注 ≧ とする

出隅受け部

（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）

出隅部

７．大梁、小梁、片持梁

１０１０

ａ大梁

柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合

ｂ小梁の定着

ｃ片持梁の定着

ｂ一般床スラブｂ一般床スラブ

端部 端部

中央中央

軽作業の土間

一般の場合一般の場合 下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合

（１）柱、梁 （２）地中梁 （３）床版、壁（３）床版、壁

ｂ 間仕切壁との交叉部

８．床　版

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

ダブル

Ｄ１０＠２００ ダブル

１
０
０
以
下

以上１５０

Ｄ１０＠２００

パラペットパラペット

（３）コンクリートブロック帳壁（３）コンクリートブロック帳壁（３）コンクリートブロック帳壁

ＥＷ

ＥＷ

ＥＷ

ＥＷ

※

※

最　上　階

　
　
＋
５
ｄ

２
Ｌ２

Ｌ
２
　
　
＋
５
ｄ

Ｌ

一 　般　階

Ｌ２

Ｌ２　　＋５ｄ

Ｌ２　　＋５ｄ

ｌｏ

２０ｄ

Ｌ２

１５ｄ

Ｌ２

１５０

１８０°

フック付

柱幅

※

Ｄ

以上

２０ｄ

１５ｄ １５ｄ

２５ｄ ｌｏ／６

Ｂ

１／２Ｂ１／２Ｂ ｌｏ

２０ｄ

Ｌ２

θ＝４５°

２ｌｏ／３

２５ｄ

１５ｄ

先端 端部

Ｌ

Ｌ２

ｌｏ

ａ

６ｄ

６ｄ

ｂ ｃ

８
ｄ

ｄ

８
ｄ

６ｄ

６ｄ

ｅ

４
ｄ

６ｄ

４
ｄ

４ｄ

Ｌ２

１５０

Ｌ２

ｌｘ

ｌｘ／４ｌｘ／４

ｌ
ｘ
／
４

ｌ
ｙ

Ｃ Ｃ

Ｃ Ｃ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ｂ

ｌ
ｘ
／
４

Ｄ１３
１５ｄ

１０ｄかつ１５０以上

１５ｄ

２Ｌ

Ｌ２ ７５̄ １００ ６０

２５ｄ

バーサポート

継手位置は原則として下表による

ｌ

　ｌ＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する

※の箇所（入隅）は各階補強する

ａ

ｂ

補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一径で

ｌ

※

Ｌ
１

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１

２Ｌ
１

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ１

Ｌ
１

周囲補強筋

斜め補強筋

孔と孔のへりあき１００以上

注）設備の小開口が連続してあく場合

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

　　を開口をさけて補強する。

Ｌ１

Ｌ１

Ｄ
以
下

２Ｄ

Ｄ

Ｄ１３

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

Ｌ１

Ｌ１

２Ｄ

Ｄ１６

Ｄ１０＠１５０

Ｄ Ｈ

Ｄ
以
下

５００ ５００

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

Ｌ１

２Ｄ

Ｄ Ｈ

Ｄ１６

Ｄ１６

２Ｄ

Ｄ１３

Ｄ

Ｌ１

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

以下　

Ｌ
１

１２００×６００ ２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

２５０

Ｄ１０＠１５０

折曲　

Ｄ１３＠２００ ダブル

Ｌ１

１Ｌ

２
Ｌ

ａ

２
Ｌ ２

Ｌ

２Ｌ

１５０程度

２
Ｌ

２Ｌ

２
Ｌ

２Ｌ２Ｌ

２Ｌ ２Ｌ

２
Ｌ

Ｌ２ ２Ｌ ２Ｌ

Ｌ２

２
Ｌ

２
Ｌ

２Ｌ

２Ｌ２Ｌ

Ｌ
１

Ｌ
１

ｈ
ｏ

２Ｌ２Ｌ

ｔ

Ｌ
１

Ｌ
１

ｔ

ｈ
ｏ

２Ｌ

ｈ
ｏ

２
０
０

ａ
３
０
０

３００ ａ

Ｂ

ａ３００

１５０程度

短　辺　方　向

長　辺　方　向

短辺・長辺方向下端筋

上端筋
Ｂ

Ｂ

Ａ　　Ｃ

標準継手位置

床板厚さＤ 周　　囲 斜　　め

幅止め筋

腹　筋

Ｄ＜６００不要

２Ｌ

補強筋

補強筋
補強筋

ａ３００

３
０
０

ａ

あ
ば
ら
補
強
筋

あばら補強筋

あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチとする。

腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。

Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。

ａは１００～２００程度。

梁下端増打コンクリートの場合も上端増打コンクリート

補強と同様とする。

ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

Ｄ

補強筋は、梁主筋の一段落し径（Ｄ１６以上）とする。

Ｄ　３ Ｄ

望ましい範囲

ｌｏ／４ ｌｏ／４

ｌｏ

梁端部（スパンｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

φ２

（φ１＋φ２）×３／２以上

φ１

場合は設計者又は工事管理者と打合

せのこと。

貫通孔が連続して間隔等が取れない

１５０＜φ≦２５０

斜　筋　４－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

　縦筋　ＳＴ２－Ｄ１３
上
下

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

１００＜φ≦１５０

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

φ φ

８０≦φ≦１００

φ

φ＞２５０

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方
４５°

２φ ２φ

Ｄ

２Ｌ
Ｌ２

Ｌ
２

φ

※
※

※部分について計算で

　確認された場合は右

　記の位置、寸法によ

　らなくて良い。

梁幅が４００を超える場合は

補強筋でＤ１３はＤ１６又は、

但し　φ≦Ｄ／３とする

（使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと）

２Ｌ

１

１

１

１

１ １

　　　　Ｄ≦１５０

１５０＜Ｄ≦２００

２００＜Ｄ≦３００

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３ 各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１９

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１６

１

４
ｄ Ｄ

ＳＲＣの場合

１
８
０
°
曲
げ

肩筋Ｄ１３以上

２－Ｄ１３は３－Ｄ１３と、

各々読みかえる

ｌ／４

Ｌ１

ｌｏ／４

ｌｏ／４

Ｌ１

Ｌ
１
ｌ
　
／
２

１

２
ｌ

Ｌ
３

ｌ　／２１ ｌ　／２１

ｌ
　
／
２

１

ｌ　／２ １

１ｌ １ｌ

ｌ
２

ｌ１ ｌ２
ｌ２ｌ１

中止め筋

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３

３００

Ｄ１３

Ｄ

５０

Ｄ

６００

２
Ｌ

Ｈ

Ｌ
１

１
０
ｄ
以
上

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

梁成長さ

年月日 図面番号件名

図名

特記事項

鉄筋コンクリート構造配筋標準図　（２）

Ｓ－３

検　図

製　図縮　尺
設 計 者 　 玉 井  正 博



１／１００２階床梁伏図基礎伏図 １／１００

８
，
８
６
８

５
，
４
６
０

１
４
，
３
２
８

８
，
８
６
８

５
，
４
６
０

１
４
，
３
２
８

６，３７０５，８６５

１２，２３５

６，３７０５，８６５

１２，２３５

Ｘ１

隣
地
境
界
線

道
路
境
界
線

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ１

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ２ Ｘ３

隣地境界線

道路境界線

Ｘ２ Ｘ３

ＦＧ１

ＦＧ１

Ｇ１

Ｇ１

Ｆ
Ｇ
１
１ Ｇ
１
１Ｆ
Ｇ
１
１

Ｆ
Ｇ
１
２

Ｆ
Ｇ
１
２

Ｆ
Ｇ
１
１

ＦＧ１

ＦＧ１

ＦＧ１

Ｇ１

Ｇ
１
１

（
－
１
２
０
）

Ｇ１（－１２０）

Ｇ１（－１２０）

Ｇ
１
２
（
－
５
０
）

Ｇ
１
２

Ｇ
１
１

ＦＢ１

Ｂ２

Ｆ
Ｂ
２

ＦＢ１

Ｆ
Ｂ
２

Ｂ
１

Ｅ　　Ｖ

ＷＢ１

Ｂ１（－１２０）

ｆ１

ｆ
１

ｆ
１

ｆ
２

ｆ１

ｆ２

ＵＰ ＵＰ ＤＮ

特 記 外 見 下 げ 図 と す る

１ ．

２ ．

壁 厚 　 Ｗ １ ５ 　

構 造 ス リ ッ ト は 軸 組 図 参 照

３ ．

下 階 壁 を 示 す４ ．

土 間 コ ン ク リ ー ト を 示 す

Ｓ１

Ｓ１

ＣＳ１

ＦＳ１

ＧＬ－６００

Ｓ１

Ｓ１

Ｓ１

ＣＳ１ －４２０

－１２０

図面番号件名

図名

特記事項

１／１００

Ｓ－４

基礎伏図，２階床梁伏図

検　図

製　図縮　尺

年月日

１
，
４
５
０

１
，
５
０
０

２，８０８

Ｅ
Ｗ
１
５

Ｅ
Ｗ
１
５

ＥＷ１５

ＥＷ１５

Ｗ１８

Ｗ
１
８

Ｗ
１
８

Ｅ
Ｗ
１
８

Ｗ
１
８

Ｗ
１
８

Ｗ１８

ＥＷ１５

ＥＷ１５

Ｗ
１
８

設 計 者 　 玉 井  正 博



８
，
８
６
８

５
，
４
６
０

１
４
，
３
２
８

１／１００Ｒ階床梁伏図

１／１００ＰＨＲ階床梁伏図

６，３７０

Ｅ　Ｖ

Ｘ１

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ３

Ｘ２ Ｘ３

Ｇ１

Ｇ１
Ｇ
１
１

Ｇ
１
１

Ｇ
１
２

Ｇ１

Ｇ
１
２

Ｇ１

Ｇ１

Ｇ
１
１

Ｗ
Ｂ
１

Ｗ
Ｂ
１

ＷＢ１

ＷＢ１

ＷＢ１

Ｂ
１

Ｂ１

ＷＢ１

Ｗ
１
８

Ｗ
１
８

Ｗ１８

ＤＮ

特 記 外 見 下 げ 図 と す る

１ ．

２ ．

３ ．

壁 厚 　 Ｗ １ ５ 　

構 造 ス リ ッ ト は 軸 組 図 参 照

４ ．

下 階 壁 を 示 す

Ｓ１１

Ｓ１

Ｓ２

ＣＳ１

勾
配
屋
根

勾
配
屋
根

Ｓ１

Ｓ１

Ｓ１

年月日 図面番号件名

図名

特記事項

１／１００Ｒ階床梁伏図，ＰＨＲ階床梁伏図

Ｓ－５

検　図

製　図縮　尺

５
，
４
６
０

２，０００

１
，
４
５
０

５，８６５

１２，２３５

設 計 者 　 玉 井  正 博



３
，
３
５
０

４
，
０
０
０

３
，
３
５
０

４
，
０
０
０

５，４６０

　　通軸組図　 １／２００

　　通軸組図　 １／２００

７
，
３
５
０

３
，
３
５
０

４
，
０
０
０

５，４６０

　　通軸組図　 １／２００

８，８６８

１４，３２８

８，８６８

　　通軸組図　 １／２００

６，３７０

　　通軸組図　 １／２００

３
，
３
５
０

４
，
０
０
０

　　通軸組図　 １／２００

６，３７０ ６，３７０

２ＳＬ

ＧＬ

ＧＬ

Ｙ２ Ｙ３

Ｘ２

ＲＦＬ水下ＣＯＮ

２ＳＬ

ＲＦＬ水下ＣＯＮ

Ｘ１

Ｙ１

地中梁天端

地中梁天端

ＲＦＬ水上ＣＯＮ

ＧＬ

ＲＦＬ水下ＣＯＮ

２ＳＬ

地中梁天端

Ｙ２ Ｙ３Ｙ１

Ｘ２

Ｙ２Ｙ１ Ｙ３

Ｘ３

Ｘ３ Ｘ１

Ｙ３

ＧＬ

ＲＦＬ水下ＣＯＮ

２ＳＬ

地中梁天端

Ｘ１

Ｙ２

Ｘ２ Ｘ３ Ｘ２ Ｘ３

Ｃ１ Ｃ３Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１Ｃ２ Ｃ２

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ１Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ１ Ｃ３

Ｇ１１ Ｇ１１

Ｇ１２ Ｇ１２

ＦＧ１１

ＦＧ１

Ｇ１

ＦＧ１

Ｇ１

Ｇ１１

ＷＢ１

Ｇ１

Ｇ１

ＦＧ１

ＦＧ１１ ＦＧ１１

Ｇ１

ＦＧ１

Ｇ１

ＦＧ１

ＷＢ１

ＦＧ１２

ＦＧ１２

ＦＣＧ１ＦＣＧ１

ｆ１ ｆ１

ｆ１

ｆ１ ｆ２ｆ１

ｆ１ ｆ２ｆ１

ｆ１

特 記 外

１ ． 壁 厚 　 Ｗ １ ５ 　

大 梁 符 号 は 、 上 階 に 倣 う

柱 符 号 は 、 上 階 に 倣 う

２ ．

３ ．

年月日 図面番号件名

図名

特記事項

１／２００軸組図

Ｓ－６

検　図

製　図縮　尺
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，
２
２
７

９
，
５
７
７

７
，
３
５
０

１
０
０

１
０
０

１
０
０

５，４６０

１４，３２８

７
，
３
５
０

１
０
０

２
，
７
０
０

６
０
０

２
，
７
０
０

６
０
０

５，８６５

１２，２３５

５，８６５

１２，２３５

１
２
０

２，８０８

５
０

１
２
０

１
２
０

ＥＷ１５

ＥＷ１５

ＥＷ１８

ＥＷ１５

ＥＷ１５

ＥＷ１５

ＥＷ１５

Ｗ１８

設 計 者 　 玉 井  正 博



８
，
８
６
８

５
，
４
６
０

１
４
，
３
２
８

柱芯線図　　１／１００，１／４０

６，３７０５，８６５

Ｘ１

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ２ Ｘ３

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｙ

Ｘ

図面番号件名

図名

特記事項

１／１００，１／４０柱芯線図　　

検　図

縮　尺

年月日

製　図
Ｓ－７

５
０
０

５００ １Ｆ，２Ｆ

１
Ｆ
，
２
Ｆ

５
０
０

５００ １Ｆ，２Ｆ

１
Ｆ
，
２
Ｆ

７
５

７
５

７
５

７５

７５

５
０
０

５００ １Ｆ，２Ｆ

１
Ｆ
，
２
Ｆ

５
０
０

５００ １Ｆ，２Ｆ

１
Ｆ
，
２
Ｆ

５００ １Ｆ，２Ｆ

１
Ｆ
，
２
Ｆ

６
０
０

７５

７５

１２，２３５

５
０
０

５００ １Ｆ，２Ｆ

１
Ｆ
，
２
Ｆ

２６０

５００ １Ｆ，２Ｆ

１
Ｆ
，
２
Ｆ

６
０
０

５
０
０

５００ １Ｆ，２Ｆ

１
Ｆ
，
２
Ｆ

２６０

設 計 者 　 玉 井  正 博



３ ５ ０

９
０
０

７
０
０

３ ０ ０
３ ０ ０

６
０
０

７
０
０

３ ０ ０

４ ０ ０

９
０
０

４ ０ ０

９
０
０

Ｄ

６
ｄ

６
ｄ

Ｌ
１

Ｌ
１

以
上

６
ｄ

１
５
０
０

打継ぎ

Ｄ＝１．５００

Ｄ１０　～　Ｄ１６　：　ＳＤ２９５Ａ

使用材料

鉄　筋

Ｄ１９　～　Ｄ２５　：　ＳＤ３４５

巾止筋 Ｄ１０－＠１，０００１． 以内とする。

２． 土に接する部分の柱は増打すること。

ＧＬ
１０以上

増打１
０
０

特記事項 ※地中梁・地中小梁共通

スラブと地中梁にレベル差が

ある場合は増打処理をする。

スターラップ補強筋

軸方向補強筋

ｈ
３
０
０

腹筋を でＤ１３ 以内に配置する

増打高さ　が

＠３５０

ｈ 以上の場合は３５０

軸方向補強筋は梁・柱に

２－Ｄ１６以上、＠３００以内：

スターラップ補強筋

： －Ｄ１０－＠２００

３０ 以上定着する。

Ｐ

軸方向補強筋

３． ４． 地中梁も原則として　一般形状の場合によるが，

梁せいの大きい場合は下記の配筋も可とする。

以上又は打ち継ぎの有る場合

捨コンクリート

砕　石

ア

５０ア

５
０

５． ５０ 土間・ｺ・ﾝ・ｸ・ﾘ・ｰ・ﾄ

１
５
０

１
５
０

Ｄ１０＠２００　Ｗ

６．

１
５
０

地中梁天端

ＧＬ

地中梁天端

ｆ１ ｆ２

１
，
０
０
０

２
０
０

５
０３
５
０

６
５
０

１
５
０

２，５００

Ｄ１３＠２００

Ｄ
１
３
＠
２
０
０

１
，
０
０
０

２
０
０

５
０３
５
０

６
５
０

１
５
０

２，５００

Ｄ１３＠２００

Ｄ
１
３
＠
１
０
０

Ｓ ＝ １ ／ ５ ０ 　 　基礎詳細図 Ｓ ＝ １ ／ ４ ０ 　 　地中梁リスト ・巾止メ筋　Ｄ１０　＠１，０００特記外　　　　・腹筋　２－Ｄ１０ ・地中梁天端　　ＧＬ－１００

符　　　号 ＦＧ１

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ４ 　 － 　 Ｄ ２ ２

４ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ３ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０□

Ｓ ＝ １ ／ ４ ０ 　 　 ・巾止メ筋　Ｄ１０　＠１，０００特記外　　　　・腹筋　２－Ｄ１０ ・地中梁天端　　ＧＬ－１００

符　　　号

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

位　　　置 両端 中央

断　　　面

位　　　置 両端 中央 全断面 全断面

ＦＢ１ ＦＢ２

３ 　 － 　 Ｄ 　 － 　 Ｄ

　 － 　 Ｄ ３ 　 － 　 Ｄ

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

３ 　 － 　 Ｄ

　 － 　 Ｄ

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

　 － 　 Ｄ

３ 　 － 　 Ｄ

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０□ □ □

３

２１ ９ １ ９

１ ９ １ ９

１ ６

１ ６３

４ １ ９

１ ９

断　　　面

地中小梁リスト

ＦＣＧ１

ＦＧ１１ ＦＧ１２

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ４ 　 － 　 Ｄ ２ ２

４ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ３ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ １ ７ ５

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ １ ７ ５□ □

両端 中央 全断面

図面番号件名

図名

特記事項

１／４０，５０基礎詳細図，地中梁リスト

Ｓ－８

検　図

製　図縮　尺

年月日

１
０
０

１
０
０

２，０００

設 計 者 　 玉 井  正 博



５ ０ ０

５
０
０

５ ０ ０

６
０
０

５ ０ ０

５
０
０

５ ０ ０

５
０
０

５ ０ ０

６
０
０

５ ０ ０

５
０
０

３ ５ ０

６
０
０

３ ５ ０

６
０
０

４ ０ ０

６
０
０

４ ０ ０

６
５
０

６
０
０

３ ５ ０

６
０
０

３ ５ ０

　　 柱リスト 　　　 　 Ｓ ＝ １ ／ ４ ０ 　 　

Ｙ

Ｘ

・仕口内ＨＯＯＰは下階ＨＯＯＰと同径同ピッチとする

・柱ＨＯＯＰはスパイラルフープ又は溶接フープとする

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１ Ｃ１

Ｃ３

符　号

断　面

主　筋

フープ

Ｃ１

　 － 　 Ｄ ２ ２

　 － 　 Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ０ ０

Ｃ２

１ ０ 　 － 　 Ｄ ２ ２

　 － 　 Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ０ ０

Ｃ３

１ ０ 　 － 　 Ｄ ２ ２

　 － 　 Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ０ ０

２Ｆ

符　号

断　面

主　筋

フープ

Ｃ１

　 － 　 Ｄ ２ ２

　 － 　 Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ０ ０

Ｃ２

１ ０ 　 － 　 Ｄ ２ ２

　 － 　 Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ０ ０

Ｃ３

１ ０ 　 － 　 Ｄ ２ ２

　 － 　 Ｄ １ ３ 　 ＠ １ ０ ０

１Ｆ

１ ２

１ ２

　大 梁リスト 　　　 　 Ｓ ＝ １ ／ ４ ０ 　 　 特記外　　　　・腹筋　２－Ｄ１０ ・巾止メ筋　Ｄ１０　＠１，０００

符　　　号

位　　　置

断　　　面

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

Ｇ１

両端 中央

４ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ２ 　 － 　 Ｄ ２ ２

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ３ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

ＲＦ

断　　　面

上　端　筋

下　端　筋

スターラップ

　 － 　 Ｄ ２ ２ 　 － 　 Ｄ ２ ２

　 － 　 Ｄ ２ ２ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

２Ｆ

□

□

４

４

３

３

Ｇ１１

両端 中央

４ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ２ 　 － 　 Ｄ ２ ２

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ３ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ １ ７ ５

Ｇ１２

両端 中央

　 － 　 Ｄ ２ ２ ３ 　 － 　 Ｄ ２ ２

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ４ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ １ ７ ５

４ 　 － 　 Ｄ ２ ２ 　 － 　 Ｄ ２ ２

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ １ ７ ５

５ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ３ 　 － 　 Ｄ ２ ２

３ 　 － 　 Ｄ ２ ２ ５ 　 － 　 Ｄ ２ ２

－ Ｄ １ ０ 　 ＠ １ ７ ５

□ □

□ □

５

キー プラン
Ｘ

Ｙ

Ｃ２Ｃ２

３

４

年月日 図面番号件名

図名

特記事項

１／４０

Ｓ－９

柱リスト，　大梁リスト　　　　
製　図

検　図

縮　尺
設 計 者 　 玉 井  正 博



１ ２ ０

Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

１ － Ｄ １ ３

Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

１ ２ ０

配 力 筋

主 筋主 筋

配 力 筋

主 筋

２ － Ｄ １ ３

１ － Ｄ １ ３

（ 上 端 筋 定 着 ）

Ｄ １ ０ 　 ＠ ２ ０ ０

｝

１，５００＜

ダ メ 穴 補 修 要 領 図

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋下 端 筋

１

Ｌ ２

Ｌ

Ｌ
２

１ ， ０ ０ ０

Ｌ １ Ｌ １

　 小 梁 リ ス ト １ ／ ４ ０

断 　 面

下 端 筋

腹 　 筋

ス タ ー ラ ッ プ

符 　 号

位 　 置

上 端 筋

ｂ ｘ Ｄ

Ｂ

モ チ ア ミ

Ｂ

モ チ ア ミ

Ｂ

モ チ ア ミ

Ｂ

モ チ ア ミ

１
，
０
０
０

Ｌ ｘ ／ ４

Ｌ
ｘ
／
４

Ｌ
ｘ
／
４

Ｌ ｘ ／ ４

Ｌ
ｘ

Ｌ

Ａ

Ａ

Ｙ

Ｃ Ｄ ＤＡ隅 　 部隅 　 部

ｔ 配 筋

タ イ プ
中 　 央 中 　 央

Ａ端 部 Ｂ中 央 Ｃ端 部 Ｂ中 央

短 　 辺 　 　 　 （ 主 　 筋 ） 長 　 辺 　 　 　 （ 配 　 力 　 筋 ）

位 　 置符 　 号
版 　 厚

ス ラ ブ リ ス ト

備 　 考

床 板 ス ペ ー サ ー 配 置 要 領 図

配 筋 タ イ プ キ ー プ ラ ン

（ 部 詳 細 ）

１ ／ ２ ０ ， １ ／ ４ ０配 筋 図

片 持 ス ラ ブ リ ス ト

符 　 号 位 　 置

元 　 端 先 　 端

上 端 筋

下 端 筋

主 　 筋 配 力 筋 備 　 考Ｌ Ｘ

避難ハッチ開口補強要領

１
３
０

主 筋

主 筋

２ － Ｄ １ ３

１ － Ｄ １ ３

配 力 筋

バ ー サ ポ ー ト

配 力 筋

Ａ Ｂ Ａ Ｄ Ｃ Ｄ

ダ ブ ル 配 筋

ト ッ プ 筋 を 通 す 配 筋

Ｄ １ ３ ｔ

ｔ

タ イ プ 中 　 央 端 　 部

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ Ｄ

版 ・ 厚

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ ２

プ ラ ス チ ッ ク ス ペ ー サ ー

床 　 端 　 部 　 配 　 筋

肩 　 　 筋 　 　 （ 以 上 ）

ま た は 鋼 製 ス ペ ー サ ー

Ｄ １ ３

［ １ ］ 住 戸 部 分 床 板 の 上 筋 ス ペ ー サ ー ［ ２ ］ 住 戸 部 分 床 板 の 下 筋 ス ペ ー サ ー

住 戸 部 分 床 板 の 上 筋 に は 、 プ ラ ス チ ッ ク 住 戸 部 分 床 板 の 下 筋 に は 、 プ ラ ス チ ッ ク

ス ペ ー サ ー ま た は 鋼 製 ス ペ ー サ ー （ い ず ス ペ ー サ ー （ 下 筋 用 爪 付 き ） ま た は 鋼 製

れ も 鉄 筋 ず れ 止 め の 工 夫 の あ る も の ） を ス ペ ー サ ー （ 鉄 筋 ず れ 止 め の 工 夫 の あ る

肩 筋 の 位 置 （ ○ 印 に て 示 す ） に ７ ５ ０ ｍ ｍ も の ） を 床 板 １ 当 りｍ
２

２ 個 程 度 の 割 合 い

で 有 効 に 設 置 す る 。以 下 の 間 隔 で 設 置 し 、 床 端 部 配 筋 の 位 置

（ 　 印 に て 示 す ） に 以 下 の 間 隔６ ０ ０ ｍ ｍ

で 設 置 す る 。 　 た だ し 、 短 辺 方 向 の 長 さ

が 以 下 の 場 合 に は 、 床 端 部 配 筋 の 位３ ｍ

置 の ス ペ ー サ ー の 間 隔 を ７ ５ ０ ｍ ｍ 以 下 と

す る こ と が で き る 。

Ｓ １ １ ５ ０
同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

＠ ２ ０ ０Ｄ １ ０ Ｄ １ ３

Ｓ ２ １ ５ ０
＠ ２ ０ ０Ｄ １ ０ Ｄ １ ３ Ｄ １ ０ Ｄ １ ３

＠ ２ ５ ０

Ｄ １ ０ ＠ ２ ０ ０

Ｄ １ ０ ＠ ２ ０ ０

Ｄ １ ０ ＠ ２ ５ ０

Ｄ １ ０

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

３ ５

Ｐ

ヨ コ 筋

タ テ 筋

上 下 各 ２ － Ｄ １ ３

：

：

タ テ 筋 は ス ラ ブ 内 又 は 梁 内 へ

上 下 各 ４ － Ｄ １ ３

ア ン カ ー す る 事 。

Ｓ １ １
＠ ２ ０ ０

＠ ２ ０ ０

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左
１ ８ ０

＠ ２ ０ ０

＠ ２ ０ ０

Ｆ Ｓ １

Ｄ １ ０ Ｄ １ ３

Ｄ １ ３

Ｄ １ ０ Ｄ １ ３

Ｄ １ ３

Ｄ １ ０ Ｄ １ ３

＠ ２ ０ ０

＠ ２ ０ ０

Ｄ １ ０ ＠ ２ ０ ０

Ｄ １ ０

Ｄ １ ０

＠ ２ ５ ０

＠ ２ ５ ０

Ｄ １ ３ ＠ １ ０ ０

２ ０ ０
＠ ２ ０ ０

＠ ２ ０ ０

同 左

同 左

同 左

同 左

Ｄ １ ３

Ｄ １ ３

＠ ２ ０ ０

＠ ２ ０ ０

同 左

同 左

同 左

同 左

Ｄ １ ３

Ｄ １ ３

６ ０ ０

Ｃ Ｓ １ １ ５ ０１ ８ ０

重 ね 継 手

ｘ

－ １ ０ － ＠２ ０ ０Ｄ

３ ０ ０

－ Ｄ

－ Ｄ

１ ９

１ ９

－ Ｄ

－ Ｄ

１ ９

１ ９

端 　 部 中 　 央 全 断 面

ｘ

－ Ｄ３

－ Ｄ

－ １ ０ － ＠Ｄ

５ ５ ０

３

Ｂ １

３

３２

２

５ ５ ０

１ ６

１ ６

２ ０ ０

３ ０ ０

Ｂ ２ 　 （ Ｃ Ｇ １ ）

（ ４ ）

（Ｄ１９）

（Ｄ１９）

全 断 面

ｘ

－ Ｄ３

－ Ｄ

－ １ ０ － ＠Ｄ

３ １ ６

１ ６

２ ０ ０

１ ８ ０ ５ ０ ０

Ｗ Ｂ １

全 断 面

ｘ

－ Ｄ３

－ Ｄ

－ １ ０ － ＠Ｄ

３ １ ６

１ ６

２ ０ ０

１ ８ ０

Ｗ Ｂ ２

１ ８ ０ ０

－ Ｄ１ ０ １ ０

図面番号件名

図名

特記事項

１／４０

Ｓ－１０

スラブリスト，小梁リスト
製　図

検　図

縮　尺

年月日

ｂｂ

Ｄ Ｄ

ｂ

Ｄ

ｂ

Ｄ

設 計 者 　 玉 井  正 博



１２０ １５０ １８０ １５０

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｄ１０　　　　＠２００

Ｄ１０　　　　＠２００

１－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３ ２－Ｄ１３

Ｄ１０　　　　＠２５０Ｄ１０　　　　＠２５０

４－Ｄ１３

４－Ｄ１３ ４－Ｄ１３

４－Ｄ１３

Ｄ１０　　　　＠２５０

Ｄ１０　　　　＠２５０

Ｄ１０　　　　＠２５０Ｄ１３　　　　＠２００縦　筋

立断面

横　筋

縦開　口

補強筋
横

斜メ

符　号

注記

巾止筋１． 以内とする。Ｄ１０－＠１　０００ ２． 壁がコンクリート打放しの場合は、打増厚２０とする。

Ｗ１２ Ｗ１５ Ｗ１８ ＥＷ１５

Ｄ１０

２－Ｄ１３

断面Ａ
３
５

２
５

２－Ｄ１３

受筋Ｄ１３

１－Ｄ１３

１８０

片持階段配筋図

４０

１５０
Ｄ１０

Ｄ１３

１
５
０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１５０

１
５
０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１０＠１５０

Ｄ１０＠２００Ｄ１３２－Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠２００

Ａ

Ａ

１／４０

壁リスト １：４０

シングル

シングル

ダブルチドリ

ダブルチドリ

ダブル

ダブル ダブルチドリ

ダブルチドリ

３
５
ｄ

３
５
ｄ

３
５
ｄ

３５ｄ

縦　筋

横　筋

斜メ筋

縦　筋

横　筋

斜メ筋

３
５
ｄ

３
５
ｄ

３
５
ｄ
３
５
ｄ

３５ｄ ３５ｄ

Ｄ１０－＠２００Ｓ

開口部補強筋　（一般壁）

開口部補強筋　（耐震壁）

開口

年月日 図面番号件名

図名

特記事項

Ｓ－１１

壁リスト １／４０

縮　尺 製　図

検　図

設 計 者 　 玉 井  正 博



１／４０　通　架構配筋詳細図　　

特 記 外

１ ． 仕 口 内 フ ー プ は 　 □ － Ｄ １ ３ ＠ １ ０ ０ と す る

２ ． 　 　 印 は 柱 主 筋 圧 接 位 置 を 示 す

３ ． 腹 筋 は 、 ２ － Ｄ １ ０ と す る

Ｘ２

４
，
０
０
０

３
，
３
５
０

８，８６８ ５，４６０

１４，３２８

２ＳＬ

ＧＬ

ＲＦＬ水下ＣＯＮ天

地中梁天端

ＲＦＬ水上ＣＯＮ天

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３

梁天端

各
４
－
Ｄ
２
２

　
　
－
Ｄ
１
３
－
＠
１
０
０

　
　
－
Ｄ
１
３
－
＠
１
０
０
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－
Ｄ
２
２

　
　
－
Ｄ
１
３
－
＠
１
０
０

　
　
－
Ｄ
１
３
－
＠
１
０
０

２
－
Ｄ
２
２

２
－
Ｄ
２
２

　
　
－
Ｄ
１
３
－
＠
１
０
０

　
　
－
Ｄ
１
３
－
＠
１
０
０

各
５
－
Ｄ
２
２

各
５
－
Ｄ
２
２

各
５
－
Ｄ
２
２

２
－
Ｄ
２
２

２
－
Ｄ
２
２

各
５
－
Ｄ
２
２

各
４
－
Ｄ
２
２

２
－
Ｄ
２
２

４－Ｄ２２ ４－Ｄ２２

３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

ＳＴＲ　　　－Ｄ１０－＠１７５

４－Ｄ２２ ２－Ｄ２２ ４－Ｄ２２

３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

ＳＴＲ　　　－Ｄ１０－＠１７５

３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

３－Ｄ２２

ＳＴＲ　　　－Ｄ１０－＠１７５

３－Ｄ２２ ４－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

４－Ｄ２２ ３－Ｄ２２ ４－Ｄ２２

ＳＴＲ　　　－Ｄ１０－＠１７５

３－Ｄ２２ ３－Ｄ２２

４－Ｄ
２２

３－Ｄ
２２

ＳＴＲ
　　　

－Ｄ１
０－＠

１７５

４－Ｄ２２

３－Ｄ２２

ＳＴＲ　　　－Ｄ１０－＠１７５

４－Ｄ２２

３－Ｄ
２２

１－Ｄ２２１－Ｄ
２２

２－Ｄ１３

４－Ｄ２２

３－Ｄ２２４－Ｄ２２

１－Ｄ２２

３－Ｄ２２ ４－Ｄ２２

１－Ｄ２２

３－Ｄ２２ ４－Ｄ２２

１－Ｄ２２

３－Ｄ２２

ＳＴＲ　　　－Ｄ１０－＠１７５

１Ｃ１ １Ｃ１１Ｃ２

２Ｃ１

２Ｃ１２Ｃ２

ＦＧ１２ ＦＧ１１

２Ｇ１１

ＲＧ１１

ＲＧ１２

２Ｇ１２

ｆ１ｆ１

件名

図名

特記事項

１／４０

Ｓ－１２

架構配筋図

年月日 図面番号

縮　尺

検　図

製　図
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設 計 者 　 玉 井  正 博


